
        
            
                
            
        

    









































ハイスクールＤ×Ｄ19




総選挙のデュランダル








石踏一榮







富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　罪からくる報ほう酬しゆうは死である。


──聖書「ローマ書　第六章二十三節」









　　　Rudra.







　俺──アザゼルは某ぼう国こくの僻へき地ちにいた。

　年の瀬せのなかで、その地にある川で釣つり竿ざおなぞ握にぎっていた。……釣りは元来俺の趣しゆ味みでもあるが……こんな非常時に竿を握るなど、さすがの俺でもやりはしない。

　理由は──ある。

　俺の隣となりで同様に釣り竿を持った少年が小さく笑う。青光りする黒くろ髪かみの持ち主で、歳としは十四、五ほどに見える端たん整せいな顔立ちの美少年──。

「……釣りは嫌きらいだったかな？」

　少年はそう俺に問う。

「……いや、一時期これだけで数年費ついやしたこともあったさ」

　それは本当のことだ。永い堕だ天てん使しの生だ、釣りをどこまで極きわめられるか、そんな暇ひまつぶしをしていた時期もある。

　俺の返事を聞いて、少年は苦く笑しようした。

「へぇ、ブームは過ぎ去ってたわけか。ま、僕も久方ぶりのブーム到とう来らいではあるんだが……」

　そのやり取りのあと、再び静せい寂じやくが訪おとずれる。

　……俺はこの状態をすでに数時間も過ごしていた。それだけ費やせば、釣ちよう果かも期待できるだろうが……。あいにく、この川には──魚一いつ匹ぴき存在しない。それでも少年は楽しげに釣り糸を川に垂らすだけだ。

　少年が沈ちん黙もくを破って言った。

「悪党の代名詞とも言える堕天使の、それも頭かしらがあろうことか、和平を口にして、あらゆるところに吹ふい聴ちようしていく。冗じよう談だんのような話だ。インドラなら笑うな。……笑われたクチとか？」

　俺は少年に切り込んだ。

「あんたに頼たのむのは一点だけだ。有事の際、件くだんの獣けものを止めてほしい」

　その一言に少年は首を傾かしげる。

「──６６６トライヘキサ、か。いいのかな？　あれはそちらの神話の魔ま物ものだろう？」

「現時点であれを止められるのはあんただけだろう」

　そう言うと、少年は口の端はしをあげてこう返す。

「オーフィスには頼めない、か。もちろん、グレートレッドに話なんて通じるわけもなし。……消去法で僕か」

　そう皮肉げに笑う少年。少年は俺に逆にこう言う。

「そっちの若いドラゴンが意い思し疎そ通つうできたと聞いたが？」

「……できるだけその手は使いたくない。何が起こるかわからないからな」

「強引な願いに、理り不ふ尽じんな条件付け。交こう渉しようと言えるものではないな」

　……わかっているさ。この少年──この神に俺なんぞが本来願いを言える立場でもない。承知の上で俺は続ける。

「ほしいものならなんでもくれてやるさ。俺がやれる範はん囲いでならな。その気になったら、オーディンにもゼウスにも要求しよう。俺の命でいいなら、それもくれてやる。世界が壊こわれるのだけは、阻そ止ししなければならない。それだけだ」

　俺の言葉を受けて、少年は哄こう笑しようをあげる。

「アッハッハッ、それを僕に求めるというのが、実に矛む盾じゆんしていていいな！」

　──が、途と端たんに少年はハッキリと断言する。

「──いらないな。オーディンだろうと、ゼウスだろうと、キミの命だろうと、僕はそれらすべてに興味がない。あえて欲ほつするなら──オーフィス。あるいはイレギュラー体と言われる、サーゼクス・ルシファーやアジュカ・ベルゼブブでもいい。僕の喉のど元もとに届きそうな名うてが欲ほしいんだよ、堕天使くん」

「…………」

　この神にそう言われてしまったら、俺も……返す言葉に困る。俺の反応を見て、少年はイタズラな笑えみを浮うかべた。

「冗談だ。半はん端ぱなオーフィスや戦う意思もなさそうな悪あく魔まなんて、対象外もいいところだな」

　少年は立ち上がり、俺にこう告げた。

「──吞のもう。件の獣がグレートレッドを倒たおし、異世界に行こうとするのなら、僕がそれを阻はばもう。──が、それ以外は干かん渉しようしない。いま起ころうとしている事件も、これから起こる事件にも僕は、僕たちは一いつ切さい関かかわらない。たとえ、リゼヴィム・リヴァン・ルシファーと邪じや龍りゆうたちが暴れようとも。あくまで、キミの唱える最悪のシナリオが発動したときだけ協力する。……これで満足だろうか？」

　…………十分だ。それで、十分すぎる。いざというときの保険──それがこの神なのだから。その力を借りられるのであれば、どんな形であろうともありがたい。

「……ああ、これ以上ない答えだ。心からの礼を──」

「いいさ。それが僕の本来の役目だ。──すべてを破は壊かいする」

　俺の言葉を遮さえぎり、そう言い切る少年は──魚一匹すらいないはずの川から、神こう々ごうしい輝かがやきを放つ鱗うろこの巨きよ大だい魚ぎよを釣り上げた。

　……俺にも見えないものを、この神は視界に捉とらえているのか？

　それもそのはずだ。この神が放つオーラの質は──俺でも計り知れないものを感じてならないのだから。

「わかっているさ。いまさらあんたを疑うものか。──破壊神シヴァ」

　その少年──破壊神は意味深に微笑ほほえむだけだった。

　最悪の想定を考えていた各勢力の代表たる俺とシェムハザ、サーゼクス、ミカエルたちは、『保険』としてひとつの大型の交渉案を打ち立てた。

『……俺たちにも相応の「後うしろ盾だて」が必要となる。オーディンもゼウスも十分ではあるんだが、最悪のシナリオ──トライヘキサが復活し、グレートレッドを倒した場合を想定すると、これでもカードは足りない』

『では、アザゼル……やはり？』

『……そうだ、ミカエル。すべてが最悪の展開となったとき、それを止める者が必要だ。唯ゆい一いつ可能と思われるのが──。サーゼクス、おまえならわかるな？』

『破壊の神──シヴァのことだな？』

　この世の誰だれも捕とらえきれない自由きままなグレートレッドを戦力として抜ぬかした場合、オーフィスは力が大きく下がっており、リゼヴィムが企くわだてているトライヘキサの復活と邪龍軍団に立ち向かえる者はいないに等しい。むろん、全勢力が手を取りあい対たい抗こうすればその限りではないが……各神話の神クラスに犠ぎ牲せいが出るのは必定の戦いとなるだろう。人間界のあらゆる現象に関わる神が一角でも欠ければ、この世界にどんな影えい響きようが出るかわかったものではないのだからな。

　しかし、いざとなったとき、クリフォトの抑よく止し力りよくとなる絶大の存在は必要だ。滅ほろびと程ほど遠とおく、強い絶対の者──。俺たちが限りなく近しいとして挙げたのが──シヴァだ。

　懸け念ねんは多かったが、こちらの持ちうる情報と条件をシヴァ側に出し、先方もついに吞んでくれた。この結果は大きい。この一件のケツ持ちにシヴァを据すえられた。これだけでも最悪のシナリオは回かい避ひできるかもしれないのだから──。

　シヴァは釣り上げた巨大魚に指一本だけ触ふれる。すると、暴れ回っていた巨大魚は噓うそのように静かになった。

　シヴァが俺に言う。

「──アザゼル、キミ、死相が浮かんでいるぞ。気を付けたほうがいい。和平を謳うたう者はいつだって、都合の悪い存在だ。それに僕と話し合いができたというのは、凶きよう兆ちようを加速させるだろうから。キミはあまりに有能すぎる」

　……リスクは承知だ。それでも俺はできうる限りのことはしておきたいんだよ。……へっ、ちょっと前の俺だったら、こんな身に危険が及およぶことなんて忌き避ひしたんだがな……。

「あんたのところに改宗すれば、堕天使だろうと転生は可能かね？」

　俺が皮肉げに問うと、シヴァは肩かたをすくめるだけだった。
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　──元がん旦たん。

　新年を無事迎むかえることができた俺こと兵ひよう藤どう一いつ誠せいを含ふくむオカルト研究部の面々は、どこかに初はつ詣もうでに行こうということになり、正月早々から遠出することとなった。

　それで、向かった先というのは──。

「イッセー！　久しぶりじゃな！」

　鳥居を背に現れたのは金色の髪かみと尾おを持つ少女──九重くのうだった。そう、俺たちが訪れたのは正月の京都──伏ふし見み稲荷いなり大たい社しやだ。正月のため、混雑しているだろうからと転移型魔ま方ほう陣じんでさくっとここまで来ている。いやー、相変わらず鳥居の数が半はん端ぱじゃないね。九重とは、人目につかないよう人ひと払ばらいの結界のなかでの再会だった。

「よー、九重。参拝しにきたぜ」

「うむ！　ここの主祭神であらせられる宇う迦か之の御み魂たま大神さまもお喜びになられるに違ちがいないぞ」

　あいさつを軽く済ましていると、奥からお供の妖よう狐こを複数伴ともなった官能的なお姉さんが登場する！　九つの尾を持つ美しい京妖よう怪かいの頭領──。

「遠路はるばるようお越こしになられましたなぁ」

　九重のお母さんこと八や坂さかさんだった！　うーん、やっぱり、麗うるわしい限り！　おっぱいも大きくて見み惚とれてしまうな！　元旦から眼福眼福。拝みたくなってきたぜ。

　リアスが八坂さんの登場であらためてあいさつを交かわす。

「こちらこそ、いずれあらためてごあいさつをしようと思っていたところですわ。なかなか、都合がつかずじまいでしたから、初詣の折にあいさつをと」

　そう言うリアスは振ふり袖そで姿すがた！　長い紅べに髪がみも結ゆってあって雅みやびな雰ふん囲い気きはバッチリ。リアスだけじゃなく、アーシア、朱あけ乃のさん、小こ猫ねこちゃん、イリナ、ロスヴァイセさん、レイヴェルは振袖姿だった。ちなみにギャー助すけも振袖なのだが……。

　俺、木き場ば、ゼノヴィアは普ふ通つうの格好。その意見は三者で共通していた。

「「「伏見稲荷に行く？　なら歩きやすい格好のほうがいい」」」

　なんとも前線で戦う者たちらしい答えとなっていた。まあ、伏見稲荷大社って山登りに等しいからね。

　アザゼル先生や黒くろ歌か、ルフェイも参拝に誘さそったのだが、先生はトップ同士の会合があるようで来られないという。黒歌は兵藤家のこたつで正月早々モチとみかんを食べながら悠ゆう々ゆう自じ適てきにしていた。ルフェイもそれに付き合う（付き合わされているとも言う）格好だ。

　あとで先生から送られてきた写メールには、酔よっ払ぱらって踊おどっている上半身裸はだかのアザゼル先生とオリンポスの主神ゼウスの姿、それを見て爆ばく笑しようしているミカエルさん、さらにセラフォルー・レヴィアタンさまの尻しりに手を出してパンチされてる北ほく欧おうの主神オーディンじいさん、サタンレッドの格好でグレイフィアさん（酔っ払ってる）に説教されているサーゼクスさまという他ほかでは絶対に見られないであろう豪ごう華かなメンツによる元旦の様子が何枚も送られてきていた。すげえことになってんな。こんなの各神話を敬う人々に見せられないぞ……。リアスも額に手を当てて正月から複雑そうな表情となっていたが……。

　でも、俺はこのメンツの中に顔を出しているグレイフィアさんの姿にホッとした。酔っていたりしているようだけど、それってつまりそのぐらいの余よ裕ゆうはどうにか取り戻もどせたということなのだと思う。

「……アザゼルや他の主神の方々がお義ね姉えさまをお誘いになられたそうなの。こんなときだからこそ、新年のお祝いに顔を出せと。救われるわよね」

　そう漏もらすリアスの表情は安あん堵どに包まれていた。彼女もグレイフィアさんのことが、心底心配だったのだ。実の弟が生きていたのにも拘かかわらず、現冥めい界かいに盾たて突つき大暴れをしたのだから。

「うむ、よきにはからえなのじゃ！」

　ご機き嫌げんな様子の九重。そんな彼女も一度だけ兵藤家に来たことがあるのだが……。あのときはオーフィスの社やしろを兵藤家に建ててみようかという話になって呼んだんだよな。

「フィス殿どのは来ておらんのか？」

　九重はきょろきょろと俺たちメンバーを見み渡わたす。フィス──オーフィスのことだ。そのときの縁えんで九重はオーフィスと仲良くなっている。正体は明かせないため、ドラゴンの女の子『フィス』として紹しよう介かいしていた。

　俺は頰ほおをかきながら言い訳を即そく座ざに考える。

「あ……。ああ、フィスは家でお留守番……というか、風か邪ぜを引いてな。休んでいるんだ。九重に会いたがってたぜ」

　オーフィスを外に出すわけにもいかないからな。今いま頃ごろ、黒歌やルフェイたちとコタツに入りながらゲームでもやっているんじゃないかな。

　それを聞いて残念がった九重だが、すぐに気を取り直す。

「龍りゆうの風邪は厄やつ介かいと聞くぞ。裏の京都特製妙みよう薬やくを用意するから待っておれよ！」

　そう言うなり、ぱたぱたと奥に向かって走っていった。……薬を取りに家に戻ったのだろうか？　本当にオーフィスのことを友人だと思っているんだな。ありがたいことだ。

　その様子を見ていた八坂さんが朗ほがらかに微笑む。

「ほほほ、赤せき龍りゆう帝てい殿どの、うちの九重と仲良くしてもらっているようじゃな」

「い、いえ、そんな。以前、うちの子も世話になりましたし、冥界の危機にも助けていただきましたし」

　八坂さんには魔ま獣じゆう騒そう動どうの折に加勢してもらったそうだしな。八坂さんは官能的な微笑みを見せたあとで──俺の耳元に顔を寄せた！……鼻び腔こうに入り込むこの世のものとは思えないほどに香かぐわしい匂におい……っ！　な、なんだ、この、脳みそが一いつ瞬しゆんでとろけて麻ま痺ひしそうなほどに高こう揚ようする匂いは……っ！　こ、これが、お、大人の女性が持つ魅み惑わくの香かおりというものなのだろうか……!?

「赤龍帝殿、九重が大きくなるまでしばし待ってもらえぬかえ？　待てぬならば、わらわがお相手をしてもよいのじゃが……。ほほほ。何、九重も兄弟が欲ほしいとせがむものじゃからのぅ。それに若い男の肌はだは久しくてのぅ……」

　俺のあごを白く細くしなやかな指で伝わらせていく八坂さん……っ！　熱っぽい視線、男の本能を刺し激げきする艶つやのある声──。正月早々からお姉さんにやられそうになっている俺だった！

　しかし、そこに入ってくるのはソッコーで帰ってきた九重だった。

「母上！　ご冗じよう談だんが過ぎまするぞ！　これは私が先約したのです！」

　俺の足に抱だきつく九重。八坂さんをかわいらしくけん制しているようだ。

「ほほほ、独どく占せん欲よくの強い子じゃ。その歳としで『女』をしておるわ。わらわに似たのかもしれんのぅ」

　娘むすめの行動を余裕のある表情でおかしくも微笑ほほえましくしている八坂さん。

　俺の隣となりでリアスが「……京都も安心できないわね」と息を吐はいていた。

　──と、八坂さんは両手を合わせてポンとしたあとでリアスに問う。

「それよりも赤龍帝の正妻殿、例の件、よいのかえ？」

「はい、こちらとしても断る理由もありませんわ」

　笑顔で応じるリアスに俺はつい訊きいてしまう。

「……なになに、何かあるの？」

「ええ、九重が来年度から駒く王おう学がく園えんの初等部に転入するのよ。その準備を進めているの」

　──ッ!?　突とつ然ぜんの報告に言葉もない俺！　そりゃ驚おどろくよ！　まさか、そんなことになっているなんてさ！

　俺の驚きように得意げな表情で九重は腕うでを組んで言う。
















「ふっふっふっ、私もそろそろ人間界の生活を勉強しなければならないのじゃ。できるならば妖怪がまぎれこんでも問題のない学舎がよいと思うてな！　母上に頼たのんだら、正妻リアス殿にお願いをすることになったのじゃ！」

　じゃあ、今年の春から九重も駒王町に来るってことか。まあ、あの学校は意外と多くの異能力者が秘密裏りに通っているからな。陰おん陽みよう師じの子孫から、魔ま物もの使いまで多種多様だ。一番特異なのは俺たちオカ研メンバーや生徒会メンバーだろうけど。悪あく魔ま、天使、妖怪ときて元ヴァルキリーや狼おおかみ男おとこに死神少女だもんな……。

　……年が変わるってことは、それだけいろいろなことが新しく起こることも意味している。……同時に別れも迫せまってくるってことか。

　リアスと朱乃さん、あと二か月ちょいで卒業だ……。来る者あれば、去る者あり。当たり前だけど、正月早々から感じさせてくれるもんだな。

「そっか、それはオー……フィスも喜ぶな」

　帰ったらオーフィスにも伝えておくか。無表情でも内心喜ぶんじゃないかな。

「うむ！　フィス殿と再会するのが楽しみなのじゃ！」

　九重の元気な返事を聞いたあとで、俺たちは結界を解いて通常の空間に戻った。あらためて伏見稲荷の頂上を目指して登り始める。

　中腹に来たときだった。見知ったメンバーと正月の京都で遭そう遇ぐうする。

「あら、リアスたちもようやく来たのですね」

　ソーナ会長を始めとしたシトリー眷けん属ぞくだった！　こっちも女子メンバーは振袖姿。……死神少女のベンニーアだけジャケットという出いで立ちだったが。

「ソーナじゃないの。京都に来るとは聞いていたけれど、ここにも来ていたのね」

　リアスも新年早々親友との出会いに立ち話を始めてしまっていた。

「グレモリーの皆みなさま方が来られる十数分ほど前に来られたのじゃ」

　と、九重にも説明を受ける。なるほど、俺たちよりも若じやつ干かん早めにここに着いたのか。

「よっ、兵藤」

　あいさつをくれたのは匙さじだった。

「おっ、匙。あけましておめでとう。そっちも初詣か？」

「ああ、おめでとう。伏見稲荷で四つめかな。あと、ふたつぐらい回ったら戻る予定だ。同盟のおかげで元旦は一部の悪魔が入ってもＯＫになったってのも役得だよな」

　匙が言うように元旦は一部の悪魔──主に『Ｄ×Ｄデイーデイー』に参加している悪魔及およびその協力者限定で京都の観光地が開放されている。各神社に祀まつられている神さまからも了りよう承しようが降りたんだ。だからこそ、俺たちも修学旅行でもないのにここに足を踏ふみ入れることができている。

　しかし、シトリーチームは新年から京都観光か。いいなぁ。俺たちゃ帰ったら兵藤家で静かに正月のお祝いだ。

「なんだ、副会長当選の祈き願がんかよ？」

　俺が皮肉げに言うと、奴やつも笑っていた。

　ふと見やれば、ゼノヴィアとシトリーの『僧侶ビシヨツプ』花はな戒かい桃ももさんが視線を交わしていた。無言の両者。妙みような迫はく力りよくを感じてしまう。当然か。二人は生徒会長の席を巡めぐって争うことになる、言わば、ライバルなのだから。

「負けるつもりはないわ、ゼノヴィアさん」

「ああ、桃。こちらこそ、やるからには絶対に勝つ」

　握あく手しゆを交わす二人。うん、いい具合のライバルオーラが立っているな。正々堂々とやってやるって雰囲気だ。しかし、ゼノヴィアったら、いつの間に花戒さんのことを名前で……？　グレモリーとシトリーの女子って時折交流しているみたいだし、男子が知らない間に打ち解け合った面もあったのだろう。

　そのやり取りを見ていて匙が肩かたをすくめた。

「てなわけでうちも合格祈願する子が俺以外にもいるってことさ。ま、ここが悪魔に慈じ悲ひのある神さまならありがたいんだけどな。んじゃ、俺たちはこのまま下山するわ」

　そう言うなり下山していくシトリーチーム。シトリーって、匙と花戒さん以外にも生徒会のメンバーに立候補している眷属がいるんだよな。そっちはライバルもいそうもないので当選確実という話だが……。つーか、生徒会総選挙の一番の勝負どころは会長を巡ってのゼノヴィア対花戒さんだという。

　さて、俺たちも頂上の社目指して登りますかね。

　──と、登っているうちに俺の腕に絡からみつく者がいた。イリナだった。なんだか、超ちようご機嫌な様子で鼻歌まで口ずさんでいる。

「うふふ、お正月の京都なんて風流よね。ダーリン♪」

　…………ダ、ダーリン。

　……そう、冬休みに入ってからというもの、俺に対するイリナの態度は様変わりしており、事あるたびに「ダーリン♪」と呼んできて以前よりも積極的なスキンシップをしてくるようになった！　急に料理の勉強をし始めるわ、お風ふ呂ろに一いつ緒しよに入ってこようとするわ、隙すきあらば夜のベッドにも侵しん入にゆうしてこようとしてくる始末！　う、うれしいけど、戸と惑まどいのほうが強いんだよな。何よりもこの「ダーリン」呼びだ。正直言って、力が抜ぬける！

「……な、なあ、イリナ」

「なぁに、ダーリン？」

　甘い声こわ音ねのイリナ。……この声もけっこう反応に困るんだよね。

「あの……最近始めたその『ダーリン』ってなんだ？」

　あえて訊く俺。いちおうの確かく認にんだ。

「もう、イッセーくんのことじゃなーい。うふふ♪」

　うふふ♪──って！　わかってはいたけど……俺を「ダーリン」ときましたか。

「普ふ通つうにイッセーでいいって。なんか、調子狂くるうというか……」

　本当に調子が狂うので止やめて欲しかった。今時「ダーリン」はいくらなんでもないだろう。ひと昔──いや、ふた昔前のものじゃないのかな……。

　控ひかえめながらもハッキリとそう言う俺。一方のイリナはというと──ショックを受けた様子で「ガーン」という反応が目に見えてわかる。

「そ、そんな……イッセーくんがそんなこと言うなんて……っ！　私とキスしたのは遊びだったのね！」

　なんてこった！　そ、それをいまここで言いますか!?　周囲は上を目指す一いつ般ぱん参拝者ばかりなんだぞ!?

「お、おい。大きな声でそういうの言うなって！」

　慌あわててイリナを落ち着かせようとする俺だったが、横を歩いていたゼノヴィアがため息交じりにこう漏もらした。

「イリナ、キスひとつで恋こい人びと気取りするなんて気が早すぎるぞ。リアス前部長やアーシアなんてもっと前にイッセーとキスしているんだからな。しかもイリナの比ではないほどにしているはずだ」

　若干うんざりげに友人をそう評すゼノヴィアだった。

　う、うん、俺とイリナはクリスマスにキスをしてしまったわけでして……。確かにあれ以来イリナの様子は変わった。なんというか、潤うるんだ瞳ひとみで俺を見てくるようになった。

　しかし、イリナはくじけないで天に向かってお祈いのりのポーズをする。

「いいのよ！　私とイッセーくんの禁断の愛はこれからも続くの！　たとえ、両者の間に壁かべが生じても愛さえあれば乗り越こえられるはずなのよっ！」

　おおっ、目が爛らん々らんと輝かがやいてる……っ！　正月からすげえノリノリだな……。

「そういえば、私もまだ天にお祈りをしていなかったな」

「あ、私もします！」

「「「ああ、主しゆよ」」」

　ゼノヴィアとイリナ、アーシアも加わって三人でお祈りを始めてしまう！

「なんと、異国のお祈りとな！　私もしてみるぞ！」

「ほほほ、楽しい方ばかりやね。では、わらわも……」

　九重と八坂さんまで教会トリオの真ま似ねをして祈ってしまった！

　……なんで正月の伏見稲荷大社で、こんなことになってんだ……？　首を傾かしげるしかない俺だった。







　そんなこんなもありつつ、ようやく頂きの社やしろに着いた俺たちは手を合わせながら、思い思いの願いを込こめる。

　俺の願いは……皆みんなが健康でありますように！　これが一番！　次に平和にハーレムを築けますように！　これもとてもとても大事！　三つめにエロス！　今年もたくさんのエロいことを拝めますように！　他ほかにも細かい願いを込められるだけ込めておこう！

　隣で参拝しながら話している仲間の声が聞こえてきた。

「……願いを込めるとき、きちんと住所と名前も心のなかで神さまに伝えたほうがいいんだよ？　知ってた、ギャーくん？」

「え!?　し、知らなかったよ、小猫ちゃん！　も、もう、一度やらないと！」

　小猫ちゃんに訊きかれて、慌てて二度目のお願いをし始めるギャー助。

「あとね、ギャーくん。神社にも色々と系統があって、ここは稲荷系だから、商業に関するお願いをしたほうがいいんだよ。でも、私たちは今年の秋に修学旅行でまたここに来るだろうから、そのときでもいいんじゃないかな」

「ああ、修学旅行が楽しみですわ！　冬の京都もいいですけれど、秋の京都を回ってみたい！」

　レイヴェルが白い息を吐はきながらも瞳をキラキラとさせていた。

　そうだったな。小猫ちゃん、ギャスパー、レイヴェルは今年の春から二年生で、秋には修学旅行があるんだ。おそらく、俺やリアスたちと同様の京都旅行だろう。……さすがに俺たちのときみたいに襲しゆう撃げきを受けないだろうけど……。

「早くファーブニルさんが治るようお願いしてきました」

　そう述べるのはアーシアだ。ファーブニルはアーシアを守るため、リゼヴィムに決死の戦いを仕し掛かけて、その後、力を使い果たして一時的な休きゆう眠みん状態に陥おちいった。……奴の見せたドラゴンの「逆げき鱗りん」──。大切な者を守るために力を振ふり絞しぼった姿は俺のまぶたの裏にしっかりと焼きついている。早く帰ってこいよ、黄金の龍りゆう王おう。おまえだって、俺たちの大事な仲間なんだからよ。

　ふと、俺の横で深くお願いをしているゼノヴィアの姿があった。

「何をお願いしているんだ？」

　問うと、目を開けずにこう答えてくる。

「……今年こそ、イッセーの子供をだな」

「おいおい！　ここは子宝のご利り益やくはないと思うぞ！　つーか、どんな願いだよ……」

　若干呆あきれ気味の俺だったが、ゼノヴィアはおかしそうに笑う。

「ふふふ、半分冗じよう談だんだ。──まあ、選挙の合格祈願かな。ここの神が悪あく魔まの願いを叶かなえてくれるかどうかはわからないけどね」

　まあ、時期が時期だし、そういう願いになってしまうよな。

「どうせ、実力で取りたいってのもあるんだろう？」

　俺が言うと、ゼノヴィアは不敵な笑えみを作る。

「無論だ。勝負はもぎ取ってこそ、意味があるからな」

　気合いが入っているゼノヴィアの表情。

　いいね！　凜り々りしい顔つきだ。新年から生徒会選挙に全力投球するつもりなんだな。いつもの大だい胆たん不ふ敵てきなゼノヴィアがそこにあった！

　参拝が済んだゼノヴィアがふと俺のほうに体を向けて──ガシッと両手で顔を押さえてきた！

「さて、ひとつ景気よくいこうかな」

　言うなり、ゼノヴィアは顔を近づけてきて──俺の唇くちびるに唇を重ねてきやがったぁぁぁぁああああああああっっ!?　突とつ然ぜんのことに、ついつい驚おどろいて体を離はなしてしまう俺！　だ、だ、だ、だ、だ、だってさっ！　い、いきなりだったぞ!?　いきなり、キス──してきやがったっ！

　俺以外のメンバーも面食らったのか、呆あつ気けに取られて目を白黒させていた！

「──ッッ！　お、お、おおおおおおおおおおおまえなっ！」

　大いに慌てる俺！　いまの俺って、一気に顔が上気して真っ赤になっていることだろう！

　ゼノヴィアは自分の唇を指でなぞりながら、楽しそうに吹ふきだした。

「ふふっ、隙だらけだったぞ、イッセー。会長当選祈願というわけでひとついただいた」

　……祈願にキスって！　なんていうか！　なんていうかさ！　正月早々からこんなことが起きるなんて……っ！　さっそく、さっきの参拝が利きいたってのかよ!?　いちおう、ここの神さまにお礼を言うべきか!?　いや、もっと風流に雰ふん囲い気きのあるキスがいいって！　まあ、ゼノヴィアらしい奇き襲しゆうだったけどさ！

「イリナ、こんな感じだが？　私もイッセーを『ダーリン』と呼んでみようかな」

　ゼノヴィアはピースサインをイリナに向ける。

「むむむむむむむむむっ！」

　とうのイリナは涙なみだ目めを浮うかべて頰ほおをぷくーっと膨ふくらませていた！

　後方からリアスの嘆なげくような声と朱乃さんの楽しげな声が聞こえてくる。

「……こっちのほうは、去年以上に大変そうね」

「うふふ、女性陣じんのまとめ役、期待してますわよ？」

　こうして、新しい年──三学期がスタートとなる！







　　　Life.1　三学期が始まります！







　冬休みも終わりを告げ、三学期となった駒く王おう学がく園えん。

　自由登校となった三年生を除いた一年生、二年生はいつも通りの登校となる。半ドンのため、始業式とホームルームを終えたあとで部活動となった。

　新体制のオカルト研究部が動き出す大切な一日め！　部室には一年生組と二年生組が集つどい、新部長のもと、活動方針を決めることとなった。

　レイヴェルが用意してくれたお茶（給湯係でもあった朱あけ乃のさんの後こう継けいにはレイヴェルが就つくことになった）も全員に行き渡わたり、いざ話し合いとなった。

　……が、いきなり、沈ちん黙もくが俺たちを支配していた。というのも、我らが新部長がなかなか音頭を取ってくれないからだ。

　訝いぶかしげに感じた俺が新部長ことアーシアに問う。

「部長、それで三学期の活動はどうするんだ？」

「…………」

　とうの本人は──自分が呼ばれているなどと思ってもいないようできょとんとしていた。

「部長、アーシアぶちょー」

　息を吐いたあとで、俺はあらためて呼ぶ。すると、ようやく気づいたようで慌てた様子でアーシアが立ち上がる。

「あ、はい！　す、すみません！　私のことだとは思わずに……」

　……うん、アーシアらしいというか。初うい々ういしいな。皆も微笑ほほえましく見ていた。

「まあ、始まったばかりだからしゃーないか」

　頰をかきながらそう言う俺。一日めだ。どうしても勝手が違ちがいすぎるよな。

　新副部長こと木き場ばが同意する。

「そうだね。リアス前部長が抜ぬけたばかりだから、まだまだ感覚がつかみづらい面はあるさ。少しずつ慣れていこうか。まずは、皆の抱ほう負ふみたいなものを書いてみるのもいいかもね」

　習字か。それはそれで新しくていいかな。以前のオカ研ならやらなそうだし。新しい試みは取り入れてみるべきだ。

「そういえば、リアスと朱乃さんは？」

　俺が問う。部活を引退したとはいえ、二人の気配が近くに感じられないのは寂さびしいというか、なんだか不思議な気分だ。

「……お二人は気が向いたら部室に寄ると言っていました。なんだか、ソーナ前会長と真しん羅ら先せん輩ぱいも連れて三年生の教室でお話するそうです」

　小こ猫ねこちゃんがそう教えてくれた。

　三年生四人で教室にてお話か。三年間の思い出を語るってことかな。四人には四人それぞれの三年間の思い出があるだろうからな……。

　木場が言う。

「リアス前部長は、基本的なことは僕たちに一任するようだよ。顔を出すと、新体制の邪じや魔まになりそうだから、僕たちの方針が決まった頃ころに行くようにするとおっしゃってた」

　じゃあ、最初の一週間ぐらい俺たちの様子見ってことかね。確かにリアスが顔を出したら、いろいろと意見を訊いてしまいそうだもんね。それでは、新体制の意味がない。

　けど、卒業までまだ二か月ほどあるのだから、その間だけでも通ってほしいと思えてしまう。

　ふと、ギャスパーが寂さみしげに言う。

「……こんなふうにリアス部長や朱乃さんがあまり来なくなって、そして卒業しちゃうんですね……」

　そう言うギャスパーは表情を陰かげらせていた。そのギャー助すけの頭部に軽くチョップを入れる小猫ちゃん。

「……ギャーくん、暗すぎ」

「でも、寂しいよ。いつだって、リアス部長と朱乃さんはここにいたんだもん」

　そうだな、いつだって二人はここで笑顔で俺たちを迎むかえ入れてくれたもんな。

　レイヴェルが紅茶を一口飲んだあと言う。

「けれど、駒王学園の大学部は高等部と近いですし、卒業後もたまに顔を出すとおっしゃってましたわよ？」

　レイヴェルが言うように駒王学園の大学部は高等部から物もの凄すごく近い。歩いてすぐだ。昼休み、来ようと思えばいつでも来られる範はん囲いでもある。

　アーシアがいつもリアスが座っていた部長専用の席に視線を移しながら切々と語った。

「リアスお姉さまたちの卒業もそうですけれど、新一年生の新入部員さんが入ってくるというのも、もうすぐなんですよね……。なんだか、一年って早いです。私、ここに転入したのが去年の春頃ごろでしたし……」

　そう、アーシアと俺たちが出会ったのは、去年の春だ。四月の暮れだった。あと数か月したらその季節がやってくるなんて……長かったようであっという間だったと思える。

　アーシアは『部長』の席に視線を投げたままだが……まだ座れる気構えは出来ていなかったようだ。俺たちもアーシアの性格を知っているため、無理に「座れ」と言わず、彼女自身が部長を自覚して座れるようになるまで静観しているつもりだ。

「あと、数か月で俺も三年で、新一年生が入学──か。部員確保ってするべきなのか？」

　俺がふと言うと、小猫ちゃんが指を二本立てた。

「二人候補はいます」

「え？　誰だれ？」

　訊きく俺にレイヴェルが答える。

「ルフェイさんとベンニーアさんです」

　──っ！　そうきたか。そういや、ルフェイの転入の話が上がっていたわ。俺の専属魔ま法ほう使つかいとして同居しているし、年頃の女の子がお家うちにいるだけってのも不健全かなと常々リアスやアザゼル先生とも話していたところだ。兄であるアーサーからも、駒王学園への転入希望を仄ほのめかされたと聞いている。

　ベンニーアの話も噂うわさ程度には耳にしていたんだよな。匙さじとの訓練中に、

「うちの新人が駒王学園に興味持ってさ、もしかしたらって話になってる」

　と奴やつが口にしていたからさ。

　木場がそれを受けて続く。

「今朝生徒会のメンバーから聞いたばかりだけど、ルフェイさんもベンニーアさんも今年の一いつ般ぱん入試を受けるという話だね。それに合格すれば春には晴れてここの学生となる」

　あー、本格的に話は進んでいたんだな。

　ルフェイの制服姿……すげえ似合いそうだな！　春からの楽しみがひとつ増えてしまったぜ！　ベンニーアの制服は……想像できん！　まあ、かわいいからきっと似合うだろうさ！

「ルフェイさんはここに入りたいと言ってましたわね。ベンニーアさんはお話する機会がなかなかないのでわかりませんけれど……」

「……もしかしたら、まだ見ぬ新入部員も入ってくるかもしれませんし、どうなるかわかりませんね」

　レイヴェルとギャスパーがそう言った。

　やっぱ、春になってみないとその辺はわからないし、いまそれを話し合っても捕とらぬ狸たぬきの皮算用だよな。

　木場も同様のことを感じたのか、立ち上がり、あらためて言う。

「とにかく、最初は方針決めかな。去年と同じでいいという案も大いにありだとは思うけど、三年間ここの部長だったリアス前部長が抜けて初めての新体制だから、ここはまず──」

　こうして、新体制一発めの話し合いが始まる。







　数時間に及およぶ話し合いを終えて、一息つく俺たち新オカ研メンバー。

　結局、「いきなり改革なんてしないで、その都度何かあったら臨機応変に対応していこう」という案で収束する。つまり、現状、リアスと朱乃さんが培つちかってきた体制を維い持じしつつ、何か起こったら俺たちの考えで対処しようってことだ。無難な答えに行き着いたともいう。

　仕方ないさ。しきり役がいなくなったばかりで、新部長のアーシアもまだ自信がなく、俺たちの意見に「は、はい」「わ、わかりました」とイエスしか言えない。なので、無理強じいはやめようと判断した。一日めから自信を持てというのは無茶な話だ。まずは俺たちで支えて、アーシアに自信と自覚を持ってもらわなくちゃな。

　部長のため、俺は張り切るぜ！

　うん！　トップが代われど、俺が抱いだく部への気持ちは去年から一いつ切さい揺ゆるがない。リアス、朱乃さん、最高のご采さい配はいっス！　俺、確かにアーシア部長のためならなんでもできるって思えちゃうもんな！

　──さて、部のことはとりあえずいいとして、残るはもうひとつの心配事だ。

　俺はいつもゼノヴィアとイリナが揃そろって座っていたソファに視線を送る。今日、二人は部を欠席している。理由は選挙活動のためだ。

　ゼノヴィアはすでに行動を開始しており、旧校舎の別室でイリナと選挙の相談をしていた。今回イリナはゼノヴィアの完全なサポート役。友人であるアーシアも参加したかったようだが、さすがに新部長に抜ばつ擢てきされた以上、席を空けるわけにはいかない。なので、クラスメイトの桐生きりゆうもサポート役としてついている。桐生も旧校舎の別室で選挙活動の話し合いに参加していることだろう。

「うーん、ゼノヴィアとイリナ、明日あしたからの選挙活動大だい丈じよう夫ぶかね」

　俺がそう口にしたときだった。

　バンと部室の扉とびらが勢いよく開け放たれる。

　現れたのはゼノヴィアとイリナ、桐生だった。桐生が高らかに宣言する。

「ゼノヴィアっちの勝負服をセレクトしてみたわ！」

　新オカ研メンバー全員の視線がゼノヴィアに集中した！

「ふっ、似合うかな？」

　ニヒルに決めるゼノヴィアの格好はというと、中世ヨーロッパ貴族が着ていたような艶あでやかな衣い装しようだった。しかも男性用！　つまり、男装の麗れい人じんとなっている！　様になっているのがボーイッシュなゼノヴィアらしいが……しかし、なんでその服装になっている？

　訝いぶかしげに見ていた俺に気づいたのか、桐生がメガネをくいっと上げながら言う。

「ふっふっふ、ゼノヴィアっちならこの衣装が似合うと思うし、なんとなく、会長って雰ふん囲い気きも出るでしょう？　これで校門の前に立って演説でも決めれば女生徒から黄色い声せい援えん間ま違ちがいなしよ」

　……いや、コスプレはどうかなと思うんだが……とうのゼノヴィアはというとキザに振ふる舞まいながら、

「えーと、『ア○ドレ！』と言ってイッセーに抱だきつくべきなのか？」

「うんうん、馬ま子ごにも衣装って言うのよね、こういうとき！」

「……イリナさん、それ違うと思うんですけど……」

　イリナ（日本生まれ）の間違いにアーシア（外国生まれ）がそれとなく突つっ込みを入れていた。

　三人のやり取りを見守りながら桐生が俺にそれとなく話しかけてくる。

「まあ、あれよね。ゼノヴィアっちも魔ま力りよくで魅了チヤームとかできれば無敵だったんだろうけどさ」

「そうだな、魅了チヤームを覚えれば──って、そんなことを一般生徒に使えるわけねぇだろ」

　つい突っ込む俺。桐生も舌をぺろっと出してイタズラっ子の笑えみをわざとらしく浮うかべた。

「それもそうね」

「「アハハハ」」

　二人して笑う俺と桐生。

　…………。

　…………ん？　んんんん？　あ、あれ……。いやいやいや。おそるおそる横目で桐生を見る俺。桐生は「？」と頭に疑ぎ問もん符ふを浮かべていたが……。

「……ちょ、ちょっと、待て。桐生、い、いま、魔力とか魅了チヤームとか言ったか？」

　俺はいちおうの確かく認にんを取る。えーと、桐生さんは一般の生徒でしたよね……？　俺たちの正体は、その、知らないというか……。

「ええ、言ったけど？」

　平然と返す桐生。……もはや、言葉もない俺はアーシアのほうに視線を向ける。アーシアはきょとんしていた。そして、こちらの反応にハッと気づいて慌あわてて俺に言う。

「あ、あの、イッセーさんにはまだ言ってませんでしたが……」

　アーシアの言葉にゼノヴィアがごく当然のごとく続いた。

「桐生は私の常客だぞ。むろん、私たちの正体も知ってる」

　……………………。

　…………うそん。

　声を発さなくとも俺が教会トリオに「マジで？」とばかりに顔を向けると、三者が同時にうなずく。

「……え、ええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええっ!?」

　驚おどろきの声をあげる俺！　あったり前だろ！　ど、ど、ど、どうして桐生が俺たちの正体を知っちゃってるのよ!?　し、し、し、しかもゼノヴィアの常客!?　知らん！　俺はそんなの知らなかったぞ！

「い、いつから!?」

　困こん惑わくを隠かくせない俺は桐生に問う。桐生は思い出すかのように口にしていく。

「十二月に入った頃ころだったかしら。駅前でチラシ貰もらってさ。試ためしにやってみたら、ゼノヴィアっちが出てきたのよ。で、話してたらリアス先せん輩ぱいが登場して、あれこれ話しているうちに事情を知ったわけよ」

　じゅ、十二月……。先月じゃないか。しかも駅前でチラシを貰うとかさ……。そこでゼノヴィアを呼び出した上にリアスとも話を通したと……？

　桐生がカラカラと笑いながら言う。

「心配しなくていいって。誰にも話したりなんかしないし、松まつ田だや元もと浜はまには言ってないわよ。リアス先輩や友達のアーシアたちの頼たのみだし、誰かに話すわけないじゃないの。その辺、案外口が硬かたいわよ、私」

　……いやはや、とんでもないことになってたんだな。まさか、こいつが俺たちの正体を知っていたとは……。ってことは、先月の途と中ちゆうから、桐生は俺たちのことを知りながら普ふ通つうにいつも通り接してきていたわけか……。

　桐生がうんうんとうなずきながら言う。

「でも、あんたも大変よね、兵ひよう藤どう。ゼノヴィアっちやアーシアからも聞いているけど、世界の命運握にぎっているんだって？　なんか、普ふ段だんスケベなあんたからは想像もできないけど」

　桐生に肘ひじで「このこの」と突つつかれる俺だけど……いやー、驚きなんてもんじゃないわ。他ほかのメンバーは驚く者と知っていた様子で冷静な者と半々だ。知っていた者もいたけど、俺と同様に知らされていなかった者もいるってことか。つーことは、主あるじたるリアスは重要なことでもないと踏ふんだのだろう。……クラスメイトの俺としては結構重大なんだけどね。ま、先月もバトルやら何やらで大変だったから余計な気苦労を与あたえたくないというリアスの配はい慮りよだったのだと思う。

「まあ、ゼノヴィアっちはお化け粧しようしなくても全然いけるから変に着き飾かざらなくてもいいとは思うんだけどねー。もし敗色濃のう厚こうとなったらこれぐらいはやってもいいんじゃないかなーって思ったわけよ」

　桐生が手でカメラポーズを作りながらゼノヴィアを捉とらえる。

「私は負けないぞ。花はな戒かいに勝つ！」

「そうよ、その意気よ、ゼノヴィア！」

「はい、その通りです！　部長になったので、あまりご協力できないかもしれませんが、それでもゼノヴィアさんを応おう援えんしてますから！」

「ああ、心の友と書いて、心友たちよ！」

「「「アーメン！」」」

　ゼノヴィア、イリナ、アーシアはガシッと輪になって肩かたを抱き合っていた。ノリノリだなーって思っちゃうね。

　桐生は敬礼ポーズをしながら皆みんなに言う。

「ま、そんなわけで私はゼノヴィアっちのサポートするから、あんたたち新生オカルト研究部もがんばりなさいよね」

　桐生はそう言うなり、ゼノヴィアとイリナを連れて再び旧校舎の空き部屋へと戻もどっていった。また話し合いをするつもりなのだろう。

　……しっかし、桐生がねぇ……。新年早々、驚くことばかりだ。こりゃ、今年も大変なことが目白押しだろうな……。俺、今年は三回ぐらい死ぬかもしれん……。

　ゼノヴィアたちの乱入があったが、皆が落ち着いたところであらためてレイヴェルが挙手した。

「さて、オカ研の初期コンセプトが大方決まりましたら、私はいったん冥めい界かいに戻らさせていただきますわ」

　それを受けて木場が言う。

「そういえば、レイヴェルさんはお兄さんの眷けん属ぞくに一時的に復帰するんだったね」

「ええ、いまのライザーお兄さまは眷属がフルになっていませんもの。心配ですから、今回だけお母さまとの再トレードであちらに戻ってゲームに復帰ですわ」

　そう、先日、すごいことにライザーの復帰戦が決まったんだ。しかも、そのお相手があの現王者たるディハウザー・ベリアル氏！　さすがにこれには皆が驚いたな。まさか、復帰戦の相手が王者だなんてさ。

　その復帰戦にレイヴェルが参加することも決まった。なんでも、ライザーは当日までにフルメンバーを揃えられそうもないようで、お母さんに頼み込んでレイヴェルを試合日だけ貸してもらう形となったのだ。

　ライザーはレイヴェルと母親の未使用『僧侶ビシヨツプ』の駒こまをトレードしたため、いまだ『僧侶ビシヨツプ』が一枠わく欠員となっている。去年の暮れにライザーの最後の『僧侶ビシヨツプ』を決めるためのイベントがあり、それに俺も顔を出したのだが……いまだ新メンバーは決まってなかったのである。

　まあ、眷属は一度決めたら選び直しの利きかないシステムだから、慎しん重ちようにならざるを得ないよね。って言ってもライザーのことだから、好みの女に妥だ協きようしたくなかったというのもあるのだろう。くーっ！　悔くやしいがわかるぜ、ライザー！　妥協したくないよね、自分のハーレムメンバーはさ！

　しかし、ふと疑問も生じる。トレードに関してね。

「そういうのって、アリなんだっけ？　試合前の土ど壇たん場ばのトレードとかさ」

　俺は木場に訊きいてみた。

「基本的に試合決定後のトレードはいくつかの条件を踏まえないといけなくてね、運営側に却きやつ下かされることも多いよ。相手が決まってからメンバーを替えたりしてたら、それこそキリがなくなるからね。トレードに躊躇ためらいがないプレイヤーの場合、下手をすると、対策に次ぐ対策で十戦もしたら元の眷属なんていなくなっているかもしれない」

　ま、それもそうか。相手が決まってからトレードなんかしていたら、キリがないし、いつの間にか元のメンバーがいなくなってたなんてのも頻ひん発ぱつするだろう。それじゃあ、眷属──『悪魔の駒イーヴイル・ピース』やレーティングゲームの存在を無意味にしてしまう。

　そこにレイヴェルも続く。

「今回は、お兄さまが試合までに最後の眷属を揃そろえられなかったこと、それと私が元お兄さまの眷属だったこと、レーティングの数値が大きく離はなれていること、チャンピオン側も容認されたこと、それらが重なってＯＫが出ましたわ」

　相手が承認したということか。元々、差が歴然であろうマッチングだろうし、ライザー側に充じゆう塡てんが入っても致いたし方なしか。

「……チャンピオンって現在レートいくつなんだ？」

　俺が皆に訊く。レーティングゲームは人間界のチェスのレーティングと同様、レート──ポイントでランキングを決める。皇帝エンペラーベリアルの現ポイントを失念していたため、あらためて訊くことにした。

　答えたのは小猫ちゃんだった。

「……確か、３５００台で独走です。トップ10は３０００超こえばかりの未知の領域と呼ばれていますけど」

　独走状態か。まあ、ずっとチャンピオンだって話だしな。

「──で、ライザーは？」

　次に気になったのは対戦するライザーの現ポイントだ。

「……２０００台にも乗ってませんわ。まだ有望な若手程度ですので……」

　レイヴェルは控ひかえめにそう漏もらす。

　……レートの差は１５００以上!?　おいおいおい、さすがに離れすぎだろ！　よくマッチングなんて決まったな！

「そ、そんなに離れてて大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　口元をひくつかせながら訊く俺。

　木場が首をひねる。

「普通、そこまで離れているとマッチングしないんだけどね。今回の試合はライザー・フェニックスさんの復帰記念の意味合いと、テロ続きで不安がっている冥界の民衆にチャンピオンの試合を見せてあげたいというエキシビションマッチに近いものなんだよ」

　エキシビションマッチ！　イベントみたいなもんか。まあ、そんなにレートが離れてちゃ、そういうことになるよな。ライザーには悪いけど、まともな勝負になんかなろうはずがない。

　レイヴェルがさらに追加情報をくれる。

「もっと言ってしまえば、実は『皇帝ベリアル十番勝負』という特別企き画かくのようなものでして、そのひと試合の相手がお兄さまなのです」

「あ、リアスが年の暮れに『十番勝負録画しなくちゃ……』って念仏のごとくつぶやいていたのがそれなのか」

　ふと時間が空いたときにリアスが思い出したかのようにそう口にしていたな。あれって、そのことだったのか。

「珍めずらしい組み合わせが多いから、リアス前部長も、フェニックス戦以外にも注目しているんだろうね」

　木場がそう付け加えてくれた。

　なるほどなー。十番勝負！　チャンピオンだからこその催もよおしってことか。それにライザーの席が一席設けられたと。ある意味、若手悪魔にとっちゃ光栄なことだ。あのチャンピオンと一戦できるんだしさ。いい経験になるだろうし、十番勝負に選ばれただけでも相当誉ほまれになるんじゃないかな。俺だったら、そこに選ばれたらめっちゃ喜ぶぞ。

　レイヴェルが若じやつ干かん誇ほこらしげに言う。

「ま、まあ、お兄さまにしては名めい誉よなことでしょうし、我がフェニックス家としてもエキシビションとはいえ、あの皇帝ベリアルさまのお相手に選ばれたのですから、喜ばしい限りですわ。断る理由もございません」

　へへっ、普段兄貴のことについて小こ言ごとを漏らしている割には、案外兄想おもいなんだよね。そこがレイヴェルのいいところだし、かわいいところだ。

　あらたまってレイヴェルが言う。

「そのようなわけで近々私は一いつ旦たんフェニックス家に戻りますわ」

　それを皆で了りよう承しようしたところで、十名以上の者が部屋に入ってきた。

　リアス、朱乃さん、アザゼル先生にソーナ前会長を始めとしたシトリー眷属というメンツだった。全員、表情は堅かためだ。それを見て新オカ研メンバーの皆が、何かが起きたと直感する。

　アーシアが別室にいるゼノヴィアとイリナにも声をかけて部屋に連れてきた。一いつ般ぱん生徒たる桐生には別室で待機してもらうことにした。

　先生が全員揃ったのを確認して見み渡わたしながら言う。

「新学期早々で悪いんだが、あまりよくないニュースだ。ま、最悪ってほどでもないんだが、おまえらの耳には入れておいたほうがいい」

　最悪ではないけど、よくないニュース……。ま、この手のはろくでもないことばかりさ。

　先生が続ける。

「教会側の一部信者──主おもに所属していた戦士たちがクーデターを起こしたのは去年の暮れにも話したな？」

　そう、現在、教会側で戦士たちを中心にしてクーデターが起こっているんだ。三大勢力の同盟後に「悪魔、堕だ天てん使しと敵対するな」というお達しを受けた戦士たちは、不満を抱かかえて生活していた。彼らはそれぞれ理由はあれど、悪魔や堕天使によくない感情を抱いだいて生きてきていたため、上からの和平締てい結けつは青せい天てんの霹へき靂れきだったそうだ。それでも不満を抱きながら動いていたのは、吸きゆう血けつ鬼きや魔ま物ものを討とう伐ばつしていたため。しかし、その吸血鬼とも三大勢力は和平を結ぶ方向となった。これに対して、安あん堵どする戦士もいる一方で、おもしろくないと感じる戦士が多いのも事実だという。

　そして、今回はその戦士たちの不満が爆ばく発はつして、クーデターに繫つながったのだ。彼らにしてみれば、戦う理由──怨おん敵てきへの復ふく讐しゆう、あるいは生活の糧かて、生きがいを奪うばわれたも同義だという。

　これに関しては先日、ゼノヴィアも「わからなくもない」と漏らしていた。

「主しゆのため、教会のため、魔の存在と戦うために生きてきた戦士が、突とつ然ぜん戦う理由を奪われたら……。どう生きていいかわからなくなるのも仕方ないことだ」

　ゼノヴィアのその一言は、説得力があった。現に彼女も一度は戦う理由を失い、教会を去ったのだから。それは悪魔として生きるということでいちおうの落ち着きを見せたが……。戦士が全員そのように新たな目的を見つけられるとも限らない。今回の一件はそういうことなのだろう。

　アザゼル先生が続ける。

「教会側のクーデターは……実は大半が収拾してきてな。暴動を起こした者たちの大勢がすでに捕とらえられている。指揮していた幹部クラスも大体が捕つかまった。──だが」

　先生は指を三本立てる。

「クーデターの首しゆ謀ぼう者しやとされる大物三名は逃とう亡ぼう中だ。いまだ多くの戦士がそれに付き従っている」

　……首謀者が戦士を抱えて逃亡中か。

　ソーナ前会長が首謀者の名をあげ始める。

「その三名とは、司教枢すう機き卿きようであるテオドロ・レグレンツィ猊げい下か、司祭枢機卿であるヴァスコ・ストラーダ猊下、そして助祭枢機卿であるエヴァルド・クリスタルディ猊下です」

　それを聞いてリアスはあごに手をやり唸うなった。

「……名前を聞いたことのある者たちばかりね」

　俺は小猫ちゃんにそれとなく「……どういう役職だっけ？」と訊いた。いかんせん、悪魔のことには詳くわしくなったが、教会方面はまだまだ疎うとい。小猫ちゃんは息を吐はきながら口を開く。

「……司教枢機卿は、カトリックで教皇の次に高いポストですよ。司祭枢機卿はそのひとつ下のポジションで、助祭枢機卿はさらにもうひとつ下です。どの階級も複数のお偉えらいさんが所属してますけど、今回名前が挙がったヒトたちはそのなかでどれも大物です」

　お偉い方々が名を連ねているのか。しかも小猫ちゃんも知っているほどにビッグと。

　木場が続いて俺に言う。

「つまり、上から二番目と三番目と四番目の役職にあるヒトが連なってクーデターを起こして逃亡中なのさ」

　なるほど、わかりやすい。この報告に教会出身のアーシア、ゼノヴィア、イリナは当とう惑わくしていた。特に戦士であるゼノヴィアとイリナは目元を細めるほどに緊きん張ちよう度どを増した。

　ゼノヴィアが絞しぼり出すように言う。

「……ストラーダ猊げい下かとクリスタルディ先生か」

「知っているのか？」

　俺が問うとゼノヴィアは真に迫せまった瞳ひとみを浮うかべながら答える。

「当然だろう。──ストラーダ猊下はデュランダルの前所有者だ」

『──ッ！』

　その告白に俺を含ふくむ事情を知らぬ一部メンバーは言葉を失った！……そりゃ、驚おどろきだわ。まさか、前デュランダル使いがクーデター首謀者の一人とは！

　アザゼル先生が言う。

「デュランダルの使い手のなかでも英えい雄ゆうローランに迫るとも、超こえたとも呼び声の高かった者だ。戦士出身のなかで異例の出世をした者でもあってな。戦士育成機関の必要性を説いた男であり、戦士たちの主導者でもある」

　戦士出身のお偉いさん！　しかもデュランダルの使い手……。

　イリナが続く。

「ストラーダ猊下は御おん年とし八十七になられるわ……」

　じいさんじゃないか！　八十過ぎでクーデターなんてお茶目もいいところだ！　よぼよぼで狼煙のろしをあげたのか？

　しかし、ゼノヴィアの目元は厳しいままだった。

「……年ねん齢れいのことは忘れたほうがいい。あの方は……生きる伝説だ。いまだ肉体は衰おとろえていないぞ」

　──っ！　マジかよ。さすがに八十歳はジジイだろ！　しかも人間だろ？　なら、八十にもなればさすがに……。

　先生はゼノヴィア同様の険しい表情だった。

「……あの若造が老体のいまでも衰えずなら鬼おにのように強いぞ。第二次世界大戦中にうちのコカビエルが一戦交えたが、相当追い詰つめられた。あいつが聖せい剣けんに興味を抱いた根底が、ストラーダという男だ。それほどの使い手だったのさ」

　あのコカビエルが人間にそこまで追い詰められたと!?　……去年のエクスカリバー強ごう奪だつ事件に繫がる一件がそこから発生しているなんて、妙みような運命を感じてならない。

　そういや、コカビエルのやつ、あのときに言ってたわ。前デュランダルの使い手は常じよう軌きを逸いつした者だったって。

「確か、四大セラフのＡエース候補にも一番に挙がったんだよな？」

　先生の問いにイリナがうなずく。

「はい。ウリエルさまとラファエルさまがストラーダ猊下を同時にお選びになられたのですが、猊下自身がどちらもお断りされたそうです。……人の身で死にたいと」

　四大セラフの二人から同時にオファーとか、どんだけだよ!?　しかも断ったとか！

　緊張の面おも持もちをする面々のなかで唯ゆい一いつアーシアだけは複雑そうにしながらも笑えみを浮かべていた。

「聖女として教会にいた頃ころですが、ストラーダ猊下に一度だけお会いしたことがありますけれど……とても気さくでやさしいお方でしたよ」

　アーシアの印象は悪くないのか。それゆえにクーデターの一報には当惑したのだろう。

「個人的にはクリスタルディ先生とは会いたくないわ……。教会の戦士なら、誰だれしもお世話になった恩師だもの」

　イリナがもう一人のクーデター首謀者であるエヴァルド・クリスタルディについてそう述べた。

　教会の戦士にとっての恩師……。ゼノヴィアとイリナにとっては複雑極きわまりないだろうな。

　ゼノヴィアもイリナの意見にうなずく。

「私もクリスタルディ先生の授業で悪あく魔まや吸血鬼との戦い方を一からたたき込まれたな」

「……ヴァチカンを訪おとずれるたびに、エクスカリバーの使い方をよく教えてもらったわ。確か、クリスタルディ先生って現役時代に六本のエクスカリバーのうち、三本を同時に使ってたって聞いたけれど……」

　イリナの言葉をアザゼル先生は肯こう定ていする。

「ああ、本当だよ。当時、エヴァルド・クリスタルディはグリゴリでも話題の逸いつ材ざいだった。エクスカリバーを三本同時に使っていたが、理論上、奴やつならすべて使えたのではないかと言われてもいる。ていうよりも、ヴァスコ・ストラーダもエヴァルド・クリスタルディも戦士時代に大きく名を馳はせた怪かい物ぶつだよ。多くの戦士たちを育成した成果も相まって、戦士出の聖職者としては二大巨きよ頭とうだ。この二人が声をかければどれだけの戦士が動くか……。実際、戦士の大半が今回のクーデターに参加したというからな」

　……教会の戦士に大きな影えい響きようを与あたえる二名の大物。しかも元デュランダル使いと元エクスカリバー使いという……。奇き妙みような縁えんもここまでくると偶ぐう然ぜんでは済まされないものを感じてならないね。力のあるところに力が集まるってことなのかな。

　ソーナ前会長がメガネをあげながら言う。

「天に祝福されすぎた才能は、最上級悪魔すらも滅ほろぼす──。有史以来、ごく希まれに現れる突とつ出しゆつした才能の人間に悪魔の実力者も恐おそれたなどという伝説はいまでも残っているほどですからね」

　……そんだけの人物ってことか、そのエヴァルド・クリスタルディってヒトと、ヴァスコ・ストラーダってヒトは……。

　先生は首謀者三名のうち、最後の者の名をあげ始める。

「テオドロ・レグレンツィは最年少で司教枢機卿にまで上り詰めた異例の逸材だったな」

　アーシアが名前に心当たりはあるのか、口を開いた。

「……実は、私もお会いしたことがないのです。カトリックの上層部でも謎なぞ深きお方と耳にしていました」

「右に同じく」

「私も名前だけで拝顔したこともないわ。たぶん、シスター・グリゼルダも同様じゃないかしら」

　アーシアの言葉にゼノヴィアとイリナも続いた。転生天使でも会ったこともないとなると、よほどのことだな。正体を隠かくさないといけない理由があるってことだろう。

　さて、ここまで説明を受けてなんだが、その三名の首謀者の逃亡を聞かされたということは……。この先は嫌いやでも想像は付く。

　先生があらためて口にする。

「つまりだ。そのクーデターを起こした三名とそれに付き従う戦士たちが逃亡していてだな、おそらく向かっている先は──」

　先生が人差し指を下──この地に向けた。

「ここってことだろう。捕らえた戦士から事情を訊きいたところ、奴らは『Ｄ×Ｄデイーデイー』との邂かい逅こうを望んでいると口にしたようだ。同盟の核かくたる象しよう徴ちよう的てきなおまえたちと会ってみたいんだろうよ。もちろん、ただの話し合いにはならないだろうけどな」

　……ですよね。……ったく、このクソ忙いそがしいときに教会のクーデターにまで巻き込まれるとはな。混成チーム『Ｄ×Ｄデイーデイー』ってのは、身内にも狙ねらわれるのかよ。それだけ特異な存在ってことなんだろうけどさ。カンベン願いたいわ……。

　緊きん張ちよう感かんの増す俺たち。けれど、先生は苦く笑しようする。

「ま、そこまで気を張るな。いや、命がけの連続でそうなっちまうのは仕方ないことだが、今回はそこまで血なまぐさくはならないだろうよ。実際、ヴァチカンで起こったクーデターも怪け我が人は出たものの、死者までは出ていない。転生天使たちも躍やつ起きになって止めてくれたそうだからな。今回はあくまで存在意義に苦く悩のうした戦士たちの不満が爆発した結果だ」

　死者なしか。それは不幸中の幸いだが……俺たちにまで火の粉が降りかかるのがほぼ確定した状態だから、安あん堵どはできないって！

　ソーナ前会長は嘆なげくように息を吐く。

「……ですが、戦いになる場合も想定して当然でしょう。こちらも極力命の奪い合いをしないよう心がけますが、何が起こるかわからないのが現状です。……この状じよう況きよう下かでテロリストの横やりもあるかもしれませんしね。格好の頃合いでしょうから」

　前会長の言うことも尤もつともだ。俺たちとクーデター組でひと悶もん着ちやくしているところを襲しゆう撃げきだなんてこと、クリフォトならやりかねない。あっちにしてみればどっちを倒たおしてもおいしいわけだし。

　先生は肩かたをすくめる。

「むろん、十分に警けい戒かいはするさ。……噂うわさじゃ、事の始まりはリゼヴィムの野や郎ろうが教会上層部を煽あおったのが原因とも言われているからな。あの男は扇せん動どうの鬼き才さいだ。相手を焚たきつけるだけなら一級品だよ。用心にこしたことがないのはソーナの言う通りだ」

　……あのクソ野郎が絡からんでいるのか。先生の言っていることはよーくわかるぜ。あいつは……あいつが口にすることはすべてが勘かんに障さわる。それが全部わざとだってわかっていても、腹が立って仕方ないんだ。

「……しっかし、この駒王学園って、聖剣によほど縁があるな」

　話を聞いていた匙がそうぼそりと漏もらしていた。

　俺もそれは感じていたよ。よくもまあここまで使い手や実物が集まるもんだわ。

「…………」

　俺と匙は同時に深く考え込んでいる木場に気づいてしまう。……聖剣に関連するのは、こいつも一いつ緒しよか。

「わりぃ、木場。軽率に言っちまったな」

　匙は罰ばつが悪そうな表情で木場に謝る。木場はそれを受けてフッと笑った。

「いや、別に気にしないでよ。僕もあれ以来吹ふっ切れているところもあるし、聖剣に関かん与よする者憎にくさで動いたりはしない」

　それは事実だろう。けど……こいつの危あやうさ自体を俺のなかで払ふつ拭しよくしきれていない。絶対に重大なことが起きれば、木場は命を武器にする。あとで仲間から聞いたけど、天界でも相当に無茶な攻こう撃げき方法でグレンデルの量産型を倒したそうだからな……。

　普ふ段だん、クールでありながらその本質はいまだに抜ぬき身のままの剣──。こいつには、鞘さやが必要なんだ。誰かがこいつの戻もどるべき鞘になってほしいところだが……。まあ、木場に俺の心配事なんて察してももらえないんだろうけど。……死んだら、絶対に許さねぇからな、親ダ友チよ。

　先生が不敵に笑みながら言った。

「いや、聖剣に縁ってのはあながち冗じよう談だんでもないだろう。いい機会だ。──ゼノヴィア、イリナ、木場、聖剣に関かかわる者としては先せん達だつを乗り越こえてこそだ。もし、そうなったとき、おまえらは全力で超こえてみせろ。『Ｄ×Ｄデイーデイー』に名を連ねる以上、それができてこそあくどい連中への切り札となる」

　アザゼル先生にそう言われて、三人は瞳ひとみに強い光を浮うかべてうなずいた。

「…………先達を超える、か」

　ゼノヴィアがぼそりと漏らす。

　──先達を超える。

　聖剣のこともそうだけど、会長選のことも思し慮りよしたのだと思う。なーに、ゼノヴィアならどっちを超えてもおかしくないさ。

「各自、教会クーデター組もそうだが、クリフォト相手にも警戒は怠おこたるなよ」

　先生のその一言で今日の緊きん急きゆう報告会は終しゆう了りようとなる。

　この日は、これで部活もお開きということになり、各おの々おのの放課後を過ごすこととなった。




　　　　─○●○─




　その日の深夜──。

　兵藤家地下にある屋内プールに集つどうオカ研メンバーとデュリオ、シスター・グリゼルダ、ヴァーリチーム（ヴァーリ、美び猴こう、アーサー、黒くろ歌か、ルフェイ）に刃狗スラツシユ・ドツグの幾いく瀬せ鳶とび雄おさんというメンツ。緊急の用事が入ったということでこの場にシトリーチームは来ていない。

　プールの水を波立たせながら宙に浮かぶのは、鎧よろい姿の俺と──全身にオーラをまとうリアスだった。今し方、二人で考案した新たな技わざを『Ｄ×Ｄデイーデイー』メンバーに披ひ露ろうしたばかりだった。

　新技の余波でプールの水は激しく飛び散っており、プールサイドは水みず浸びたしになっていた。皆みんな、予想していたため、傘かさや魔ま力りよく、魔法で直撃を防いだようだけどね。

　新技に関しては天てん龍りゆうであるドライグの力を使う都合、ヴァーリの助言も聞きたかったため、わざわざ奴を呼んでから試ためしてみたのだが……ぶっつけ本番でもある程度は様になった！

『おおっ！』

　新技を見守っていたギャラリーからは拍はく手しゆと歓かん声せいが上がった。

　俺たちが披露したのはいわゆる合体技だ。以前からリアスは俺の譲じよう渡との力に着目しており、同時に先日目覚めたばかりの飛龍ワイバーンにも興味を抱いだいていた。それらの力をどうにかして自分の滅びの魔力と併あわせられないか、考えていたという。それを相談されたのが、新年に入ってからだった。考案を聞かせてもらった俺は、「案外、いけるんじゃないか」と思い至ったのだ。んで、サポートとして同じ天龍であるヴァーリを呼んで意見をもらいながら、つい先ほどなんとか形にはなった。

　いやー、俺だけじゃ叶かなわない面は多々あったね。リアスの才能があってこその新技だと思う。まあ、次に敵が現れて、使えそうなら試してみたいね。

　技の練習を終えて、プールサイドに降り立つ俺とリアス。俺は鎧を解いて、一息つくことに。皆もそのままプールで一時のブレイクタイムとなった。

「あっぷ……っ！　泳げまぜぇぇぇぇぇぇんっ！」

　悲鳴をあげるのはギャスパーだった。小猫ちゃん、レイヴェル、黒歌、ルフェイと水球をやっていたようだが、足を滑すべらせておぼれかけていた。

「ほら、ギャー助！　男ならそれぐらい泳いでみせろ！」

　俺が苦笑しながらそう言ってやるが──、

「ヴァンパイア……なんでっ！　水は苦手ですぅぅぅぅっ！」

　などと叫さけんでいた。いやいや、さっきまで普ふ通つうに水のなかで水球していたじゃないか！

「ハーフだろ！　それにいまは悪魔だ！　いけるいける！　つーか、足つけるところにいるじゃねぇかよ！」

　そこまで言ってようやく、「あ、そうだった」とプールに足をついたのだが……。まったく、ちったぁ男らしくなってきたと思ったらまだまだ情けない部分があるというか……。水着だって、女物だし！

「うふふ、ギャーくんかわいいにゃ♪」

　頭をなでなでする黒歌だったりするが……大分きわどいビキニのため、おっぱいがこれでもかとぶるんぶるんと震ふるえていた。うんうん、眼福眼福！

　そういう俺はというと、

「うふふ、こういうのもたまにはいいですわね」

「そうね。うふふ」

　朱乃さん、リアスのお姉さま二人組のオイル塗ぬりをしていた！　まさかの地下プールでオイル塗りなんて！　いま冬だし、地下だから太陽が照っているわけでもない！　さらに言うなら日焼けは魔力を使えば抑おさえられるので、このオイルは美容用のものに過ぎないのだ！　しかしィ！　塗ってほしいと言われれば喜んで塗りたくるのがこの俺、兵藤一いつ誠せいなのですッ！

　プールサイドに並ぶふたつのテスリンベッド！　うつ伏ぶせのままのお姉さま二人！　ビキニも取り外し、背中は開放状態！

　むふふっ！　俺は専用のオイルを手に馴な染じませてから、リアス、朱乃さんと順番に手て際ぎわよくオイルを塗っていく！

「んっ」

「ゃっ」

　二人の口から艶つやのある声が漏れる。

　俺は女体に手を滑らせていく！……あぁっ、この滑なめらかかつスベスベなお肌はだ！　ほどよい弾だん力りよく、もちもちの肉感、リアスと朱乃さんの背中から太もも、ふくらはぎまで指を這はわせていった！　一度、足の先までオイルを塗ったあとで、今度は一か所一か所念入りに丁てい寧ねいに塗り塗りしていく！　まずは朱乃さんからだ。指の先から始めて、背中を通り、お、お、お、お、お尻しりををををををっ！　もにゅもにゅとお尻を揉もんでいく俺！　仕方ないじゃないか！　クライアントがそうしてくれと訴うつたえてきているのだから、断る理由は俺にはない！　絶対にないのだ！

「……あっ、ぁっ……」

　朱乃さんの甘い吐と息いきに脳みそまでとろけそうだ！　それにこのお尻の感かん触しよくは……崩くずれないプリンを超えている代しろ物もので、指が、手が埋まい没ぼつしていく！　あああああああああああっ、なんてすんばらしい触さわり心地ごこちなのだろうか！　むにゅむにゅのもっちもちで一生朱乃さんのお尻を触り続けていたいと思えてしまう！

　その光景を見ていてリアスが言う。

「イッセー、前のほうは……ここでは人目もあるし、ダメよね。続きはベッドの上？　それともお風ふ呂ろ場ば？」

　流し目でそんなことを言わないでくださいぃぃぃっ！　迷ってしまうじゃないですか！

　ああ、ベッドの上でおっぱいにオイルを塗る！　それもよし！　大浴場でお互たがい生まれたままの姿でオイル塗り！　それもいいかもしれない！　ま、迷うなぁ～！　どうしよっかなぁ～っ！　迷いながらも手はお尻をわしづかみ状態なんだけどさ！

　朱乃さんも桃もも色いろの吐息を漏らしながらも言う。

「あら、じゃあ、ぁん、私も、ぅぅん、ベッドの上で再開かしら。うふふ、燃えますわね、ゃん。ぅくぅ、オイル塗り以上のことが起きたり、ぁふっ、するのかしら」

　朱乃さんまで官能的な目線で俺を見てくるぅぅぅっ！

　──と、横からも第三者の声が聞こえてくる。イリナとロスヴァイセさんだった。

「わ、私もダーリンにオイル塗りしてもらいたいけど、お姉さん二人の間に入れないわ！」

「…………やんだ！　わたすったら、ぼけーっとオイル塗りさ、見てるなんて！　恥はずかしいったらねぇって！」

　オイル塗り希望者ですか!?　う、うれしいけど、四人はキツいかも！　さすがに時間がかかりすぎるし、今日中にはおっぱい塗り塗りまでいけそうもないぞ！

　そこにすかさず入ってくるのは──レイヴェルだった！　水球から抜けてきたのか。

「たとえ、ブレイクタイムといえど、イッセーさまのお時間は貴重です！　オイル塗りはほどほどにされてくださいまし！」

　スケジュール管理に厳しいレイヴェルは、イリナとロスヴァイセさんの参戦に異議を唱えようとするが……ここでリアスが一言。

「レイヴェル、あなたもしてもらいなさい。たまにはあなたもブレイクしなきゃダメよ？」

「わ、私もですか!?　……ええと、どうしたらいいんでしょうか」

　あらら！　拒きよ否ひもできず、迷っちゃいましたか!?　しばし考え込んだレイヴェルは素す早ばやく手帳を取り出して、叫ぶ。

「オ、オイル塗りの時間割を決めますわ！」

　──と、リアスたちと話し合いを始めてしまった！　おいおいおい！　そ、そんなスケジュールがあるのか!?　いや、うれしいけどさ！　ちょっと人数多くね!?　ついには俺を置いて、リアス、朱乃さん、イリナ、ロスヴァイセさん、レイヴェルでオイル塗りのスケジュールを決め始めていた！　そこに水球から抜けてきた黒歌まで「私も参戦にゃん」と挙手する！　六名は円えん陣じんまで組みだして俺のオイル塗りスケジュールの話し合いが始まってしまった。

　いつもの光景じゃないか！　これって、俺が女子チームの猛もう攻こうに対して逆に困ってしまうパターンだ！……ま、まあ、幸せな悩なやみに違ちがいない！　と思う！　思いたい！

　オイル塗りから放ほうり出されてしまった俺は飛び込み台のひとつに腰こしをかけて、プールサイドに視線を向けた。オイル塗りについて話し込む女子数名、その横でアーシアと話し込むゼノヴィア。ゼノヴィアが真しん剣けんな表情なので、生徒会総選挙について話し合っているのだろうと予測できる。

「ゼノヴィアは変わりました」

　──と、俺に話しかける誰だれか。振ふり向けば──ビキニ姿のシスター・グリゼルダさんだった！　普ふ段だん、シスター服を着ているために見て取れなかったむっちりと実ったおっぱいがそこにあった！　エロい格好をしない清せい楚その塊かたまりが、ビキニなんて着ていたらギャップで激しくエロスを感じてしまう！　まぶしいほどに白い肌が本当に素晴らしいです！

　シスターは俺の横の飛び込み台に座る。

「……斬きり姫ひめ、ゼノヴィアの戦士時代の呼び名です。彼女はエクスカリバーとデュランダルを用いて、教会の敵となる多くの存在を斬り伏ふせてきました」

　それは聞いたことがある。教会時代のゼノヴィアは神の剣けんとして悪あく魔まや吸きゆう血けつ鬼き、魔ま物ものを断罪してきた、と。容よう赦しやなく相手を斬り伏せる姿と、何を考えているかわからない取っつきにくい性格から、いつしか『斬り姫』と揶や揄ゆされるようになった。
















　シスターは続ける。

「手のかかる子でした。私は同じ施し設せつの出でしたから、あの子の世話役に抜ばつ擢てきされたのですが、何を言っても雑にこなす子で、最低限のレディとしての振る舞まいを教えるだけで精せい一いつ杯ぱいでした」

　一見、文句を言っているようではあるが、その表情は姉が妹を語るかのごとく、温かみのある笑えみを浮うかべていた。

「同世代の仲間──戦士イリナと出会ってからは、多少年とし頃ごろの女の子の表情を見せるようになったのですよ」

　シスターが語るように、ゼノヴィアとコンビを組んで長続きができたのはイリナが初めてだったそうだ。だいたいの者はコンビを組んだときにゼノヴィアの思考、戦い方に合わず、二度目の組み合わせを拒否するという。そのゼノヴィアの思考と戦い方に順応できたのがイリナだったということだ。俺から言わせると、どっちも変な性格の女の子だからな。案外、変な性格同士で化学反応が起こって意気投合、コンビとなったのだろう。

　シスターは表情をほころばせながら言う。

「悪魔になったと聞いたときは、正直卒そつ倒とうしましたけれど、いまあんなふうに困ったり、笑っている顔を見ていると、良かったのだと思います」

　シスターの視線の先にはアーシアとゼノヴィアのもとにイリナが合流して、三人であーだこーだ話し合っている姿が映っていることだろう。三人で笑いあっている微笑ほほえましい光景──。

「生徒会長を目指していると聞きました」

「ええ、最初は冗じよう談だんかと思いましたけど、マジみたいです。放課後、仲間たちと残って選挙に関しての作戦会議してますよ」

「学校が本当に楽しいのでしょうね」

　シスターは心の底からゼノヴィアの変化を喜んでいる。普段、ゼノヴィアに対して厳しい面を見せているけど、彼女のことが本当にかわいいのだと思う。

　シスターが俺にあらたまって言う。

「兵藤一誠さん、どうか、あの子をよろしくお願いします」

「ええ、もちろんです！　って、俺は大したことなんてしてませんよ。むしろ、アーシアやイリナやクラスメイトと一いつ緒しよにいたほうが、あいつにとっていい刺し激げきになるんだと思います」

　しかし、シスターは俺の言葉に首を横に振る。

「それはそうかもしれませんが……女性としての面です。うふふ、なるほど。ここに住む女性陣じんが苦労するわけですね」

　意味深な苦く笑しようを浮かべたあと、シスターは立ち上がって「では」と去っていく。どうやら、ゼノヴィアのほうに行ったようだ。しばらく見守っていると、ゼノヴィアの顔を押さえて小こ言ごとを言い始めるシスターの姿がそこにあった。……なんか、まずいこと言ったんだろうな、ゼノヴィアの奴やつ……。

　うーん、まあ、遠目にシスターのビキニ姿を堪たん能のうするというのもいいよね！　貴重だと思うし、脳内保存脳内保存。

　そんなことをしていると、ヴァーリチームの会話が聞こえてきた。

「おい、ヴァーリ。有事の際は協力するってことで、俺たちの罪を軽くしてもらったんじゃないのかぃ？　ちったぁ『Ｄ×Ｄデイーデイー』の仕事もしたほうがいいんじゃねぇの？」

　美猴だ。ヴァーリに一言言っているところだった。

「俺はリゼヴィムや邪じや龍りゆうを追うのと、己おのれの力を高めるのに時間を使いたいんでね。悪いが、その辺りは黒歌やルフェイに任せてある」

　一いつ蹴しゆうするヴァーリ。トレーニングのときはたまに顔を見せるんだけどね。主に相手は初代孫そん悟ご空くうのじいさんか、デュリオという猛も者さばかりだけど。今日、足を運んだのもアドバイスを与あたえると共に俺の新しん技わざに興味を引かれたのだろう。

「私は教会でクーデターを起こしたという元聖剣使いが興味深いのですがね」

　アーサーはメガネをくいっとあげて不敵に笑う。

　こいつもこいつで独自の理論で動いているようだしな……。

　アーサーのその一言を受けて、ヴァーリが言う。

「そうだな、アーサー。今回はおまえが残ったらどうだ？　ここはもうすぐ伝説の剣を使う者たちの祭場になるかもしれない」

　その言葉にアーサーはあごに手をやりながら、「それもいいですねぇ」と楽しそうに笑んだ。……俺的にはアーサーってヴァーリチームのなかで一番やりにくいんだけどな。まだ、美猴のほうが話は合う。

　ヴァーリチームの男三人が話し合うなか、近づく人ひと影かげがひとつ──。

「ヴァーリ、アザゼルさんをあまり困らせるもんじゃない」

　──刃狗スラツシユ・ドツグの幾瀬鳶雄さんだった。

　幾瀬さんの登場にヴァーリは肩かたをすくめる。

「……鳶雄か。あんたがいるなら、アザゼルのことも、『Ｄ×Ｄデイーデイー』のサポートも安あん泰たいだろう」

「おまえがいてくれれば、さらに安泰だけどね、ヴァーリ」

「俺としてはあんたと戦いんだけどな。──あのときのケリをつけたいものだ」

　戦意のある瞳ひとみを浮かべるヴァーリ。──が、幾瀬さんは首を横に振るだけだった。

「それは赤せき龍りゆう帝ていとしたほうがいい。俺はおまえのライバルではないのだから」

　そう言われたヴァーリはフッと笑みを浮かべたあと、その場を去ろうとする。

「待て、ヴァーリ。とりあえず、今後の日程だけでも聞いておくんだ」

　幾瀬さんがそう告げると、立ち止まったヴァーリが振り返らずに言う。

「……わかった。だが、先に上に上がっているからな」

　──っ。……素直に言うことを聞いたヴァーリの姿に俺は驚おどろきを隠かくせなかった。……へぇ、あいつ、アザゼル先生以外にあんなこと言うなんて……。

　しばらくその流れを見ていると、幾瀬さんが気づいたのか、俺のもとに近づいてきた。

「やあ、兵藤一誠くん。おかしなところを見せてしまったかもしれないね」

「いえ、そんな……」

「ヴァーリのこと、相手にしてくれてありがとう」

　幾瀬さんは一言、礼を口にした。

「……意外でした、幾瀬さんからそんなことを言われるなんて」

「ま、腐くされ縁えんだからね」

　そう口にした幾瀬さんは懐ふところから一枚の写真を取りだした。

　──学生時代の幾瀬さんと、その仲間らしき複数の男女が写った写真だ。魔ま法ほう使つかいの格好の女の子や茶ちや髪ぱつのヤンキーまでいる。

　そこに銀ぎん髪ぱつで生意気そうな背の低い男子が写っていた。……ヴァーリの面おも影かげがある。

「……これ、むかしの写真ですか？　うわっ、こいつ、ヴァーリですか？　めちゃ生意気そうだ！」

　それを受けて幾瀬さんも笑った。

「生意気だったよ。いまよりもね」

「ここに写っているのは幾瀬さんの仲間ですか？」

「……ああ、四年前に起こった大騒そう動どうのときに組んでたメンバーさ。あの頃ころは神器セイクリツド・ギアに関かかわる事件が頻ひん発ぱつしてね。それ以来、いまも彼らとは共に行動してるよ」

　へぇ、じゃあ、グリゴリに協力している者たちにはここに写っているメンバーがいまもいるってことか。

「ヴァーリとは一時期、一緒に暮らしていたこともあったから、よく知ってる。だからこそ、礼を言いたくなったのかな」

「敵対していると聞いていたもんですから、嫌きらっているものかとばかり思ってましたよ」

　幾瀬さんは反応に困った様子だった。

「敵対、か。というよりも、あいつがしつこくて俺が逃にげ回っているってだけかな。顔を合わせば手合わせしろとうるさいからさ。手のかかる弟みたいなものかな」

　さっきみたいなことを言ってきちゃ、確かに嫌になるな。あいつ、むかしからバトルマニアだったってことか。

「幾瀬さん、強いって聞いてますよ？　俺たちと一緒に前線で戦ってくれたら、どんなに心強いか」

　アザゼル先生がどこか危険地帯に赴おもむく際に連れていく護衛役が幾瀬さんだと聞いた。冥めい府ふのハーデスのもとに行くときも連れていったほどだからな。

　しかし、幾瀬さんは首を横に振る。

「俺は裏方だよ。二に天てん龍りゆうの相手や、横に立つなんて大げさすぎてらしくない」

　……本当、控ひかえめなヒトだ。けど、俺たちが前線で戦えるのは、このヒトと、その仲間たちが裏でサポートしてくれているおかげだ。前へ出ろって無理強じいはダメだよな。

　ふいにいつの間にか横に座っていた漆しつ黒こくの大型の犬──確か刃ジンって名前だったっけ。……音もなく近寄るんだよな、このワンコ。身にまとうオーラも異質で、赤い双そう眸ぼうからも何を考えているかは読み取れない。その赤眼が俺を捉とらえる。……吸い込まれそうなほどの瞳だ。底が見えない不気味さを感じる。

　幾瀬さんが刃の頭をなでた。

「悪いね。こいつは、気になったものをじっと見ている癖くせがあるんだ。きっと、兵藤一誠くんのなかにいるドラゴンが気になっているんだろう」

　そうか、俺の内のほうを見ていたのか。

『ああ、その狗いぬはいつだって俺ばかり見ているぞ。天龍が気になるのかもしれんな』

　──と、ドライグも言っている。

「……ドライグと話しますか？」

「いや、会話にならないと思うよ。刃は人間の言葉がわかるけど、話せるわけじゃないんだ」

　……独立具現型とされる神器セイクリツド・ギア。神器セイクリツド・ギアだけど、このワンコはワンコで意思を持っているってことなんだよな。

「ヴァーリはさっきキミのオイル塗ぬりを見ていたよ。どうやら、お尻しりをもんでいたのが気になったのかな」

「本当ですか!?」

　なんてこった！　あいつ、俺が朱乃さんの尻をもんでいたのが気になったのかよ！　や、やはり、ヴァーリは尻派だというのか……!?

　しかし、幾瀬さんはあっさりこう付け加える。

「冗談だけどね」

　冗談ですか!?　信じちゃったよ！　だって、ヴァーリのやつ、俺と一緒にエッチなＤＶＤとか見たしさ！　ようやく俺の想おもいが通じて、あいつも女体に興味を持ったかと喜んだのに！

　だが、意外に幾瀬さんがお茶目だってことはわかったぞ！

「じゃあ、俺はこれで。今日はいい技を見させてもらったよ」

　それだけ言い残して去っていく幾瀬さん。普ふ段だん、あまり話さないヒトと会話をするのも新しん鮮せんでいいよな。特にヴァーリのことをむかしから知っているヒトと話すのは、俺の知らないあいつの一面がわかって案外おもしろい。

　さて、オイル塗りスケジュールのほうだけど、何やら騒さわがしくなってきていた。ゼノヴィアやアーシアが俺のマネージャーたるレイヴェルに詰つめ寄っているからだ。

「私もオイル塗り希望だぞ！」

「私もです！」

「……では、私も」

「じゃ、じゃあ、僕も！」

「僕も希望するべきなのかな……」

　小猫ちゃんはともかく、ギャー助と木場まで!?　野や郎ろうの肌はだなんかに誰だれがオイル塗るもんかよ！　ふざけんなっ！

　ふと誰かが俺の肩に手を置いた。振ふり向けば、そこにいたのはデュリオだった。この光景を見て爆ばく笑しようしていた。

「いやー、イッセーどんは女の子にも男の子にも人気だねぇ。んじゃ、俺もオイル塗ってもらったほうがいいのかねぇ？」

「カンベンしてくれって……」

　もはや、ガックリとうなだれるしかない俺だった。

　そんなこんなで一日が終わる。




　　　　─○●○─




　次の日、お昼休みのことだった。

　偶ぐう然ぜん、校内の中庭で出くわした一年生組──小猫ちゃん、レイヴェル、ギャスパーと昼食後の雑談をしていた。

　──と、そこに現れる教会トリオと桐生の姿。道行く生徒にチラシを配っていた。

「さあさあ、皆みなさん！　これを見てくださいね！　次代生徒会長を目指すゼノヴィアさんの主張をまとめたチラシでーす！　やればできる子なんですよ！」

「はーい、よろしくねー。ゼノヴィア氏に一票よろしくお願いしまーす」

「清き一票をどうぞよろしくお願い致いたします！　どうか、お願い致します！」

　イリナと桐生とアーシアが元気よく生徒にチラシを渡わたしていく。

　まあ、選挙の期間中だから、廊ろう下かにも手製のポスターが貼はられていたりするんだよね。聖母マリアの格好をしたゼノヴィアの写真で「駒王学園に真の平和をもたらします！　清き一票をお願い致します！」という文字がデカデカと記しるされたポスターだ。大分、胡う散さん臭くさい雰ふん囲い気きは出ている。──が、ゼノヴィア自体、外国からの転入生という面とその性格が学内でも広く認にん識しきされているので、生徒たちからのチラシ及およびポスターの評価は概おおむね「らしいよね」という割と良いものだった。……駒王学園の生徒って、やさしいというか、物好きが多いというか。

　さてさて、アーシア（お昼休みは選挙活動を手伝っている）、イリナ、桐生を伴ともないながら中庭に登場したのはゼノヴィアだ。名前を記したタスキをつけたゼノヴィアは道の真ん中に立って演説を始める。

「えー、こんにちは、駒王学園の皆みんな。このたび、生徒会長に立候補した二年のゼノヴィアだ。ぜひ、私の言葉に耳を傾かたむけてほしい。私が会長になった暁あかつきには──」

　おー、あえて「ですます調」の敬語をやめて、素すの自分で語るってか。ゼノヴィアらしいな。生徒たちも足を止めて、ゼノヴィアのスピーチを聞き入っているし、時折、男子から「よっ！　ゼノヴィアさん、がんばれ！」とか、女子からも「期待してるわよ、ゼノヴィアちゃん」なんて応おう援えんの声が飛び交かう。

　小猫ちゃんが遠目に見守りながら言う。

「……ゼノヴィア先せん輩ぱいは学内でも知らないヒトがいないほどですから、スピーチをすれば自然と人ひと垣がきが出来ますよね」

　外国の美少女ってだけで目を引くし、傍かたわらにはアーシア、イリナというゼノヴィア同様の学園の人気者がいるわけだしな。男子だけじゃなくて、女子も気になっちゃうよね。

「ソーナ前会長とは毛色がまったく違ちがうという意味でも注目を集めてますわ」

　と、レイヴェルも付け加える。

　それは注目されるだろう。堅けん実じつな運営でありながら、生徒の意見を取り入れて柔じゆう軟なんにこなしていた前会長。確かな結果と信しん頼らいを得た生徒会長とは真逆の体育会系で活動的なゼノヴィアだもんな。生徒たちが立候補の理由を知りたくなっても当然だ。

　しかし、ゼノヴィアが注目を集めているその横では、偶然通りかかったもう一人の会長立候補者である花戒桃ももさんが生徒たちとあいさつを交わしていた。

「ごきげんよう、皆さん。調子はいかがですか？」

　ソーナ前会長のような落ち着いた微笑ほほえみを浮うかべて対応する花戒さん。花戒さんはソーナ前会長を心の底から尊敬していると聞くから、自然と態度に出てしまうのだと思う。

「がんばってね、花戒さん。応援してるわ」

「一票入れるからね」

　同級生の女子生徒から声援を送られる花戒さん。花戒さんを支持する層は優等生が多いって耳にしたかも。

　……けど、ソーナ前会長の後あと釜がまって大変だよな。ソーナ会長、俺が新入生として入学してきたときから生徒会長だった。つまり、ソーナ前会長は二年連続で生徒会長として駒王学園を引っ張ってきたのだ。花戒さんはそのあとを継つぎたいのだろう。

　花戒さんと一いつ緒しよに歩いていた副会長立候補者──匙も生徒に声をかけられていた。

「おい、匙。副会長に一票入れてやるから、俺の部活優ゆう遇ぐうしろよな」

　元気そうな男子生徒にからかい半分でそう言われていた。

「それとこれとは話が別だ。清き一票でお願いしたいね」

　半眼でぼやく匙だったが、男子生徒はカラカラと豪ごう快かいに笑う。

「ははは、冗じよう談だんだ。一票やるって」

「ったく、運動部はこれだからな」

　息を吐はく匙だったが……あいつは生き真ま面じ目めな性格と意外に臨機応変な対応が功を奏して運動部の部活から絶大な支持を得ていると聞く。特に運動部の男子からは信頼が厚い。

　他ほかに書記やら会計やらの立候補者に転入してきたばかりの子も参戦を表明したと聞いたな。外国のすげえ美少女だって話なんだが……俺はまだ見かけてすらいない。

　あと、一年生で有名な優等生の男子も選挙に出てるって聞いたかな。野郎の情報はあまり集めてないから疎うといんだよな……。

「ゼノヴィアのやつ、花戒さんに勝てるのかな」

　俺はぼそりとつぶやいた。……ゼノヴィアの相手は、生徒会でソーナ前会長の傍らに常にいた花戒さんだ。誰よりも生徒会を見てきている。

　小猫ちゃんが言う。

「……新聞部のクラスメイトに聞いたんですけど、現状、六対四でゼノヴィア先輩のほうが不利です。やはり、ソーナ前会長のもとで働いていた実績を持つ花戒先せん輩ぱいのほうが生徒の支持は高いですね」

「ま、そうか。でも、四割もゼノヴィアを支持してくれているんだな」

　四割──上等じゃないか。新規参戦でそれだけの支持を現時点で集めていたら、まだまだ逆転の目はあると思う。これが一、二割だったら……正直負けは確実だろう。

「……外国の方であり、運動神経ばつぐん、誰とでも分け隔へだて無く接する性格で男子と女子の両方から人気もありますから。特に一年生の女子から凄すさまじい人気です」

「一年女子から見てカッコイイ女性として大人気なんですよ」

　小猫ちゃんに続いてギャスパーもそう述べていた。

　一年女子からの人気か。

「ゼノヴィア先輩！　応援してます！」

「ゼノヴィアお姉さま！　一票絶対に入れますね！」

　確かにあいつの周りには一年生の女子が多く見受けられる。ボーイッシュなゼノヴィアだから、同性──特に後こう輩はい女子からは格好良く見えるんだろうね。

「ありがとう、がんばるよ」

　なんて、ゼノヴィアが微笑みながら答えると「きゃーっ！」って黄色い声があがるほどだ。

　レイヴェルがふと言う。

「ゼノヴィアさまを支持する方のうち半分は投票が揺ゆるがないと聞きます」

「ほう、どうしてだ？」

　問う俺にレイヴェルは言った。

「その方々は、ゼノヴィアさまに助けられた女子運動部の者や学校生活で起きた困り事を助けてもらった者ばかりだからです。ゼノヴィアさまは、ああいう性格をしていますから、困った者を見たら放ほうっておかない方ですわ。生徒会長に立候補する前の一生徒の頃から、陰かげでこの学校に気を配っていたということですわね」

　ゼノヴィアは運動神経抜ばつ群ぐんのためか、よく女子運動部に助すけ太だ刀ちをしていた。そのたびに勧かん誘ゆうされて困っていたけど、助っ人は楽しそうだった。それに正義感は人一倍強いからな、困った生徒がいりゃ助けてしまうだろう。そういう善意が積み重なって、揺るがない支持層を得たのだと思う。

　こうやって見ていると、選挙活動も本番なんだなって思えるね。

　……在校生で作り出す、新しい駒王学園か。去年の今いま頃ごろ、俺は二年生に上がるのが当然のように思えていた。

「俺も三年生、か」

　そんなことを一人ごちてしまった。

　袖そでを引っ張る小猫ちゃん。ギャスパーもレイヴェルも微笑んでいた。

「来年度は、まだ私たちはいますから」

　小猫ちゃんにそう言われてしまった。あーあ、小猫さまは心中を読むのが本当に得意だよな。俺は三人を抱だき寄せて言った。

「ああ、わかってるよ。あと一年、この学校でよろしくな、かわいい後輩たち」

　──今度は俺がこの子たちを引っ張ろう。それが上級生なのだから。

「悪あく魔までは、私たちが先輩ですけどね」

　再度、小猫ちゃんに突つっ込まれる俺！　わーってますよって！







　放課後、その日の部活動も終えてリアスや朱乃さん、ゼノヴィアと合流を果たす。久しぶりに皆で隣となり町まちの駅前にあるたいやき屋にでも行くかと意気投合した。

「私はたいやきにあんこ以外邪じや道どうだと思うの」

「けど、カスタード入りも捨てがたいですわ」

「……もとは小麦粉、お砂糖、タマゴです。その材料でホットケーキも作れるのですから、あんこだろうと、カスタードだろうと、チョコだろうと、合いますよ」

　正道にこだわるリアス、カスタード味が好きなレイヴェル、お菓か子しなら何でもこいの小猫ちゃんと女子はスイーツトークとなると熱くなるんだよね。

　そんな微笑ましい日常を見守りながら、住宅街の一角を通り過ぎるときだった。

　──ッ！

　突とつ然ぜんのいい知れないプレッシャーを感じて、全員が瞬しゆん時じに身構えた！

　……なんだ、この気配は……？　力強い波動を向けられた感覚。殺気とも言えず、けれど、戦意が微み塵じんもないわけでもない……。だが、見知らぬ誰だれかが俺たちに向けてハッキリとした意識を当ててきたのは確かだった！

　皆が周囲に視線を配らせている。──と、ゼノヴィアの様子がおかしかった。手元が激しく震ふるえている。

「……なんだ、このざわついた感覚は……。デュランダル……？」

　自身の震える右手を左手で止めようとするが、その左手も小刻みにブルブルとしていた。

　耳をピンと立てていた小猫ちゃんが何かに気づいたのか、視線をとある方向に送った。全員がそれを追って視線を向ける！

　そこには──祭服を身にまとった白髪しらがの巨きよ漢かんが立っていたっ！

「Buon giornoブオン・ジヨールノ、悪魔の子らよ」

　その者は、しわくちゃの面めん貌ぼうだった。顔だけ見れば、八十過ぎの外国の老人だろう。しかし、顔の下がそれを否定する。あり得ないほどに太い首、分厚い胸むな板いた、巨木の幹ほどはある両りよう腕うで、俺の胴どう回まわりよりも幅はばがあるだろう脚あし……ッッ！　何よりも背せ丈たけだ。二メートルはあるんじゃないのか……？　老人の表情が不ふ釣つり合いなほどに見事な若々しい肉体だった！

　──ッ！

　その老人の姿が……一瞬で消え失うせる！　どこだ!?　どこに消えた!?　いや、視線はずらしてなかったぞ!?　音もなく、動作もなく、消えやがった！

　ふいに俺の両りよう肩かたに誰かの手が置かれた。

「…………ッッ！」

　顔だけ振ふり向けば、そこには巨漢の老人がいた！　瞬時に背後を取られた!?　しかも陣じん形けいを組んでいた俺たちの中央に立っている！　仲間の誰もが反応できなかったっていうのかよッッ!?

　仲間たちは距きよ離りを取り、構える！

　──が、老人はしわくちゃな顔を破顔させるだけだった。

　老人が野太い声で言う。

「私はヴァチカンから来たヴァスコ・ストラーダというものだ」

　…………ッッッ!?

　……こ、このじいさんが、デュランダルの元使い手!?　教会のお偉えらいさん！　クーデターの首しゆ謀ぼう者しやの一人！

　仲間たちがそれを知っていっそう緊きん張ちよう度どを増した！　俺も動こうとするが──肩から伝わる強いプレッシャー。……心臓を捕つかまれているような感覚だ。クソ……。死線を何度もくぐり抜ぬけている俺が……肩に手を置かれただけでこんな調子になるなんて……！　何者だよ、このじいさん！

　ヴァスコ・ストラーダは、ゼノヴィアに視線を送る。

「戦士ゼノヴィアよ。悪魔になったそうだな？」

「……ストラーダ猊げい下か、お久しぶりです」

　険しい表情のゼノヴィア。顔は脂あぶら汗あせだらけだった。普ふ段だん、強気のゼノヴィアがこのじいさんを前にして、かつてないほどに緊張している！

　老人が、俺の肩から手を離はなす。途と端たんに金かな縛しばりが解けるごとく、体が動いた。

　……八十過ぎのじいさんかよ、これで……ッッ！　驚おどろくしかない俺だった。ゼノヴィアやアザゼル先生が評していた通りだ。じいさんに思えないほどの力強さを感じてならない！

　ヴァスコ・ストラーダは懐ふところから何かを取り出す。

「これを渡わたしにきたのだ」

　──それは封ふう筒とうだった。

　じいさんはそれをリアスに向ける。リアスが恐おそる恐る手に取った。

「……こ、これは……？」

「──挑ちよう戦せん状じようだ。私たちは貴き殿でんらに挑戦状をたたきつけようと思う」

『──ッ!?』

　その報告に驚きよう愕がくする俺たち！　当たり前だっ！　首謀者自ら、単独で、挑戦状を俺たちにたたきつけてきたんだからよっ！　なんて剛ごう胆たんで豪ごう快かいで命知らずで一人勝手な挑戦宣告だろうか！　あまりに突然のことに全員が顔を引きつらせていた！

　リアスがふるふると震えて、怒いかりを露あらわにする！

「冗談ではないわ。いまがどういう状じよう況きようだか、わかっているの？　いくら、教会の上役だとしても──」

　言い切る前に人差し指を眼前に向けられるリアス！　老人はその指を左右に振ってチッチッチッとする。

「魔ま王おうの妹よ。──若いな。若すぎる」

　…………っ！

　その老人の行こう為いに我が慢まんできなくなった俺は、間に入る！　リアスを守るように前に立った！　そして真っ正面から言ってやる！

「……このヒトには触ふれさせないぜ、あんたが何者であってもな！」

　それを受けて、老人は一瞬きょとんするが──すぐに満足げな笑えみを浮うかべた。巨大な手が近づき──俺の頭を豪快になでる。

「……いい目だ、悪魔の子よ」

　…………ッッ！

　バカにされたと思ったので、その手を払はらう！　──と、いつの間にか、老人は眼前より消えており、かなり距離を取った場所に移動していた！……また動いた気配すら読めなかった！　高速で移動しているというのか？　気配と音を微塵も感じさせずに？

　老人はとある方向に顔を向けて言った。

「──さあ、レグレンツィ猊下。宣言をお任せ致いたします」

　その一言を受けて、この場に現れる小さな影かげ──。

　小学生高学年ほどの黒くろ髪かみの少年だった。幼い顔立ちのなかにも凜り々りしさがある。しかし、ヴァスコ・ストラーダと同じように祭服を身につけていた。じいさんは「猊下」と呼んでいた。そうなると、この少年はこの歳としでそう呼ばれるだけの役職についているということになる。

　察したのか、リアスが少年に問う。

「あなたがテオドロ・レグレンツィ？」

「そうだ、私がテオドロ・レグレンツィだ」

　少年はうなずいて肯こう定ていした！

　……なんてこった！　クーデター組の首謀者の一人、正体が不明とされたお偉いさんが……あろうことか、十一、二歳の少年だなんてよ！

　仲間たちも俺と同様だったようで、少年の正体を知って驚きを隠かくせない様子だった。

　少年枢すう機き卿きようは、緊張でプルプルと体を震わせながらも声を張り上げる！

「私は……エクソシストの権利と主張を守る！　そなたらがたとえ『良い』悪魔であろうとも、祓はらわなければならない邪じや悪あくな悪魔と吸きゆう血けつ鬼きもいるのだ！　彼らから一方的に悪を断罪する役目を奪うばうなど……納なつ得とくできない！　それがたとえ、主しゆや大天使ミカエルさまの意思に反していたとしても……これだけは、これだけは納得できないのだ！」

　震える少年だったが、その瞳ひとみは強いものを宿していた。

　それに呼応するように、俺たちの周りを無数の戦意が取り囲んでいた。見れば、男性神父やゼノヴィア＆イリナが着ている戦士服を着た女性戦士までもが、大挙して俺たちを囲んでいた。……枢機卿たちに付いてきたクーデター組の教会の戦士たちだろう。白い髪の神父も複数確かく認にんできる。……フリードのいた戦士育成機関の出か。あいつやジークフリートを思い出して仕方ないね。

　見る限り、この場にいる戦士たちの人数は数十じゃ利きかないな。よくもまあ、これだけの数をこの地に連れてきたわな……。本当、駒王町を一歩出るとそこは異界じゃないかと思えるほどだ。

　……ったく、遠出するたびに襲おそわれていたんじゃ、世話ないな。俺たちの自由はないんですかって訊ききたくなるぜ。

　俺たちのなかで最初に得物を取り出したのは──ゼノヴィアだった。先ほどの震えは止まったようで、亜あ空くう間かんから取り出したデュランダルを手に取っていた。

　ゼノヴィアは剣けんをヴァスコ・ストラーダに構える。

「……ストラーダ猊下」

　老人はしわくちゃの顔に笑みを浮かべるだけだ。

「戦士ゼノヴィア。デュランダルは使いこなせているかね？」

　その一言が口火となり、ゼノヴィアはデュランダルを持って突とつ進しんしていく！

「なるほど、言葉よりも行動。デュランダルの持ち主はそれでこそだ！」

　老祭司は避よける素そ振ぶりを一いつ切さい見せずに正面からゼノヴィアの攻こう撃げきを受けようとしていた！　エクス・デュランダルの刀身には莫ばく大だいな聖なるオーラが宿っており、あれをまともに浴びればいかなる者でも無事には済まないだろう！　直撃する──瞬しゆん間かん！　ゼノヴィアの攻撃は制止してしまう！　剣を振ったままの格好で微び動どうだにしなかった。いや、できなかった！

　──ヴァスコ・ストラーダが、指先ひとつでデュランダルを止めていたからだ！

　……マジかよっ！　ゼノヴィアの一撃を指一本で止められるってのか!?　悪あく魔までも相当な手て練だれでもない限り、んなことできやしねぇぞ!?　しかも、相手は人間で、齢よわい八十を超こえたじいさんだ！

「──ッ！」

　ゼノヴィアはこの結果に歯ぎしりするほどに悔くやしがっていた。

「まだまだのようだ」

　首を横に振るヴァスコ・ストラーダ。……デュランダルから、オーラが消えていく！　あのじいさんは元使い手だ。デュランダルの制せい御ぎよを熟知しているのだろう。だけど、指一本でそこまでできるものかよ!?

　この状況、ゼノヴィアの加勢をしたいところだが、周りには戦士たちの目もあるし、何よりもこのじいさんには一切隙すきが見当たらない！　派手な攻撃でもできりゃその限りじゃないが、ここは住宅街だ。これ以上、大おお仰ぎようなこともできやしない！　仲間たちも俺と同じようで、どう攻せめたらいいかわからないでいるようだった！

「ゼノヴィアッ！　猊下！　失礼を承知でいきます！」

　友の突とつ貫かんに応じるようにイリナが白き翼つばさを羽ばたかせて相手に高速で詰つめ寄る！　その手には聖剣オートクレール！　老祭司にイリナが攻撃を仕し掛かける直前、その間に入るひとつの人影！　祭服を着た黒髪の中年男性が一人、正面からイリナの攻撃を受けた！

　自身の攻撃を受け止めた相手を見て、イリナは酷ひどく狼ろう狽ばいする！

「──ッ！　クリスタルディ先生っ！」

　イリナがそう呼んだ男性は、手に聖なる波動を放つ剣を持つ。その剣でイリナのオートクレールを受けたのだ。

　クリスタルディ──。イリナは確かにそう呼んだ。だとすると、あの中年の男性が三人目のクーデター首謀者──エヴァルド・クリスタルディということになる！　こっちは元エクスカリバーの名うての使い手！

　エヴァルド・クリスタルディは、手に持った得物でイリナを押し返すと、一言述べた。

「……戦士イリナよ、視野を狭せばめてはいけないな」

　……この男性も一切隙が見当たらない。

　──が、一人、剣を携たずさえて飛び込む者がいた！

「元エクスカリバーの使い手……ッ！」

　木場だっ！　聖せい魔ま剣けんを持って、エヴァルド・クリスタルディに向かう！

「いざっ！　勝負っ！」

　神速とも言える足で一気に距きよ離りを詰めて、教会の戦士の師たる者に斬きりかかる！　男は木場の高速の斬ざん戟げきを──体たい捌さばきだけで避けていく！　まるで無む駄だのない捌き方！　時折、フェイントを混ぜて、分身まで生み出して斬りかかる木場だったが、そのすべてが予想されていたかのようにエヴァルド・クリスタルディの剣によって流されてしまう！　男の剣捌きは俺の目でも追いきれない！

　マジかよ！　あの木場の高速戦せん闘とうについていけるだけじゃなくて、避けきれるというのかよ!?　幾いく重えにも模も擬ぎ戦をしている俺でも木場の攻撃をすべて流すなんてことはできやしないぞ！

　男は木場の攻撃を避けながら言う。

「聖魔剣か。キミが噂うわさの聖剣計画の生き残りだな？　いい波動だ」

　男が剣を激しく振ふり下ろす！　その一撃を受けて、木場は路面にたたき付けられた！　その余波で道路が崩くずれて、クレーターが生じてしまった！

「が……っ！」

　息が詰まるような声を吐はき出す木場！

「──が、私をフリードのような下の下と比べてもらっても困るぞ？」

　エヴァルド・クリスタルディは一いち瞥べつして、剣を鞘さやに収めた。

　……これは俺の予想だが、あの剣……エクスカリバーと関連があるんじゃないか？　あの高速での剣捌き、いま木場に与あたえた破は壊かい力、それらは記き憶おくにあるものだ。そう、エクスカリバーの各能力にそっくりだった。

「木場、ゼノヴィア、イリナっ！」

　俺とリアスが意を決して、一歩出ようとしたときだった。ヴァスコ・ストラーダが制止させるようにこちらに手を向けた。

「グレモリーの姫ひめ君ぎみ、私たちは戦争をしにきたのではない。最後の訴うつたえをしにきたのだ。それだけはわかってもらいたい」

　そう老人が告げると──囲っていた戦士たちが音もなく、去っていく。

「……なら、お互たがいに矛ほこを収めたほうがいいでしょうね」

　それを見て、リアスも足を止めて応じる。

　元デュランダルの使い手──ヴァスコ・ストラーダと、元エクスカリバーの使い手──エヴァルド・クリスタルディは、少年枢機卿を伴ともなって踵きびすを返した。

「──再び見まみえよう、若き戦士たちよ」

　それだけを言い残して、クーデター組は俺たちのもとから去っていった──。

「…………ッッ」

　無言のゼノヴィア。悔しそうにデュランダルを握にぎりしめていた。

「……なんで、身内同士でこうなるのかな」

　意い気き消しよう沈ちんしたかのように座り込むイリナ。

「……クソッ」

　エクスカリバーの使い手に挑いどみ、一いつ蹴しゆうされた木場は心底悔しそうに拳こぶしを路面に打ち付けていた。

　……聖剣に関かん与よした者たちの戦いが、この地で再開しようとしていた。







　　　Life.2　いろいろと決戦です！







　その日の夜──。

　兵ひよう藤どう家けのＶＩＰルームに集つどう『Ｄ×Ｄデイーデイー』のメンバー。集まったのは、この地を拠きよ点てんとするオカ研、生徒会、シスター・グリゼルダ、デュリオといったメンツ。

『……申し訳ありません。立て続けにこちらの関与する事件に巻き込んでしまって……』

　通信用魔ま方ほう陣じんに投とう影えいされるミカエルさんの立体映像。ミカエルさんは開口一番に謝罪を口にした。前回の天界での一件と、今回の教会のクーデターに関してだろう。

『彼らの要求は、「Ｄ×Ｄデイーデイー」との一戦です。特に駒く王おう町ちように住まうあなた方との一戦を所望しているのです』

　ミカエルさんはそう口にする。

「どうして、俺たちと……？」

　俺の問いに答えるのはアザゼル先生だった。

「……この地は各勢力同士でおこなっている同盟のスタート地点になった場所だ。あいつらにとっちゃ何よりも複雑な思いのところだろうよ。んで、おまえたちはその事件にもろに関かかわった。逆さか恨うらみにも近いが、それでも奴やつらにとってみれば『Ｄ×Ｄデイーデイー』ってのは、複雑極きわまりなく、また憎にく々にくしい相手に違ちがいない」

　……同盟がなかったら、エクソシストたちの仕事は制限されなかったって件か。俺たちはコカビエルの一件にも、その後の三大勢力和平の一件にも関わり、何より同盟の象しよう徴ちようでもある『Ｄ×Ｄデイーデイー』だ。……なるほど、クーデターの最後の相手としてはこれ以上ない存在ってわけだ。

　シスター・グリゼルダが言う。

「……今回のクーデターに関与した者の大半が……家族を悪魔や吸きゆう血けつ鬼きに殺あやめられたり、人生を狂くるわされた者ばかりです。復ふく讐しゆうのため、あるいは二度とそんな悲劇を繰くり返さないため、彼らは教会の戦士となった──。三大勢力の同盟の折、誰だれよりも異を唱えたのは彼らや、彼らを育てた教会上層部の方々でした」

　……悪魔や吸血鬼に大切な者を殺されたヒトからしてみれば、この同盟も和平も歓かん迎げいできるものではないってことか。今回のクーデターはその者たちが中心になって起こしたもの、ね……。なんとも言えないものを感じてしまうな……。

　イリナが沈ちん痛つうな面おも持もちで言う。

「なかには離り反はんして他ほかの組織に移い籍せきした者もいたけれど、大半は信しん仰こう心しんのある敬けい虔けんな信徒ばかり。……神を信じながらも、不満も常に抱いだいていた」

「……ついに不満が爆ばく発はつしたってことか。それがクーデターの原因……」

　俺の言葉にイリナはうなずく。

　先生は息を吐つきながら言う。

「……今回の事件は、正直言って内輪もめだ。サイラオーグとシーグヴァイラも『Ｄ×Ｄデイーデイー』メンバーとして呼びたいところだが、あいつらも自分の持ち場を守る役目がある。クリフォト相手ならいざ知らず、これに大王家、大公家の次期当主を呼び寄せるとなると、あっちのお偉えらいジジイどもが文句を言いそうだからな……」

　それは……あるだろうな。同盟を組んだとはいえ、今回の一件は天界側が起こした事件と冥めい界かい側は捉とらえそうだし、そこに大王家と大公家の次期当主を送るとなると頭の硬かたい上役は難色を示すはずだ。事情を話せば、サイラオーグさんもシーグヴァイラさんも来てくれそうだが、持ち場を守るというのは先生が言うようにとても大事だ。内輪もめの隙にクリフォトが、冥界を襲おそうなんてことも考えられるわけだし。

　ミカエルさんが険しい表情で言う。

『……我々の管理が行き届かなかったことがそもそもの原因。私たちの力を以もつて──』

「待て、おまえは動くな」

　先生がミカエルさんの言葉を遮さえぎる。

「ミカエル、おまえは天界の象徴であるべきだ。ここで厳しい決断を下すのも、トップの役目だろうと俺も思う。──が、この一件はいわばケンカだ。複雑な事情があろうとも、無理矢理抑おさえ込めば禍か根こんは残るだろう。だったら、今回の落としどころはきちんとつけさせたほうがいい」

『しかし、アザゼル。それを「Ｄ×Ｄデイーデイー」の皆みなさんに任せっきりにしてしまうのも……』

「俺は気になってもいるのさ。あのストラーダとクリスタルディが、ただ闇やみ雲くもに教え子たちに担かつがれてクーデターを起こしたとは思えない。仮にも多くの戦士たちをここまで育ててきた二人だ。何か考えがあるのだろう。それは導いてきたおまえもなんとなく気づいてはいるだろう？」

『……どちらも幼い頃ころから見てきていますから、彼らがどれほど敬虔な信徒か、よく知っていますよ。何よりも純じゆん粋すいで、何よりも人間を愛してきた者たちですから。おそらく、回りくどいようで、真まっ直すぐな想おもいを抱いているのだと思います……』

　……今回のクーデター組を率いる教会の上役たち。アザゼル先生とミカエルさんは、なんとなく、あのヒトたちの思おも惑わくに感じるところがあるようだ。まあ、ただ闇雲に暴れましたじゃ、さすがにな……。それにあの少年──。あの歳としで上役ってだけでも驚おどろきだけど、クーデターの首しゆ謀ぼう者しやってのが気になってな……。案外、あの子が鍵かぎを握っていたりするんじゃないのか？

　すると、俺の心中を察したかのようにミカエルさんが言う。

『……そして、もう一人の若き枢すう機き卿きよう、テオドロ・レグレンツィは「奇き跡せきの子」のなかで最も秀ひいでた能力を持った子です。それゆえ、若くしてあの地位に抜ばつ擢てきされた経けい緯いがあります』

　……「奇跡の子」？　俺以外のメンバーは合点がいったようだ。先生が俺に言う。

「……『奇跡の子』、つまり天使と人間のハーフだ」

　──ッ！……そういうことか。本来、あり得ない現象とされる天使と人間のハーフ。天使は欲よくを持てば、その時点で堕だ天てんする。人間と関係を持つ場合、その多くが快楽に溺おぼれて堕天使となってしまう。グリゴリに所属する大半の堕天使が、欲を持ったがゆえに堕おちた元天使たちだ。けれど、特とく殊しゆな儀ぎ礼れいと専用の結界を用いれば、天使と人間は交わることができるとされた。その際、お互いに肉欲に溺れず、あくまで純粋な愛を持って行こう為いに臨まないといけない。……俺は絶対にエッチなことを考えてしまいそうだから、無理だなーと以前にも思ったわけだが、実際に存在するわけなんだよな、天使と人間のハーフが。

　ふいにミカエルさんが俺とイリナに交こう互ごに視線を送り、訊きいてくる。

『……こんなときに訊くのも野暮ですが、使ってますか？　例の部屋。意外と期待しているのですが……』

　──ッッ！　こ、こんなときに本当に野暮なこと訊くな、この大天使さまはッ！　俺もイリナも顔が真っ赤っかになってしまった！　何を期待しているんですか、天使長殿どの!?

　しかし、イリナは恥はじを承知で上司にこう報告する！

「じ、時間の問題です！」

　どんな報告だよ!?　俺とのそれなことが時間の問題だと!?　その自信はどこから来る!?　も、もしかして、クリスマス以降、イリナが俺にしてきているあれなことか!?　イリナのやつ、あのドアノブを貰もらってからというもの、俺が行く先にトラップを仕し掛かけてくるようになった！　たとえば、兵藤家上階の空き部屋でプラモでも作ろうと入室してみれば、いつの間にか例のエロ部屋に侵しん入にゆうを果たしているとかさ！　事前に俺の行動を先読みしたイリナが、ドアノブを「どこでもエロ部屋ドアノブ」に替かえていたんだ！　入る早々にイリナったらこう言うんだぜ！

「あら、イッセーくん。どうしたの？　困ったことがあったら、私が解決しちゃうんだから！……エ、エッチお悩なやみでもいいんだよ？　ここなら主しゆもミカエルさまも見てないと思うから……。……お、幼おさな馴な染じみだもんね、キ、キスぐらい当然だし……その先もあったりしてもおかしくないよね……？　だ、だって、幼馴染みだもん……」

　なんてこと、水着姿だったり、ブルマ姿だったりで招いてくるんだよ！　そ、それはとてもありがたいことなんだけど……、不意打ちに近くてついつい「わっ！」って驚いて扉とびらを閉めてしまうこともしばしば。あげく、俺がトイレに立ったときに、トイレのドアノブにさえ細工をしてくる始末だ！　さすがにトイレぐらいは自由にさせてくれって！

　最近じゃ、アーシアやゼノヴィアもエロ部屋を借りたり、共同で使ったりもしてくる。うっかり開いたら、いろんな衣い装しようを着た教会トリオが、飲み物とおつまみを用意してコスプレパブのごとく部屋で待っていたりするんだ！　そのときのあいさつも「いらっしゃいませ！」だったりしたぞ！

　そのせいか、俺は必ずノブを確かめてから入室するようになっている。……エロエロなことをするのは大だい歓かん迎げいだが、教会トリオは雰ふん囲い気き作りと誘さそい方が壊かい滅めつ的なので反応に困るんだよ！　未経験男子の俺にはハードルが高すぎるって！

『そうですか、それは結構』

　ミカエルさんもイリナの報告を聞いて満足そうにうなずいているしぃぃぃっ！　どこか、ずれているぞ、天使長とそのＡさん！

　困こん惑わくする俺を置いて先生が言う。

「ってわけでだ。悪いが、あいつらの挑ちよう戦せんを受けてもらいたい。まあ、天界と教会の尻しりぬぐいってやつだ。いつも貧びん乏ぼうくじを引かせて悪い」

　先生と共にミカエルさんまで『申し訳ありません』と済まなそうにしていた。トップ陣じんたるお二人にそんな顔されて頼たのまれちゃ、俺たちも退ひけなくなるわな。

　リアスが不敵に笑えむ。

「あのとき──コカビエル戦で関かん与よしたのは、私たちだもの。サイラオーグやシーグヴァイラの協力がなくても問題ないわ。何より、挑戦を受けた以上、引き受けましょう」

　ソーナ前会長もリアスの隣となりに並ぶ。

「私たちシトリーも挑戦を受けます。この町の学園に通っている以上、捨て置けませんし、私たちもコカビエルとの一戦にも三大勢力の会談にも関わりましたから」

　イリナも苦く渋じゆうに満ちた表情ながらも挙手する。

「ミカエルさま、私も参加してもよろしいでしょうか？　リアスさんたちの味方として──」

『ええ。あなたには苦労をかけますね、イリナ。私が不ふ甲が斐いないばかりに……』

　心の底から申し訳なさそうにするミカエルさんだったが、カラカラ笑って首を横に振ふるのはデュリオだ。

「ま、ミカエルさまが悩む必要なんてありゃしませんって。こういうのはどこでも起こりうる事件です。何かを変えるってことは、何かを犠ぎ牲せいにするってことで、不満を抱く者は必ず現れてしまうもんですよ」

　それを聞いてシスター・グリゼルダが感心していた。

「あなたがリーダーらしいことを言うなんて……成長しましたね、デュリオ」

「姐あねさん、もう少し俺のこと評価してくれるとうれしいんだけどなぁ……」

　がっくりきているデュリオだった。いやいや、いまのはリーダー的な意見だったと思うよ、俺は！

「じゃあ、イリナだけじゃなくて、デュリオやグリゼルダさんも？」

　俺の問いにデュリオとシスター・グリゼルダがうなずく。

「ええ、私やデュリオを含ふくめて、この地を任された天界、教会のスタッフは皆さんをバックアップします。同盟を肯こう定ていしている者もいるということです」

　──っ。

　……なんとも心強い言葉だ。そうさ、同盟を肯定している教会の者だっているんだ！　それは悪あく魔まや堕天使のなかにもいるわけで……、他の勢力にだって、和平を肯定する者はいる！　だからこそ、俺たち『Ｄ×Ｄデイーデイー』が結束したんだからさ！

　今いま更さらながら、そんな当たり前のことの大切さに気づいてしまった。

「アザゼル、ヴァーリたちは？」

　リアスがヴァーリについて先生に訊く。

「連れん絡らくが取れん。独自に動いているんだろう。まあ、今回はヴァーリがいると、逆に面めん倒どう事になりそうだ」

「ええ、私もそれを懸け念ねんして訊いたの。彼が来たら真の殺し合いになりかねないもの」

「黒くろ歌かとルフェイはこの地にいるから、使いたいようなら話を通しておけ。ただ飯は食わせるなよ」

　そりゃあね。きちんと兵藤家の家事を手伝ってくれているルフェイはともかく、食客まんまの黒歌には有事の際に動いてもらわんとな！　あの悪わる猫ねこはそれを言うと、「なら体で払はらうにゃん♪」って真まっ裸ぱだかになって抱だきついてきやがるから……うれしいけど！　こういうときこそ、働いてもらわないと！……俺としては体で払ってほしいんだけどね！

　先生が今回の件を総そう括かつする。

「では、まとめるぞ。今回、クーデター組の挑戦を受けるのは、リアスチーム、ソーナチーム、『Ｄ×Ｄデイーデイー』の『御使いブレイブ・セイント』組ということでいいな。サイラオーグとシーグヴァイラ側には俺からも事情を伝えておこう」

　わかりやすいね。つまり、この駒王町近辺にいるメンバーで事に当たるってことだ。

「あと、刃狗スラツシユ・ドツグを裏のサポート要員に回しておく。まあ、あいつならうまくサポートしてくれるだろう」

　──と、先生が言う。おおっ、幾いく瀬せさんが裏方か。なら、クリフォトの横やりがあったとしても危機的状じよう況きようには至らないかも。

　話がまとまったところで、シスター・グリゼルダが言う。

「大おお雑ざつ把ぱですが、ストラーダ猊げい下かとクリスタルディ猊下の実力は、デュリオが二人いると思ってください」

　…………うれしくない情報だぜ！　デュリオクラスかよ、あのじいさんとおっさん！　元デュランダル使いとエクスカリバー使いだから、相当なもんだと思っていたけど、そんなにかよ！

　デュリオが笑いながら俺の背中をぽんぽんと叩たたく。

「いやー、ははは。イッセーどん、あのじいさんとおっさん、マジ強いからお互たがい気を付けようねぇ」

　……本当、『Ｄ×Ｄデイーデイー』って大変だわ。けど、同盟を組んだ相手に拳こぶしを向けるのは、やはり気が引ける面も大いにある。……種族による価値観の違ちがい。異種族同士による争いの影えい響きよう。俺はいま悪魔だけど、少し前まで人間だった。種族が変わった時点で俺は……彼らにとってわかり合えない存在になったってことなんだろうな……。

　……横目に気になったのは剣けん士し組の三人だ。ゼノヴィアもイリナも木き場ばも、複雑極きわまりない顔をしていた。

　挑戦を受けた俺たちは、彼らと決けつ闘とうの日程を決める。

　決戦は──三日後となった。




　　　　─○●○─




　そうは言っても数日の間でもいろいろ起きるのが俺たちグレモリー眷けん属ぞくだ。

　翌々日、俺たちのもとを訪おとずれたのは──なんとタンニーンのおっさんだった！　これは予想外のお客さんだ！

　兵藤家地下にある転移型魔ま方ほう陣じんを通ってきたミニドラゴン姿のタンニーンのおっさん。おっさんは着いた早々に俺たちに言う。

「実は、頼みがあるのだ」

　そう、おっさんは今回珍めずらしくも俺たちを頼たよってきた。なんでも、珍しいドラゴン種族に関してだそうだ。

　おっさんは説明をくれる。

「俺の領民は大半が人間界から平へい穏おんを求めて流れてきたドラゴンたちなのだが……。領民のいち種族に『虹龍スペクター・ドラゴン』と呼ばれる希少種がいるのだ。それが此こ度たびたまごを生んだのだ」

　へぇ、たまごね。そりゃ、めでたい。

　──と、ふむふむと話を聞いていた俺の横では俺以外の者たちが度ど肝ぎもを抜ぬかれていた。一様に皆みんなが驚おどろいている。

　リアスが慌あわてふためいて言う。

「──虹龍スペクター・ドラゴン!?　確か、個体数がもう数えるほどしか残っていないと聞いているわ」

　つまり、相当にレアなドラゴンってことか。

　タンニーンのおっさんがうなずく。

「その通りだ。だからこそ、今回生まれたたまごがどれだけ待ち望まれたものか。……だが、『虹龍スペクター・ドラゴン』の孵ふ化かは難しいものでな。特に冥めい界かいの風は『虹龍スペクター・ドラゴン』のたまごにとってあまりよくないものだ。このままでは孵かえる前に腐くさってしまうかもしれん」

　それはまずいね。……あ、なんとなく、おっさんがここに来た理由がわかったかもしれない。

　おっさんが言う。

「リスクをできる限り下げたいがために駒王町の地下にある空間を借りようと思ったのだ」

　おー、そういうことか。でも、ここって敵の襲しゆう来らいが多いから、平和ってほどでもないんだけどね。

「いいの？　ここ、クリフォトに狙ねらわれているんだけど？」

　俺がそう訊きくとおっさんはあごを指でかく。

「うむ、他ほかに人間界で妥だ当とうなところが見つからなかったのだ。ここ以外の場所では、そのクリフォトにたまごが狙われないとも限らない。ならば、危険は承知で強固な結界が幾いく重えにも張られたこの地の、さらに地下深くの空間で孵化するまでの間だけ置いてもらえばいいのではないかと思ってな」

　リアスが問う。

「どれぐらいで孵化するのでしょうか？」

「人間界であるなら、思いのほか早いだろう。虹龍スペクター・ドラゴンは、孵化寸前まで腹のなかにたまごを入れておく習性があるのでな」

　じゃあ、早めにこちらに移動させたほうがいいんじゃないかな。じゃないと、冥界の空気で子供がやられてしまうかもしれない。

　それを聞いたリアスは二つ返事でうなずいた。

「わかりました。私たちも出来うる限り見守りましょう」

「すまないな。礼はする」

　両者の間で合意もあり、たまごを持ってくるという係の者を待った。

　しばし待っていると、転移の光と共に虹にじ色いろの光こう沢たくを持つ大きなたまごを抱かかえたひとつの人ひと影かげが現れる。

「…………」

　無言でたまごを抱える黒いコートの男。俺たちはその姿を見て仰ぎよう天てんする！

「──っ！　クロウ・クルワッハ！　どうしておまえが!?」

　俺が指を突つきつけてその男の名前を叫さけんだ！　うわーっ！　虹色のたまごを抱えて出て来たのが、伝説の邪じや龍りゆうさまだったよ！　相手が相手のためか、皆が一いつ斉せいに構えた！

　だが、タンニーンのおっさんが「待ってくれ」と間に入る。おっさんが頰ほおをかきながら、驚きの告白を口にした。

「……うーむ、話すと長くなるのだが……いまクロウ・クルワッハは俺の食客になっているのだ」

『えええええええええええええええええええええええっ!?』

　大声を出して驚くしかない俺たち！　こ、こんなの誰だれが予想できるよ！　ま、まさか、あの邪龍が、タンニーンのおっさんの下もとにいるなんてさ！

　邪龍は俺たちの驚きの目なんて気にも留めずに淡たん々たんと言う。

「……俺はいまタンニーンに衣食住を提供してもらっている。その礼を果たしているだけに過ぎない」

　…………いやいやいや。もう、こいつが口にするすべてがおかしいって！　タンニーンのおっさんのもとで衣食住提供されてて、礼を果たすために虹龍スペクター・ドラゴンのたまごを持ち運んで、俺たちの家に転移してきた！　全部がウソのような出来事だ！

　タンニーンのおっさんが言う。

「クロウ・クルワッハは邪龍だ。魔ま神じんバロールの元眷属でもある。だが、まあ生きつ粋すいのドラゴンでもあるだろう。ドラゴンであるのなら、通ずるものもあるだろうと思ってな」

　静かにうなずくクロウ・クルワッハ。……あらら、つまり、天界から冥界に移動して、タンニーンのおっさんと出会い、意気投合したってこと？

『他の邪龍どもに比べれば幾いく分ぶんかマシだろうが、油断はしないことだな』

　ドライグがタンニーンのおっさんにいちおうの注意はする。

「うむ、肝きもに銘めいじておこう。だがな──」

　タンニーンのおっさんがクロウに視線を送る。とうのクロウ・クルワッハは──あろうことか、この場に馳はせ参じていた我が家のマスコットことオーフィスと対たい峙じしていた！

　ああああああああああああああっ！　これはこれでまずいッ！　戦せん闘とう大好きな邪龍さまが、無む垢くな龍りゆう神じんさまにコンタクト取るなどとこれほど怖こわいものもない！　下手すりゃ、この家が吹ふっ飛ぶじゃねぇかぁあああああああああっ！

　青ざめる俺たちのことなんぞ無視して、クロウ・クルワッハはたまごを床ゆかに置いてからオーフィスに構える。

「オーフィスか。俺と勝負しろ」

　とうの龍神さまはバナナ片手に一言告げる。

「我、ケンカしないようイッセーたちと約束してる。無理」

　ソッコーで拒きよ否ひされたクロウ・クルワッハは、その答えが予想外のものだったのか、目を白黒させていた。

「…………そうなのか？　そうか、それはどういう手順を踏ふめば可能となる？」

「わからない」

「……そうか」

　そのやり取りをしたあと、クロウ・クルワッハは無言となり、再びたまごを抱えた。オーフィスはそのたまごを珍しそうにぺちぺちと触さわっていた。

　……な、なに、このなんとも言えない状況は……。邪龍が出てきて、オーフィスにケンカ売って、拒否されて、応じたと……？

　タンニーンのおっさんだけはおかしそうに「くっくっくっ」と笑っていたが……。

「ほら、心配はいらないかもしれんぞ」

　……いや、もう言葉もないっス。本当、このクロウ・クルワッハという邪龍は何を考えているかまったくわからん！　オーフィス以上に難解な思考の持ち主だぞ！

　──と、タンニーンのおっさんはオーフィスを見ても驚かなかったな。

「おっさんはオーフィスのこと……」

　確かく認にんを取ると、おっさんはうなずく。

「ああ、魔ま王おう殿どのから聞いている。誰にも話さんさ。龍神がおまえたちのところにいるというだけで安心できるからな」

　それはありがたい。できる限り、オーフィスには無用なものと接して欲しくないからな。ただでさえ、危あやうい存在なんだから、これ以上人目につくのは避さけたい。

　タンニーンのおっさんはクロウ・クルワッハのことを語る。

「……クロウ・クルワッハは人間界を見過ぎた者の目をしている。俺もこの歳としまで封ふう印いんもされずに各世界を見てきたが、奴やつの心情もわかるような気もするのだ。時代の移り変わり、人間の文化、人間の善悪、それに応じた異形たちの変化……それらを永い年月をかけて見てくれば、いくら強力なドラゴンといえど、価値観は揺ゆらぐ」

　……説得力のある言葉だね。実際、オーフィスにしてみてもわずかばかり俺たちと接せつ触しよくしただけで、いまのようになってしまった。……ドラゴンってのは、強ければ強いほど、純じゆん粋すいなのかもしれない。まあ、グレンデルたちみたいにただの悪意の塊かたまりってドラゴンもいるけどさ。

　タンニーンのおっさんはこう続ける。

「どちらにしても、クロウ・クルワッハは俺のもとでしばらくドラゴンのことを見て回るそうだ。ちょうど、俺の領民には多様なドラゴン種族がいるからな。悪いが、兵藤一いつ誠せい、グレモリーの者たちよ。このことはあまり公言しないでもらいたい。俺は、この者を少し見ていたいのだ」

　……タンニーンのおっさんは邪龍に何かを見いだそうとしているのかもしれないな。悪者相手には容よう赦しやないおっさんが、こう言うんだから何か得られるものもあるということなのだろう。おっさんは俺の師し匠しようだ。今いま更さら、疑うことなんてしやしない。

「わかったよ、俺はおっさんを信じる。俺にとっての理想の龍りゆう王おうはおっさんだしな」

　そう言うと、おっさんは照れくさそうに頰を指でかいていた。

　リアスも俺に続く。

「了りよう解かいしました。虹龍スペクター・ドラゴンのたまごもお任せください。孵化の兆候が見られましたら、ご連れん絡らく致いたします」

　リアスの言葉におっさんは「かたじけない」と礼を口にしていた。

　こうして、予想外のコンタクトも無事に終えられた。たまごの安置場所は、駒王町に設けられた地下空間のなかでも一等誰も寄りつかないところだ。

　……しかし、邪龍でもわかり合えそうってことは収しゆう穫かくだよな。タンニーンのおっさんの器量があるからこそってのもあるとは思うが……。そうだとしても、クロウ・クルワッハでも対話は可能なんだ。クーデターを起こした教会の戦士たちともわかり合えると信じたい。

　そんなことを強く感じてしまう出来事だった。




　　　　─○●○─




　さらに翌日──。

　教会の戦士たちとの決けつ闘とうも、明日あしたに迫せまっていた。その日もゼノヴィアたちは、旧校舎の一室を借りて、選挙当日におこなうスピーチの内容を確認していた。

　新オカ研の話し合いも一いつ旦たん落ち着いたあとで俺はアーシアと共にそれとなく、その部屋を訪おとずれた。

「えー、私が生徒会長に立候補した理由は……」

　プリントを確認しながら暗記しようとぶつぶつとつぶやいているゼノヴィアの姿があった。その横では、イリナと桐生きりゆうがプリント片手にあーだこーだ意見を交かわしている。

「やっぱさ、定型よりも大だい胆たんに笑いを取る方向とかもアリかもね」

「笑いよりもアクションもいいかもしれないわ。巻き藁わらを用意して、ゼノヴィアが一刀両断するの！　目を引くと思うわ！」

　……桐生もイリナもなんて会話してんだよ。ゼノヴィアもゼノヴィアで相手にせず、プリントと向き合っていた。

　アーシアもそこに加わり、本格的に選挙の話し合いとなった。当日に話すポイント、公約の重要性、話す順番はどうなるのかの予想、思い付く限りの案を出して詰つめていく。ある程度決まったところで、一旦休きゆう憩けいとなった。

　俺はお茶の用意をする桐生に近寄り、話しかける。

「なあ、桐生」

「なーによ、あらたまっちゃって。あんたらしくない」

　こいつが真実を知ったいまだからこそ、訊ききたくなったのだと思う。

「……悪あく魔まがこの学校の会長って、やっぱりおかしいかな」

　悪魔が生徒会長をする学校──。それが駒王学園だった。大半の生徒がそれを知らずに生活している。あとから知った桐生は、それをどう思うのか、知りたくなったんだ。

　何せ、彼女はゼノヴィアを生徒会長にしようと手伝っている。それはつまり次代も悪魔が会長になるかもしれないことを意味しているのだから。

　桐生は嘆なげくように息を吐はく。

「つーか、悪魔がいること自体非常識って知りなさいよね。まったく、ファンタジーにも程ほどがあるわ」

　それは……そうなんだけどね。それを言われたら元も子もないというか。

　桐生はあごに手をやり、しばし考えたのちに言った。

「でも、そうね……。別にいいんじゃない？　そんな学校がひとつかふたつあってもさ。何より、花はな戒かいさんもゼノヴィアっちも別に私たちを取って食おうなんて思ってないだろうし、この学園を支配して暗黒の世界に誘いざなうってのもあり得ないわけでしょ？　だったら、私たち一いつ般ぱん生徒と変わらないんじゃないの？　生物的に人間か悪魔かって違ちがいだけで、本質的なところは人間社会に準じようとしているなんてさ。健けな気げというか、ありがたいことじゃん。何より、人間よりめちゃ強い悪魔さんがいざというときに守ってくれるかもしれないんだからさ。私は大アリだと思うわよ？」

　──っ。

　……なんだろう、こいつのいまの言葉は……俺のなかですごい染しみる。

　桐生は続ける。

「それにゼノヴィアっちもアーシアもイリナちゃんも友達よ。正体知ったからといって、何も変わらなかったわ。少なくとも私はね。あんたのことだって、変わらずスケベだと思ってるし。だったらいいじゃん、ここの生徒として生きたってさ」

　きっと、こいつは思ったことを口にしているだけだろう。こいつに真実を受け入れるだけの度量があったってのが前提かもしれないが、それでもいま口にしたことは紛まぎれもない本音だと思う。

　だからだろうか。いま、こいつに言われたことは、いま俺が、俺たちが置かれた状じよう況きようを好意的に受け止めてくれたように思えて……。

　……いかん、ちょっとうるうるきた。最近、悪魔の存在理由だとか、戦う理由だとかでいろいろとありすぎたからな。

　それに気づいたのか、桐生はイタズラっぽい笑えみを浮うかべて俺の頰ほおを指で突つついた。

「何うじうじしてんのよ。あんたらしくない。じゃあ、こう言ってあげる。私はあんたやアーシアたちのことを肯こう定ていしてあげるわ」

「ああ、ありがとう」

「あんた考えすぎよ。人間にも良いヒトと悪いヒトがいて、悪魔にも良い悪魔と悪い悪魔がいるってだけでしょ？　どこの世界でもそれって変わらないんじゃないの？　同じ日本人だから言いたかないけど、ネガティブに物事捉とらえすぎよ」

　当たり前のように言う桐生だが、いまの俺にとってはその当たり前の言葉が、うれしかった。日本人って言ってくれたのもなんかグッときた。

「いや、本当にありがとう。なんだか、救われた気分だ」

「大おお袈げ裟さね」

　苦く笑しようする桐生。俺はこいつにあらためて頼たのみ込んだ。

「ゼノヴィアのこと、頼むよ」

　桐生は胸を張ってサムズアップする。

「任せなさいよ。最善は尽つくしてあげる」

　ああ、こんなところで気合いって入るもんだな。それが桐生の言葉によるものだなんてさ。

　──俺は元人間で現在悪魔だ。この駒王町に住む駒王学園の生徒で、何よりも平和を望んでいる。ただ、普ふ通つうに暮らしたい。それだけなんだ。

　この確かな想おもいだけは胸に強く抱いだいて明日の決戦に臨みたい。







　その日の深夜、俺は一人で兵藤家地下の屋内プールにいた。

　決戦を明日に控ひかえたいま、最後の調整としてプールに来ていた。鎧よろいを着ないまま、上じよう半はん身しん裸はだかでドラゴンの両りよう翼よくを生やしてプールの上空に浮かぶ。宙に浮かびながら、静かにオーラをまとう。

　最近、俺がやっている精神統一の一いつ環かんだ。肉体を鍛きたえ上げるのもいいけど、一人で心の鍛たん錬れんをするのも案外バカにならない。いろいろなものを一人で静かに考え直すことができるからな。宙に浮かびながら座ざ禅ぜんを組むとなおよし。屋内の明かりも最小限にしているので集中できる雰ふん囲い気きになっている。

　……あれほど、苦手としていた飛行も鎧を着なくてもできるようになっていた。と言っても、俺の場合は悪魔の羽じゃなくて、ドラゴンの翼つばさだ。いちおう、悪魔の羽も生やせるけど、どうにもドラゴンの翼のほうが相あい性しようはいいようで、意外にも簡単に飛べるようになっていた。

　……鎧を着なくてもドラゴンの翼が出る。それって、いまの肉体自体が以前の俺の体とは違う代しろ物ものになっていることも意味していた。いや、それは十分にわかっちゃいたけど。でも、己おのれの知らない肉体の変化を見つけるたびに思い知らされるんだよね。

　……前の体はサマエルの毒でダメになっちゃったからな。いまの俺の体はグレートレッドの肉でできている。むろん、オーフィスは人間としての機能もつけてくれたようだけど……大部分はドラゴンだ。そのあと、悪魔に再び転生したわけで……。体が変わっても、精神はずっと俺のままだから、不思議な気分だよな。アザゼル先生なんかはパイロットが機体を乗り換かえるようなもんだってたとえていたけど、実感はわかない。ただ、いま背中に生えているようなドラゴンの翼などの肉体の変化だけは認にん識しきできていた。

　ドライグが言う。

『グレートレッドの体からできている上にオーフィスの力まで注がれた肉体だ。いままでにない変化をおまえに与あたえるだろうし、予想だにしない進化の可能性も秘められているだろう』

　つまり、ドライグでも今後どうなるか、わかりゃしないってことか。

『ああ、そうだ。まあ、それがおそろしくもあり、おもしろくもある。なーに、なるようになるさ。いままでだって、そうやって危機を乗り越こえてきたじゃないか』

　それ言われたらそうなんだけどな。……いや、でも、平和が一番だって。皆みんな、仲良くできりゃいいんだけどな……。

『人間も悪魔もドラゴンも、生まれた環かん境きようが違えば、価値観も生き方も違うものだ。相あい容いれない感情も生まれるだろう。それはどの種族においても大昔から延々と続いてきた業のようなものだ。おまえが気にしたところで何も変わらんよ』

　うーん、そうは言われても俺たちゃ狙ねらわれるわけだしさ。ちっとはそういうの考えちまうよ……。和平や同盟を次々に叶かなえていっても、どこかしらで軋あつ轢れきは生まれて、いつしかそれが溜たまりに溜まって爆ばく発はつする……。『禍の団カオス・ブリゲード』の旧魔ま王おう派も、英えい雄ゆう派も、クリフォトも、今回の一件も、根底は一いつ緒しよなんだと思うし……。

「俺にとっての平和が苦痛と感じてしまう者がいるってことだよな……」

　ヴァーリに言われたあの言葉は、ずっと、ずっと俺のなかで渦うず巻まいている。きっと、永遠に問われ続ける命題なんじゃないかな……。

　俺は顔を勢いよく両手でパンと叩たたいた。……気合い、入れておかないとな。明日は決戦なんだし。

「挑ちよう戦せんは受けるさ。要はケンカだ。俺は──俺がやってきたことを否定したくないから、あのヒトたちのケンカを買う！」

　そう、それでいいんだ！　俺がいままで戦ってきたことは間ま違ちがいではなかったと、胸を張って明日あしたは戦いたい！

『それでいい。まだ子供のおまえが己の生き方を憂うれうなど、随ずい分ぶん早いのだからな。まずは百年ぐらい生きろ。生き方について自問するなら、それからでも遅おそくはないさ』

　ああ、そうだな、ドライグ。まずはがむしゃらに生きるさ。自分の信じた道を貫つらぬき通して！　ハーレム王になるんだからなッ！

　決意を固めたところで、プールサイドに降り立つ俺。すると、誰だれかがプールに入ってきたようだ。

「ん？　イッセーか？」

　Ｔシャツ一枚姿のゼノヴィアだった。

「おまえか。どうした、こんな夜中に？」

　俺が問うと、ゼノヴィアは苦笑する。

「いや、なんとなくね。一泳ぎでもしようかなと。邪じや魔まだったかな？」

「全然、俺ももう少ししたら上がるところだったからな」

　ゼノヴィアは「そうか」と言うと、飛び込み台に足を進めて──Ｔシャツを豪ごう快かいに脱ぬぎだした！　し、下は何もつけていない全ぜん裸ら！　パンツすらつけていなかった！

　引き締しまっているけれど、出るところは出ている見事なプロポーションが、薄うす明あかりのなかで浮かび上がる！　相変わらずいいおっぱいの形しているよな！

「──って、おまえ、全裸で泳ぐのかよ!?」

　俺が突っ込むが、ゼノヴィアは気にせず台に乗って飛び込む姿勢となった！　尻しりの形に目を奪うばわれるが、ゼノヴィアはそのまま飛び込んでしまう！

　プールをクロールで泳ぎ始める彼女。ゼノヴィアが言ってくる。

「裸はだかで泳ぐのは開放的でいいぞ？　私はたまに一人で深夜泳ぎに来ている！」

　ゼノヴィアは広いプールを三往復ほどしたところで、端たん壁へきから顔を出した。

「……イッセー」

「ん？」

　ふいに真ま面じ目めな顔で訊いてくる。

「……私は、超こえられるだろうか？　ソーナ前会長を、ストラーダ猊げい下かを」

　ゼノヴィアが超えなければならない相手、か。どっちも強敵だよな。

　ゼノヴィアは続ける。

「私は……やる以上は前任者を超えたいと思っている。戦士としても、駒王学園の生徒としても」

　不安めいたことを口にする割には強い瞳ひとみを浮かべるよな。やるからには勝つって意識は持っている証しよう拠こだ。

「そういや、訊きいてなかったな。おまえが生徒会長になりたい理由って」

　今いま更さらながら、俺はそれを訊いてみた。あまり、自分から話さないからな、こいつ。いつの間にか、相談もなく決めて実行するタイプだから。

　ゼノヴィアはしばし黙もくしたあとに口を開いた。

「……生まれて初めて通った学校だ。通い始めてからつまらないと感じたことは、一度たりとてなかった。授業も、休み時間にクラスメイトと話すことも、部活動も、行事も、修学旅行も、すべてがすべて新しん鮮せんでやりがいがあって、楽しかった。なあ、イッセー。私は、あの学校が大好きなんだと思う。あんなにおもしろいところがあっていいのかとさえ思えてしまうんだ。だから、私は……恩返しをしたいんだと思う。いや、私はあの学校に何かを残したいんだ。それが、生徒会長になって、学校のために尽じん力りよくすることだと自然と考えが行き着いたんだろう」

　……そっか。駒王学園が大好きってか。そうだな、こいつは学校で生き生きとしていた。何をしても全力で楽しんでた。授業も、行事も、休み時間の他愛たわいもない会話も。ゼノヴィアはすべてを余すことなく堪たん能のうしていたんだ。

　そこまで言って、ゼノヴィアは何かに気づいた様子だった。

「……ああ、そうか。これを皆に言えばいいんだな。回りくどいことなんて、何もなかったんだ。話すことも、戦うことも──」

　天てん井じようを見上げるゼノヴィア。どこか、考えがまとまったように見えた。

　ふいにゼノヴィアが手を出して言ってくる。

「イッセー、手を引っ張ってくれ」

　俺は息を吐はいて、「はいはい」と手を突つき出した。──そのときだった！　ゼノヴィアは俺の手をつかんで強引に引き寄せてきやがる！

「お、おい！　いきなり、なん──」

　その勢いに負けて俺はプールのなかに落とされてしまった！　水から顔を出して、ゼノヴィアにひとつ文句を言おうとしたとき、その口が唐とう突とつにふさがれた。

　──ゼノヴィアが、俺に抱だきついてキスをしてきたからだ。

　ふいを突かれた格好の俺は、抵てい抗こうすらできず──。ゼノヴィアは唇くちびるを離はなすと同時におかしそうに笑う。

「……ふふふっ、二度目のキスだ。イッセー、私は本気だぞ。会長になることも、戦士としても、そして恋こいもな」

　水のなかで抱きついてくるゼノヴィア。全裸のためか、肉感はダイレクトに伝わってきて……おっぱいの感かん触しよくが素す晴ばらしかった！　って、深夜のプールのなかで俺は何をしているんだ!?　いや、幸せかもしれないけど、こんな場面、他ほかの子に見せられないよ！　密会しているようじゃないか！

　ゼノヴィアが潤うるんだ瞳を浮うかべて俺に言う。

「私がこんな生き方を選べたのは、リアス前部長やアーシア、イリナをはじめとした、友や仲間のおかげだ。だがな、ここまでやりたいことがたくさん生まれたのはイッセーがそばにいたからだ。キミといると、私は何よりもいまの生活が楽しいと実感できるし、目標もどんどん見つかる。そんなことを与えてくれる男は、キミが最初で最後なんだろうね。──『王キング』になれ、イッセー。私はキミに付いていくからな」

　──っ。……こいつめ、うれしいことを真まっ直すぐに言ってくれるじゃないか。

「ああ、俺はいつか必ず『王キング』になるぜ。付いてきたけりゃ、付いてこい。けど、リアスほど敏びん腕わんにはいかないだろうから、苦労はかけると思うぜ？」

「望むところだ。一からの叩き上げ運営なんておもしろそうじゃないか」

　言ってくれるぜ、ゼノヴィアめ！　そこまで言うのなら、俺が独立したとき、アーシアとおまえとレイヴェルの四人でスタートってのも悪くねぇ。

　ゼノヴィアは両手で俺の顔を押さえた。まるで彼女が慕したっているシスター・グリゼルダの真ま似ねのように思えた。

「……そうだったな。イッセーも自分なりのやり方を見つけて覇龍ジヤガーノート・ドライブを超えてきたんだ。私にも私のやり方が……」

　それだけ意味深につぶやくと、ゼノヴィアは何かを得心したのか、愉ゆ快かいそうに口の端はしをあげて再び泳ぎ始める。

「なんだか、気合いが入った。もうひと泳ぎしてくる。イッセーは先に上がっててくれ」

　おいおいおい、強引に水のなかに落として、強引にキスをしてきて──。

　まあ、楽しそうだからいいか。どこか、吹ふっ切れてゼノヴィアらしさが全開になったようにも思える。

　けどよ、ゼノヴィア。いまの台詞せりふ、うれしかったぜ。俺と一緒にいる生活が楽しいって言ってくれてさ。

　なあ、ヴァーリ。俺の平和を楽しいと言ってくれる奴やつもいるんだぜ？

　俺はプールから上がるとゼノヴィアに叫さけぶ。

「おい、明日は決戦なんだ！　ほどほどにな！」

　ゼノヴィアは水の中から手を振ふって応こたえた。

「二人で密会なんてずるい！」

　などと言って突然背中に抱きついてきたのは──イリナだった！　背中にマシュマロなやわらかい感触が襲おそう！　おっぱいだ！　しかもこの感触は……生！　抱きついたまま背後から前に回ってきたイリナは──髪かみをおろして、パンツ一枚という格好だった！

　イリナが頰ほおを膨ふくらませながら言った。

「……ゼノヴィアとのこと、見てたんだから」

「え！　えーと、そ、そうか……」

「ゼノヴィア、連れて行っちゃうの？」

　本当にさっきの会話を立ち聞きしていたんだな。俺は頰をかきながら……。

「ま、まあ、約束だしな」

「じゃあ、私も将来時折イッセーくんのところに行くから」

「イリナは天使だろ？　ほ、ほら、仮に数百年後だとしたら、イリナもそれなりのポストについてて会いづらくなるかもしれないし……」

　ミカエルさんのＡエースだしな。将来、イリナは偉えらくなってそうだ。

　けど、イリナは踵かかとをあげ、顔を近づけてくる。瞳を潤ませて訴うつたえてきた。

「幼おさな馴な染じみは、彼女や眷けん属ぞくよりもある意味で、ずーっと重要なんだからね……」

「か、彼女……リアスよりも重要だと？」

「イッセーくんのなかでは違ちがうかもしれないけど、私のなかでは彼女よりも幼馴染みのほうが上なの。だから、リアスさんと同じこともしちゃうし、それ以上のこともイッセーくんにしちゃうんだから」

　などとぎゅっと抱きついてきて、官能的な台詞を言ってくれる！　しかも、翼つばさが点てん滅めつしながらもそんなことを言ってきやがった！　堕だ天てん覚かく悟ごの攻こう勢せいなのですか!?　イリナのモチモチおっぱいが俺の胸に押しつぶされててたまらん状態だ！　このモッチリと俺の肌はだに吸い付くような天使の触さわり心地ごこち──肉感がこちらの意識を吹き飛ばしてきそうになる。

　胸に顔を埋うめながらイリナはぼそりと言う。

「……ねぇ、このままあの部屋行っちゃおうか？　決戦前にイッセーくんの士気を向上させてあげたいな……」

　……ごくりと生なま唾つばを飲み込む俺。……おのれ、イリナ！　クリスマス以降、すっかりエロエロな台詞を吐くようになりおってぇぇぇぇぇええっ！　行きたい！　俺はあの部屋に行きたいです！　このままお持ち帰りしたい！

　しかし、その思いとは裏腹にプールから勢いよく飛び出てくるゼノヴィアの姿が視界に映り込む！　ゼノヴィアはプールサイドに上がるなり、ツカツカと俺のもとにやってきた。

「士気向上なら私も欲ほしいぞ！　イリナ！　あの部屋を貸してくれ！　イッセーとは私のほうが早く予約を入れているんだ！」

　どんな予約だよ!?　あれか!?　こ、子作り宣言の件!?

　これを聞いたイリナが再び頰を膨らませる！

「だーめ！　あれはミカエルさまが私にくれたものなの！　私とダーリンの愛の巣だもん！　私とゼノヴィアとアーシアさんの三人でイッセーくんのために使うならいいけど、ゼノヴィア個人が使ったら、一週間はこもって帰ってきそうにないもん！」

「それはそうだ！　十日はイッセーを借りるぞ！　なかであらゆる可能性を見出みいだしてみせるのだからな！」

「ダメったら、ダメ！」

　俺の腕うでにぎゅっと抱きついて離れない、離そうとしないイリナ！　ゼノヴィアも負けじともう片方の俺の腕につかまり抱きついてくる！　ああ、両腕に伝わる女体の極上のやわらかさ！　むにゅむにゅむにむにむっちりとダブルおっぱいに両腕が挟はさまれて、幸せを堪能しちゃってる！　どっちも胸が大きいから質量を感じてありがたい！

「イッセーくんは幼馴染みの私のものよ！　ダーリンだもんダーリン！」

「いーや、先に予約した私のものだ！　私こそ、ダーリンと呼ぶぞダーリンと！」

　俺に抱きつきながら火花を散らす両者！　こ、こりゃ、俺もどうしたらいいかわからなくなってきたところで、さらに背中に抱きつく誰だれかがいた。

「……イッセーしゃん、おねむしなきゃダメれすよ～」

　……寝ね惚ぼけた様子のアーシアだった。おいおい、寝惚けたままでここまで来ちゃったのかな……？　さすがにこの状態のアーシアを前にゼノヴィアか、イリナか、と決めるわけにもいかないな。

　俺はゼノヴィアとイリナを収めてから、寝惚けるアーシアをお姫ひめさま抱だっこした。

「もう寝ようぜ？　さすがにアーシアをプールに置きっぱなしにはできない」

　俺がそう言うと、アーシアも寝惚けながら、

「……そうれす、おねむしなきゃダメれす……イッセーしゃん、だっこ～」

　なんて甘えてきてくれる。

「はいはい、帰りますよ」

「……だっこれすよ～、ずっといっしょれす～」

　ああ、かわいい俺のアーシアちゃん。寝惚けたアーシアって本当にかわいいんだよねぇ。新部長を死ぬ気で支える所存です！　麗うるわしいリアス部長から愛らしいアーシア部長ってのは最高の引き継つぎだと思うのです！

　ゼノヴィアとイリナはアーシアの寝惚けた姿に顔を見合わせて──ぷっと吹きだしていた。

「それもそうだな。アーシア部長に言われては仕方ない」

「うんうん。アーシア部長の命令は絶対だものね」

　二人とも合意してくれた。すぐに仲直りするのが二人のいいところだ。──が、二人は俺にぴったりと寄り添そってくる。

「じゃあ、今夜はイッセーの部屋で寝ようかな。リアス前部長を起こさないように寝つこう」

「そうね！　イッセーくんやアーシアさんと同じベッドで寝ちゃうわ！」

　マジかよ！　リアス、アーシア、ゼノヴィア、イリナと共に寝ることになるのか！　ま、まあ、言っても聞かないだろうしな……。

「ま、何はともかく、明日あしたは勝ちにいこうぜ。俺たちならいけるさ」

　俺の一言にゼノヴィアもイリナも心強い笑えみを浮かべていた。

　さて、プールでいろいろあったけど、俺も気合いが入ったぜ。

　明日の決戦──。いい感じで迎むかえられそうだ。

　……と思ったが、朝になったら、ベッドの下で目覚めた俺なんだけどね。ゼノヴィアのみならず、イリナにまで寝返りで蹴け飛とばされてしまった俺だった──。







　　　Life.3　拳と剣カーニバル







　ついに教会のクーデター組との決戦の日となる。

　オカ研メンバー、シトリーメンバー、シスター・グリゼルダ、デュリオが集合場所である兵ひよう藤どう家地下に集つどっていた。転移型魔ま方ほう陣じんのある部屋だ。

　アザゼル先生と天界スタッフ、幾いく瀬せ鳶とび雄おさんはサポートとして裏につく。

　アザゼル先生が一歩前に出てあらためて概がい要ようを説明し始めた。

「いいか、今回の一戦は教会のクーデター組とのケンカだ。場所は、この転移魔方陣の先に急きゆう遽きよ設けたレーティングゲーム用のバトルフィールドで行う。相手もそれを承知したんでな、この地よりは派手に暴れられることは先に伝えておこう」

　ゲーム用のフィールドか。なら、この町でドンパチするよりは遥はるかに安全ってことだな。

　ソーナ前会長が言う。

「深夜零れい時じちょうどに開始ということになっています。相手方もこちらの用意した転移型魔方陣を通ってフィールドに来るでしょう」

　匙さじがそれを受けて言う。

「しかし、相手もよく承知しましたね。フィールドで戦うことも、こっちの転移型魔方陣で移動することも。転移の先が実は牢ろう獄ごくだったとか、結界だったとか、あるいはフィールド自体が罠わなだとか、そういうのは考こう慮りよしなかったんでしょうかね」

　まあ、匙の言うことも一理ある。明らかにこちらにとって有利な条件だし、一見よくそれらを全部吞のんだと思える。

　アザゼル先生が苦く笑しようした。

「じゃあ、逆に訊きくがおまえらはそれを思い付いたとして今回の一件に実行したか？　いや、俺はいちおう考えたが、実行には移さなかった。ま、そういうことだ。あっちもこちらがそんなものを用意することはないだろうと踏ふんでいる。何せ、ここでこじれれば禍か根こんは深く残るだろうからな。ケンカってのはストレートに応こたえりゃいいんだよ。両陣じん営えいともクーデター組に退路がないのは重々承知なんだしな」

　俺たちを信用しての行動ということか。不満をぶつける相手、不満の元げん凶きようと感じている相手……けれど、戦士としては、戦う相手としては、俺たちを信じているってことなのかね。あるいは、ストラーダ、クリスタルディ、あの二人が信じた者たちであるからこそ、配下の戦士たちもそれを信じているという面もあるのだと思う。

　先生が続けて言う。

「……おまえらばかりが貧びん乏ぼうくじを引いていて本当に申し訳ない。だが、ストラーダ、クリスタルディ、この両名がただイタズラに不満を抱いだいた戦士をここまで連れてきていないだろう。戦士たちは憤いきどおりを俺たちにぶつけたいのが本音だろうが、枢すう機き卿きようの三名の真意は他ほかにある。……ヴァチカン本部から、ある程度、情報は得ていてな。あいつらは……本当の大おお馬ば鹿か野や郎ろうだってことがわかった」

　先生は苦笑いしていた。どこか、呆あきれたような、それでいて悲ひ哀あいの色も瞳ひとみに映していて……。先生はおそらくあのじいさんとおっさんが今回ここに挑ちよう戦せんを申し込んできた真意みたいなものを察したのだと思う。

　先生の言葉に全員神しん妙みような面おも持もちをしながらうなずいた。皆みんな、腹が決まったってことだろう。

　ソーナ前会長が視線で真しん羅ら先せん輩ぱいに次じ項こうを促うながした。真羅先輩が魔力で宙に大きな鏡を出現させて説明をし始める。鏡にはバトルの舞ぶ台たいとなるフィールド全体が映し出されていた。

「フィールドのモデルは、駒く王おう町ちようです。駒王学園を中心に半径十キロの周辺地域を再現したフィールドが戦場となります。フィールドの形成には今回ロスヴァイセ先生のご協力がありました」

　ロスヴァイセさんもバトルフィールドを作った？　訝いぶかしげに思う俺だったが、ロスヴァイセさんが皆に言う。

「例のトライヘキサ用に研究中の封ふう印いん術の応用を今回のバトルフィールドに用いています。……良い結果が得られればいいのですが……」

　なるほど、トライヘキサ用に研究中の術を使ったのか。ロスヴァイセさんは、独自の理論で対トライヘキサ専用の封印術を年末年始と休むことなく、思案していた。アザゼル先生や他の研究者も協力しているそうだが……その試運転が今回のフィールドに使用されているってことか。

　……未知の相手、誰も出会ったことのない獣けもの……。そんなのを相手にして、ロスヴァイセさんは日々封印の術式を構築しているのだから頭が下がる。類たぐい稀まれな魔ま法ほうの才女ゆえにできることだ。

　真羅先輩が報告を続ける。

「相手は中隊規模の部隊をふたつに分けるとのことです。主にエヴァルド・クリスタルディとヴァスコ・ストラーダをリーダーとしたふたつの部隊となります」

　わかりやすいね。フィールドの舞台は駒王町！　そして相手は元エクスカリバーの使い手と元デュランダルの使い手を中心にそれぞれ部隊を作ったということだ。

　真羅先輩に続いてソーナ前会長が言う。

「それに伴ともない、私たちもふたつにチームを分けます。編制ですが、エヴァルド・クリスタルディ側に『ジョーカー』デュリオ・ジェズアルドさんを中心として、シスター・グリゼルダさん、紫し藤どうイリナさん及および『御使いブレイブ・セイント』の参戦メンバー、そこにサジ以外の私たちシトリー眷けん属ぞくがサポートに入ります」

　天使＋シトリーはエクスカリバーのクリスタルディ氏が相手ってことだ。

「そうなると、グレモリー眷属と匙くんを入れたメンバーがヴァスコ・ストラーダ氏の部隊と戦うことになるわね」

　リアスがそう口にする。

　俺たちの相手は……デュランダルの元使い手ことストラーダのじいさんか。ゼノヴィアは……瞳に戦意を滾たぎらせ始めていた。

「黒くろ歌か、ルフェイ、刃狗スラツシユ・ドツグが裏でのサポートに入る」

　──と、先生が追加の報告をくれた。そうか、裏のサポート要員も豪ごう華かだ。……それでもクリフォトなら、わずかな隙すきを突ついて乱入してきそうで怖こわいけどね。

　ここで一歩前に出る者がいた。──木き場ばだった。

「ソーナ前会長、僕もジョーカー側に付いてもいいですか？」

　──っ！……その申し出に皆が一様に驚おどろいた。だが、すぐに全員が察してしまう。

　……木場は、エクスカリバーへの想おもいを再燃してしまっている、と。

　ソーナ前会長は瞑めい目もくして問う。

「……エクスカリバー、ですね？」

　木場は静かにうなずいた。

「クリスタルディ氏は元エクスカリバーの使い手と聞いてます」

　ソーナ前会長がシスター・グリゼルダに訊く。

「はい、現役を退いたとはいえ、数少ない天然のエクスカリバー適合者です。話では、若かりし頃ころに一時期三本のエクスカリバーを同時に使いこなしていたと聞いています」

　……三本同時、か。フリードの野や郎ろうも似たようなことをしていたが、そんなのを歯し牙がにもかけないほどに使っていたのだろう。コカビエル襲しゆう来らい事じ件けんのときよりも格段にレベルアップしている木場が、あのおっさんに一いつ蹴しゆうされたのだから。

　シスター・グリゼルダが続ける。

「エクス・デュランダルの製法の過程で作ったエクスカリバーのレプリカを教皇聖下から賜たまわった唯ゆい一いつのお方でもあります」

「エクスカリバーのレプリカ？」

　俺の問いにリアスはあごに手をやっていた。

「話ではいちおう七本揃そろったから、解かい析せきしてその力を再現したレプリカを作り上げたと聞いているわ。確か、力は本物の五分の一にも満たないと聞いているけれど……」

　じゃあ、あのおっさんが持っていた剣はエクスカリバーのレプリカ！　俺がなんとなく感づいたことは概おおむね合っていたのか。

「ストラーダ猊げい下かも同様に聖下から賜ったデュランダルのレプリカを有しているはずです」

　──と、シスター・グリゼルダが言う。

　あのじいさんもレプリカを持っているのかよ！……こりゃ、想像以上に激戦となりそうだな……。

　木場はそれを聞いて訴うつたえる。

「……戦わせてください。僕はもう一度、エクスカリバーを、エクスカリバーの使い手を超こえたいと思っています。これは復ふく讐しゆうではありません。挑戦なんです！」

　教会のお偉えらいさんが、元エクスカリバーの名うての使い手だったっていうのが、こいつの心に火を点つけてしまったのだと思う。木場の瞳に映るのは憎ぞう悪おの炎ほのおではないが、複雑な心境の色だった。……自分への怒いかりなのか、相手への怒りなのか、それとも──。

　答えに苦く慮りよするリアスだったが、そこへ第三者の声が入り込む。

「──やらせてあげてもよろしいのでは？」

　肯こう定ていを促す意見と共に姿を現したのは、アーサー・ペンドラゴンだった。予想外の男がこの場に現れたな。……いや、今回の相手は聖せい剣けんに直結する。ヴァーリもこいつに今回の参戦を促していやがったしな。そう考えるとここへ姿を現してもおかしくないか。

　皆の視線を集めるメガネの美青年は、作った笑えみで木場に言う。

「剣士のこだわりは、剣士にしか癒いやせませんよ。ねぇ、木場祐ゆう斗とくん？」

　木場は無言だった。ただ、視線を交かわす両者の間には、剣に己おのれを託たくす者のみに通じる何かがあるように思えた。

　アーサーは自身の胸に手を添そえながら言う。

「代わりと言ってはなんですが、私がヴァスコ・ストラーダとの戦いに参戦致いたしましょう。長年、興味がありましたから。最強のデュランダル使いと称しようされたご老体の力にね」

　アーサーがグレモリー側に参加するってか。こりゃまた想定外というか、予想もできなかったわ。

　それを受けてリアスは──大きく息を吐はいてから親友に述べた。

「…………ソーナ、そちらに入れてあげてちょうだい」

「いいのですか、リアス？」

　確かく認にんされたリアスは、木場に真まっ直すぐに告げた。

「祐斗、今度こそ、あなたの気持ちに決着を付けなさい」

　木場はその場で跪ひざまずき、主あるじに心からの感謝の言葉を口にする。

「はい、ありがとうございます」

　その表情には、感謝と共に──戦意に満ちた剣士の決意も見て取れる。……誰だれが見ても一見は勇ましい顔つきだろう。でもな、ダチ公。俺は気づいちまってるんだよ。

　そのやり取り後も作戦について確認を取り合い、残りの時間はバトルフィールドに転移する前の最後の休きゆう憩けい時間に当てることとなった。

　皆がそれぞれのリラックス法で落ち着いているなかで俺は壁かべに背中を預けた木場のもとに向かっていた。

「木場、ちょっといいか？」

「なんだい」

「おまえ、ぶり返してないだろうな？」

　正面から、俺は素す直なおに訊いた。奴やつは一いつ拍ぱくおいたのち、作った微笑ほほえみを浮うかべた。

「……大だい丈じよう夫ぶ、僕はリアス・グレモリーの騎士ナイトであり、オカ研の剣つるぎだと自覚しているよ」

　その言葉は真意でもあるのだろうが、どこかうつろな感じがして俺をいらつかせた。
















「ああ、そうだ。おまえは剣だな。──けど、それを収める鞘さやはあるのか？」

「──っ」

　俺の問いに木場は答えない。俺は……思っていたことをすべて吐く。

「……これだけは覚えておけよ。おまえの代わりなんざ、俺はゴメンだからな。リアス・グレモリーの『騎士ナイト』はおまえとゼノヴィアなんだ。俺はおまえの代わりになんかなってやらねぇ。だから……死ぬんじゃねぇぞ、バカ野郎」

　俺の言葉にきょとんした木場だったが、フッと笑った。どこか、俺の言ったことを再認識して、自じ嘲ちようするかのような笑いだった。

「そっか、代わりは……いないよね。あらためて正面から言われると、いい意味で釘くぎを刺さされた気分だ」

　こいつがまとっていた緊きん張ちようが和やわらいだように思えた。それを確認できただけでも話しかけて正解だっただろう。

　……よし、木場はＯＫとして残るは……。視界にアーシアが映る。部屋に用意された椅い子すに座り、天にお祈いのりを捧ささげているところだった。

　俺は彼女のもとに歩み寄り、ひとつ訊きく。

「アーシア、いいのか？」

　アーシアは目を開けて、静かに返す。

「……教会の方々と戦うことですね？」

　そう、アーシアはこれから元いた教会の者たちと真っ正面からぶつかることになる。複雑な心境に違ちがいはないだろう。

「ああ、辛つらいなら、降りたっていい。……って言っても付いてきちゃうよな」

　そう、俺はアーシアの答えがわかっていた。ああ、この子はきっと──、

「はい、イッセーさんやリアスお姉さま、ゼノヴィアさんもイリナさんも皆みなさんが戦うのでしたら、私もいきます」

　って、笑顔で答えちまうのさ。

　しかし、いまのアーシアには絶対の壁役が不在している。

「ファーブニルが目覚めない以上、例の邪じや龍りゆう四兄弟に守ってもらうんだぞ。もちろん、俺や皆みんなもアーシアを死守する！　でも、どうしてもってときはあいつらに壁役をやってもらうんだ」

　ファーブニルがいない以上、アーシアが使し役えきしている邪龍四体の力が必要となる。

「はい！　邪龍の皆さんはとてもやさしい方ばかりなので安心して回復に専念できそうです！」

　力強くうなずくアーシア。……でも、回復役を執しつ拗ように狙ねらうような真ま似ねを彼らはするだろうか？　いままで怪け我が人は出ても死者は出ていないというクーデターだ。……回復役とわかっているであろうアーシアを殺しにかかるようなことはしないとは思うのだが……。けど、能力を封ふうじる行こう為いはしてきそうだ。実際、そのような神器セイクリツド・ギアを見たことがあるし、教会の戦士にその特性を持った所有者がいても何ら不思議じゃない。あー、となると俺たちもその手の能力には気をつけないとな。ハメ手にてんで弱い火力重視のグレモリーチームだもんね。

　腕うでを組んであーだこーだ思し慮りよしている俺に黒歌とルフェイが近づいてきて一言。

「ま、何か怪あやしげな術を受けて機能停止しちゃったら、裏からこっそり解かい呪じゆしてあげるにゃん」

　なんて言われてしまった！　小こ猫ねこさま同様、俺の脳内を読むのに長たけてますね、猫ねこ又またお姉さん！

「兄のこと、よろしくお願いします」

　ルフェイにそんなことをお願いされてしまった。とうのお兄さんは、一人静かに立ちながら文庫本なんて読んでいるけど……。妹の心配なんて知らずじまいってか。

「ま、必要ないだろうけど、いちおう任せてくれ」

　ルフェイの願いに応じる俺の視界に──ゼノヴィアとイリナの姿が映り込む。

　互たがいに聖剣を取り出して、刃はを軽く合わせていた。

「……あまり、同どう胞ほうと戦いたくはないけれど、それでもお互い聖剣を持つ者として先せん駆く者を超えるとまで言わず、一矢は報むくいたいわね、ゼノヴィア」

「ああ、デュランダルのローラン、オートクレールのオリヴィエに恥はじない使い手とならなければならないな」

　こっちもこっちで気合いが入っているようだ。二人には二人の伝説の聖剣に選ばれた者の矜きよう恃じがあるのだ。

　そのゼノヴィアにシスター・グリゼルダが歩み寄った。唐とう突とつにその顔を両手でつかんでしまう！　決戦前の小こ言ごとを聞かせるのかと俺もゼノヴィアも思っただろう。しかし──。

「ゼノヴィア、あなたの相手はあのストラーダ猊下です。それは十二分に承知の上ですね？」

「あ、ああ、もちろん。け、敬意を以もつて立ち向かうつもりだ。け、決して失礼なことはしない」

　同じ施し設せつの出であり、姉役でもあるグリゼルダさんはあのゼノヴィアが教会在ざい籍せき時代に唯ゆい一いつ頭の上がらなかった相手だ。突とつ然ぜんの問いかけに戸と惑まどっているようだった。教会関係者としては相手が相手なので、不ぶ躾しつけを咎とがめられると感じてかゼノヴィアは先んじて謝ってしまっていた。──が、そのグリゼルダさんはゼノヴィアを胸に抱だき寄せる。

「……ひとつだけ伝えます。いいですか、ゼノヴィア。──女子力とは、女子の腕わん力りよくのことではありません。家庭的なスキルのことです」

　それを耳にして狼ろう狽ばいするゼノヴィア。

「──ッ！　そ、それぐらい知っているぞ！　鍛きたえあげた腕の力こぶを見せれば男は簡単に転ぶだなんて勘かん違ちがいはもうしていない！　年末に真の意味を知って以降、私は本当の意味で女子力をあげようと思っているっ！」

　……うん、決戦前になんて会話してんだよ！　いや、らしいっちゃらしいけど！

「私だってそのぐらいのことは去年のうちに知ったわよ！　遅おそいわね、ゼノヴィア！」

　勝ち誇ほこりながらイリナが言う！　おまえも十分情報遅いからね!?

　そんな会話をしながらもグリゼルダさんは微笑みながら言う。

「……けれどね、ゼノヴィア。あなたが女の子らしくなって、私はうれしいのですよ。神のため、信しん仰こうのためとデュランダルを振ふるい続けてきたあなたが戦い以外のものにも目を向けてくれた……。出生ゆえ、そのような歩み方をしたのは致し方ない面はありましたが……。それでもいまはゼノヴィアは私にとってまばゆいばかりです」

　ぎゅっと抱きしめてシスター・グリゼルダはゼノヴィアに言う。

「あなたは私にとって悩なやみの種であり、手のかかる同郷の士であり……かわいい妹です。あなたなら、生徒会長にもなれますし、ストラーダ猊げい下かも超こえられるはずです」

　抱きしめられているゼノヴィアは気き恥はずかしそうにしながらもこう応こたえる。

「……自じ慢まんの妹になれるよう努力するよ」

　その光景にほっこりしてしまった。互いに立ち位置が変わろうとも、互いを想おもう気持ちには変化はないってことだよな。

「イッセーさま」

　レイヴェルが声をかけてくる。今回も彼女は留守番だ。というか、ライザーのゲームに参戦する日も近いから、無理強じいなんてさせられるわけにもいかないだろう。

　俺はニカッと笑った。

「ああ、わかっているよ。勝負を決めてすぐに帰るよ」

「当然ですわ。イッセーさまはお忙いそがしい身の上なのですから」

　まったく、俺のマネージャーさまは手厳しい限りだぜ！

　──と、椅子に座っていたソーナ前会長が立ち上がる。

「時間です。──フィールドに入りましょう」

　皆が転移型魔ま方ほう陣じんの中心に集つどう。

　こうして、俺たちと教会クーデター組とのケンカが始まろうとしていた！




　　　　─○●○─




　転移型魔方陣よりフィールドに移って数分──。

　僕こと──木場祐斗は、エヴァルド・クリスタルディとの一戦に参加するため、『御使いブレイブ・セイント』とシトリー眷けん属ぞくのチームに参列していた。

　こちらの戦場は──あの廃はい墟きよと化していた教会周辺だった。そう、堕だ天てん使しレイナーレが居城としていたところだ。イリナさんのお父さんが過去に所属していたというところでもあり、僕たちにとってはいろいろと因いん縁ねん深い場所だった。

『御使いブレイブ・セイント』のメンバーはデュリオ・ジェズアルドさん、シスター・グリゼルダさんとイリナさんを中心にした十名ほど。四大セラフが有する『御使いブレイブ・セイント』から各三名ずつ集めたようだ。残りの『御使いブレイブ・セイント』メンバーは天界の守護についている。去年の暮れにあのような襲しゆう撃げき事件が起こったばかりだ。そちらに転生天使の人員を割さくのは当然と言えた。

　戦せん闘とう開始が間もなくに迫せまったところで、待機していた僕のもとにジョーカーであるデュリオ・ジェズアルドさんが話しかけてくる。僕の隣となりに腰こし掛かけてから言う。

「いやー、まさか、木場きゅんと一いつ緒しよの戦線なんてねぇ」

「いえ、こちらこそ、光栄ですよ」

　このヒトとは模も擬ぎ戦を何戦かさせてもらっている。……まるで隙すきの見つからない『切り札』の体現者だ。

　デュリオさんが後頭部をかきながら言う。

「木場きゅんは複雑な事情を抱かかえてるって聞いてたからさ、俺と組むのはいやかもなーって思ってたんだけどね」

「憎にくむべき相手ぐらいはわきまえているつもりです。僕らのリーダーとなったあなたを憎むなんて道理は現状あり得ません」

　……彼と何度か接せつ触しよくしてわかったことは、このデュリオ・ジェズアルドという男が思っていた以上に『軽く』、年相応の青年だったということだ。つまり、お人好しであり、笑え顔がおの似合う男だ。

「そっか、木場きゅんの過去は聞いていたからさ。今日は殺気むんむんかなーってちょっと心配しちゃったんだ。……よくねぇんだよね、わだかまりがあろうともいま身内で争うのはさ。いまだけは我が慢まんの子が一番なんだよなー」

　そのようなことを言いながら、デュリオさんは懐ふところから何かを取り出した。

　──折り紙で折られた鶴つるだった。

「駒王町周辺にある教会施設の地下で、今度、神器セイクリツド・ギアに関する解かい呪じゆ術式がおこなわれるんだよねぇ」

　同盟以降、町の周辺に天界──教会からの派は遣けんスタッフが在留する施設が開設され始めたのだが、そのなかのひとつに神器セイクリツド・ギアに関する施設もあると聞いている。

　デュリオさんは鶴をいじりながら続ける。

「脚あしの不自由な子がいるんだ。車くるま椅い子す生活の長い子でさ。どうやら、脚に関する神器セイクリツド・ギアを持っているんだけど、抵てい抗こう力が弱いために悪い方向に能力が作用しちゃったんだよ。脚が速くなる神器セイクリツド・ギアが、持ち主の脚に枷かせを与あたえちゃうなんてさ。神器セイクリツド・ギアって、便利だけど、怖こわいよねぇ」

　そう苦笑いする彼の瞳ひとみは──悲ひ哀あいに満ちていた。

「グリゴリの技術が浸しん透とうしてきたおかげで子供の持つ神器セイクリツド・ギアに対しての制せい御ぎよ術式が段階的に試験運用されてきているんだよ。まだ完かん璧ぺきって理論じゃないそうだけど、それでもその子は解呪を受けることにしたのさ」

「解呪を受けるとどうなりますか？」

「阻そ害がいしていた面が弱まって普ふ段だん通りの生活ができる、かもしれない。ま、元総そう督とくの技術だから、成功はするでしょ。俺は信用しちゃってるけどね」

　にんまりと微笑ほほえむデュリオさん。心より、アザゼル先生の技術に信しん頼らいを寄せている証しよう拠こだろう。……もともと敵対していたとはいえ、先生が真しん摯しになって取り組んでいた同盟の訴うつたえは、一部の者に怪しまれながらも、ひとつずつ確実に信頼を得ている。

　デュリオさんは立ち上がり、紙飛行機を飛ばすかのような仕草で鶴を持ちながら言う。

「遊園地──。歩けるようになったら、遊園地に行きたいっていうんだよ。自分の脚で、アトラクションを全部回ってみたいってね。全部乗るのは無理だろうけどさ。でも……普ふ通つうなんだよ。神器セイクリツド・ギアを持ったっていっても、普通の子供なんだよ。だから、普通に遊園地に行きたいんだろうね」

　彼が鶴を前に放ほうる。すると、鶴は巻き起こった一いち陣じんの風に乗って空高く飛んでいく。鶴は宙を一回りしたあと、風も止やんでデュリオさんの手元に帰ってきた。

「俺は、あの子たちの素そ朴ぼくな夢が守れりゃ上々かなって思うだけさ」

　彼は僕のほうに振り返り、一言漏もらす。

「さ、ケンカの時間だね。おっかない先生と再会だ。まずは、話しかけてみるかねぇ」

　その言葉に呼応するかのように、僕たちの眼前に戦士の一団が姿を現した──。







　目の前に並ぶ教会の戦士たち。一いつ般ぱん的な神父服を着た戦士も多いが、ゼノヴィアやイリナさんと同じ戦闘服を着た女性戦士の姿もまばらに視し認にんできる。

　フリード同様に白い髪かみの若い神父たちも散見できた。むろん、フリードのように凶きよう暴ぼうな気配は感じ取れないが、敵意に満ちているのは肌はだにピリピリと感じる。

　……こちらが相手をする戦士の数は見たところ、百人近くはいるだろう。おそらく、グレモリー眷属側も同様の数を相手にするということになる。

　戦士たちの中心にいるのは──先日エクスカリバーのレプリカを携たずさえて現れた祭服の男性ことエヴァルド・クリスタルディ。……戦士たちの師であり、ゼノヴィアやイリナさんにも剣けんを教えたという信徒のなかの信徒。その手には神こう々ごうしいオーラを放つエクスカリバーのレプリカが握にぎられていた。

　一歩前に出たのは──デュリオさんだった。手をあげながら気軽にエヴァルド・クリスタルディに話しかける。

「これは先生。お久しぶりっスね」

　険しい表情を一いつ切さい変えずにエヴァルド・クリスタルディは重々しい口を開く。

「……この再会、喜ぶべきか、嘆なげくべきか。デュリオよ、そして転生した天使たちよ、おまえたちが私をいまだ師と呼ぶのであれば、問答無用で我らの剣を受けてはくれまいか？」

　イリナさんやこの場にいる『御使いブレイブ・セイント』メンバーにもエヴァルド・クリスタルディを師とする者がいるのだ。彼女たちの表情は師を前にして複雑極きわまりないものとなっていた。

「こっちも訊ききたいことは山ほどあるんスけどね。でも、まあ、話し合いができるならそれに越こしたことはないように思えるんスよ」

　平然とそう返すデュリオ・ジェズアルド。身内で争うことに苦言を呈ていしていた彼は、師である男にまずは対話を持ちかけた。言葉で振り上げた手が下ろされるなら、それが一番なのだが……。

　しかし、エヴァルド・クリスタルディは弟で子しの心中をわかっているかのようにこう切り出す。

「……おまえが足あし繁しげく通っているこの地の施し設せつで近々神器セイクリツド・ギア摘てき出しゆつの儀ぎが執とり行われるようだな？」

「はい、その通りです」

　その話は今し方、彼より聞かされたものだ。どうやら、事前にクーデター組も情報を得ていたようだ。エヴァルド・クリスタルディは嘆たん息そくしながら言う。

「しかし、その施設に『悪あく魔ま的な儀ぎ式しき』が根付きつつある。それはすでに罪深いことだ。身心の深しん奥おうまで穢けがれる前に断罪せねばならない。……という過激な発言をする者も部下にはいる。私も敬けい虔けんな信徒だ。その言葉を否定しきれない面もある」

　その一言を聞いて、デュリオさんは目を細める。

「それは、あの施設を壊こわすと？　じゃあ、そこに暮らす子供たちはどうするおつもりで？」

「辺へん獄ごくにて、罪は浄じよう化かされるだろう。──と、言ったらどうする？」

　真に迫った一言を聞いて、いつも笑みの絶えなかったジョーカーの表情が──一変する。

「…………冗じよう談だんでも、それは俺の前で口にしちゃいけねぇってやつですよ、先生」

　怒ど気きを含ふくんだデュリオさんの声こわ音ね。そう、師である男は、普ふ段だん飄ひよう々ひようとしている青年の心を搔き乱すワードを熟知していた。デュリオさん自身も相手の挑ちよう発はつをわかっていながらも無視できない若さがあったのだろう。

　エヴァルド・クリスタルディは首を横に振ふりながら嘆くように言う。

「デュリオ、なぜだ？　おまえのように優ゆう秀しゆうな戦士が、ジョーカーという立場に至りながらもなぜに気づかない？　同盟を組もうとも、罰ばつされなければならない悪はいるのだ！　それとも、ミカエルさまにより天使にされたことで心まで塗ぬり替かえられたのか？　おまえの力は──煌天雷獄ゼニス・テンペストの能力は、世界の均きん衡こうを崩くずすこともできるのだぞ？」

　神を滅ほろぼす具現と称しようされる強力無比な力。そのなかでも二番目に強いとされる能力を、このデュリオ・ジェズアルドは有していた。エヴァルド・クリスタルディが言うように、その気になれば曹そう操そうのように決起して世界を相手に飛び出すこともできるだろう。

　──だが、デュリオさんは首を横に振ってそれらを否定する。

「……俺はね、先生。世界をどうにかしたいなんてことは、いまのいままで一度も考えたことなんてありゃしません。俺はいつだってひとつのことを実じつ践せんしてきただけに過ぎないんスよ」

　彼は──両手を広げて、抱だきしめる仕草をした。

「──俺の手の届く範はん囲いにいるガキんちょどもの笑顔を守る。俺はそのために強くなった、ジョーカーになった。それはいまでも変わりはしねぇんですよ」

　その一言に師である男も、その背後に控ひかえている戦士たちも、複雑な表情となっていた。ジョーカーの話す言葉から、心に感じるものはあったようだ。

　シスター・グリゼルダさんも一歩前に出て言った。

「……クリスタルディ猊げい下か、互たがいに言葉は無ぶ粋すいとなりましょう。……これ以上、何かを言ったところで、この子の心は動きません」

　シスターの言葉を受けて、エヴァルド・クリスタルディは天を仰あおぐ。

「バカ正直な男だ。……変わらずなのだな」

「ええ、俺一人ぐらいバカな天使がいても罰はこないと思うんでやらせてもらってます」

「そうか、ならば私も私の意思を貫つらぬこう。たとえ、敬うべき神が同じだとしても『正義』を違たがえてしまったのならば、正さねばならない」

　エヴァルド・クリスタルディは、エクスカリバー・レプリカの切っ先をこちらに向けて高らかに吼ほえる！

「これ以上の言葉は無粋、か……ッ。まったくその通りだ。おまえも戦士ならば、己おのれの得物にて押し通してみせろ！　戦士たちよ、天より許された一戦だ。思いの丈たけを今日この場ですべて吐はき出せッ！」

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッッ！』

　この一帯の空気が激しく振しん動どうするほどの声量が、戦士たちから発せられる。

「死んでも後こう悔かいはするなッ！　罪からくる報ほう酬しゆうは──死なのだからッ！」

　エヴァルド・クリスタルディが天高く剣を上げて──一気に振り下ろす！

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオォォォォォォォォォオオオオオオオオオオオオオオオッッ！』

　それが開戦の狼煙のろしとなり、叫きよう声せいを張り上げながら戦士の一団がこちらに向かって一いつ斉せいにかかってくる！　教会の敷地内は戦場となった。

　同時に耳に入れたインカム型の魔ま力りよく機器から、ソーナ前会長の声が聞こえてきた。前会長は『僧侶ビシヨツプ』草くさ下かさんと共に後衛に位置している。

『それでは、皆みなさん。始めましょうか。まずは椿姫つばきと翼紗つばさが前に出て盾たてを形成！』

「「はいっ！」」

　まず迎むかえ撃うったのは、真羅先せん輩ぱいと『戦車ルーク』由ゆ良らさんだ。真羅先輩は神器セイクリツド・ギアであるカウンター型の『追憶の鏡ミラー・アリス』を発生させる。その隣となりに立った由良さんが人工神器セイクリツド・ギアである『精霊と栄光の盾トウインクル・イージス』を構えた。前者は鏡が破は壊かいされた衝しよう撃げきを倍にして相手へ返すものだ。後者は契けい約やくした精せい霊れいの属性に応じて多様な攻こう防ぼう手段を生み出す。

　後衛に並ぶ戦士たちが、飛び道具を撃ち放ってきた。光力が込こめられた銃じゆう、あるいは遠えん距きよ離り型の神器セイクリツド・ギアからなる一いつ斉せい射しや撃げきである。真羅先輩は、宙に無数の鏡を出現させて、それに応じる格好となり、由良さんの盾も精霊の力を帯びて巨きよ大だいな炎ほのおの障しよう壁へきを作り出す。真羅先輩の鏡が衝撃を倍にして相手陣じん営えいに打ち返し、由良さんの盾も戦士たちが放った遠距離攻撃を炎で包み込んで消し去ってしまう。戦士たちからの第一陣は、シトリーの『女王クイーン』と『戦車ルーク』による防衛で防ぎきった。二人が直接狙ねらわれないように『僧侶ビシヨツプ』花はな戒かいさんの人工神器セイクリツド・ギアによる結界が真羅先輩、由良さんを包み込む。

　次に来るのは、前線で戦うタイプの戦士たちだ。剣、槍やり、斧おのなど、各おの々おの得物を手に持ち陣形を取りながらこちらへ攻せめ入ってくる。

　ソーナ前会長から次の指示が飛ぶ。

『では、次はこちらもアタッカーで応こたえましょう』

　前に出るのは、シトリーの『兵士ボーン』仁に村むらさん、『騎士ナイト』巡めぐりさん、同じく『騎士ナイト』ベンニーアさん、『戦車ルーク』ルガールさんの四名。ここに僕と『御使いブレイブ・セイント』から転生天使が数名参列する。全員が手に得物を持つ（仁村さんは脚きやつ甲こう、ルガールさんは素す手で）前衛タイプの戦士だ。

　真羅先輩、由良さんの前に立って、僕ら前衛は教会の戦士たちと剣を交える！　身のこなしや武器を扱あつかう所作で、どの戦士もある程度の場数を踏ふんだ者たちだと理解できた。つまり、戦いの素人しろうとは一人とていないということだ。しかも彼らは悪魔や吸きゆう血けつ鬼きを相手に戦ってきた。その経験は遺い憾かんなく発揮されることになる。何せ、光を発する剣、槍を筆頭に聖水の入った小こ瓶びんから十じゆう字じ架かまで用いて攻めてくるのだから！　当たればダメージは免まぬかれない。致ち命めい傷しようとまではいかなくても心身に確かなダメージを負う。

　しかし、こちらとてここに至るまでに死線を何度も潜くぐってきている。生半可な攻撃程度では、直撃など受けやしない。僕は『騎士ナイト』の特性であるスピードをこれでもかと生かして戦士たちの攻撃をすべて受け流す。刃やいばを潰つぶして創つくった聖せい魔ま剣けんで戦士数名を一気に倒たおした。……斬きり伏ふせるわけにもいかないだろう。挑ちよう戦せんをしてきたとはいえ、彼らはクーデターで死者を出してきたわけではない。

　むろん、斬られても文句は言えない立場であると、あちらも重々承知であるし、手に持つ武器も抜ぬき身の刃だ。……だとしても、無む闇やみに殺せば復ふく讐しゆうの怨えん嗟さに繫つながりかねない。……僕は、いざとなれば彼らを殺すだけの勇気も覚かく悟ごもあるし、恨うらまれてもいいとさえ思っている。

　だけど、殺さずに済む相手であるなら、斬り倒す必要もない。刃が必ひつ須すになるだろう相手は──この場には一人しかいないだろうから。

　いまだ動かずにいるエヴァルド・クリスタルディ。エクスカリバーのレプリカを地面に突つき刺さしたまま、戦場を静観していた。

《あー、けっこうめんどうっス……》

　愚ぐ痴ちを漏もらしているのはベンニーアさんだった。死神グリム・リツパーである彼女は、自じ慢まんの鎌かまで斬り倒せないのが不満そうだ。彼女の鎌は魂たましいを刈かる。彼らを斬れば、彼らの魂を刈り取ることになり、死に至らせる可能性もあるのだ。一度や二度であるならば、それも致いたし方ない状じよう況きようではあるが、彼女はあえて鎌の『未使用』を選んだ。現状、刃はのない部分で攻撃を加えている。普ふ段だん、捉とらえきれない性格の彼女だが、できるだけ死者を出したくないという僕たちの意は汲くんでくれているようだった。

「……ま、これもまたひとつの試練だろう」

　魔ま法ほうの炎に包まれた両りよう腕うでを豪ごう快かいに振るって戦士たちを複数なぎ倒すのは『戦車ルーク』のルガールさんだ。狼おおかみ男おとこである彼もまた凶きよう悪あくな攻撃力を有する魔法戦士。その気になればこの場にいる戦士の多くを紙のように容易たやすく引きちぎるだろう。しかし、その勢いはこの場では制せい御ぎよしている。

「きっついけど、やるっきゃない。蹴けるっきゃない！」

「……剣の破壊力を調整する練習をしといてよかったわ」

『兵士ボーン』仁村さんと『騎士ナイト』巡さんも人工神器セイクリツド・ギアの出力を調整しながら戦士を退ける。

　そうだ、ここにいる僕たちは──ある種、制限を自らに課して戦っていた。これは相手にとってみれば『手加減』に他ほかならない。それをエヴァルド・クリスタルディもわかっているようで、ただただこの戦場を見ていた。

　……もしかしたら、これは僕の予想に過ぎないが……。彼らは、いや、エヴァルド・クリスタルディは最初から……。僕が戦士たちの師が抱いだく思おも惑わくを思し慮りよしているとき、真羅先輩が吼えた。

「会長！　条件が整いました！」

　真羅先輩が叫さけび、前会長が応じる！

『ええ、椿姫。──至りなさい。全員、後方に下がって！』

　至る？　まさか──。僕たちが会長の命令のもと、真羅先輩から距きよ離りを取る！

「──禁手化バランス・ブレイクっ！」

　真羅先輩が力ある言葉を吐くと同時に異様な形と模様の鏡が複数出現した！

「お出いでなさい、『帽子屋マツド・ハツター』、『冬眠鼠ドーマウス』、『三月兎マーチ・ラビツト』！」

　その鏡から、帽ぼう子しを被かぶった魔ま物もの、大きなネズミ、洋服を着た二足歩行の兎うさぎが現れる！　異質な鏡から魔物が出てきた！

　ソーナ前会長の声が通信機器を通して聞こえてくる。

『椿姫の禁手バランス・ブレイカー、「望郷のノスタルジア・マツド・茶会テイー・パーテイ」。禁手化バランス・ブレイクに発動条件が存在しています。条件とは、「追憶の鏡ミラー・アリス」で攻撃を一定数カウンターすること』

　そういえば、さっきの大きな攻撃といい、戦せん闘とう中に何度か相手の攻撃を返していた。

『鏡より生まれた三体のモンスター。それぞれが特異な能力を発します』

　大きなネズミが戦士たちのもとに行き、口からガスのようなものを吐き出した。途と端たんに戦士たちは足取りをふらつかせて、ばたばたと地面に倒れていく。

『「冬眠鼠ドーマウス」は一定範囲に存在するすべての相手を強制的に眠ねむらせます』

　強制的な眠り！　それはすごい！　戦士たちはその場に完全に眠りこけてしまった！

「ひゃははははっ！」

「うおおおおおおっ！」

　正気を失ったかのような笑い声と凶きよう暴ぼうなうなり声を上げて、一部の戦士たちが突とつ如じよ暴れ出した！　服を着た兎が戦場を縦じゆう横おう無む尽じんにはねるたびに波は紋もんが地面に広がっていく。波紋に触ふれた戦士に異常が現れたように思える。どうやら、原因はそこにあるようだ。

　ソーナ前会長が語る。

『「三月兎マーチ・ラビツト」は同じく一定範囲の者たちの意識を凶暴化させます』

　そして、帽子を被った細身の魔物。その魔物が戦士たちを捉えた瞬しゆん間かん、眼光を鋭するどく輝かがやかせた。帽子の魔物に視線を向けられた戦士たちは、虚うつろな目となっていた。

「う、うわあああああああああああああああっ！」

「い、いやあああああああああああああっ！」

　突とつ然ぜん、何かに怯おびえ出す一部の戦士たち。僕たちには見えない何かに向かって武器を振ふるう。手に持つ武器は空を切っていた。

『最後に「帽子屋マツド・ハツター」──。これも一定範はん囲いの相手に幻げん覚かくを見せる効果があります』

　そう語る前会長。

　強制的な眠りと興奮作用、そして幻覚──。

『これら三つの能力をすべて受ければどのような者でも戦いから除外できます。直接的なパワーはありません。けれど、相手の戦力を削そぐ方法はパワーでなくてもいいのです』

　前会長の口調はまるで僕に向けたようなものだった。それは嫌いや味みじゃなくて、僕たちの戦い方に違う道を示しているかのようだった。

「でも、三体も違う能力を持つモンスターを具現化できるなんて、ふたつ以上の能力を持つ神滅具ロンギヌスみたいだ……」

　僕の言葉に前会長は異を唱える。

『いえ、それとはまた違うと思います。椿姫の亜種禁手バランス・ブレイカーは「異能を有した魔物を鏡から発現させる」というひとつの能力なのでしょうね。木場くんの魔剣があらゆる属性を付ふ与よできるように、椿姫は鏡から現れた魔物に異能を付与できたのでしょう』

　……僕の魔剣創造ソード・バースのような亜種禁手バランス・ブレイカー……。鏡から現れる多様な能力の魔物たち。きっと、この三体の他ほかにもいるのだろう。何せ、魔物の名めい称しようはルイス・キャロルの『鏡の国のアリス』から取ったものなのだから。それが真羅先輩が選んだ禁手バランス・ブレイカーの特性──。『追憶の鏡ミラー・アリス』と呼ばれる神器セイクリツド・ギアの亜種禁手バランス・ブレイカーとしては、名に恥はじない特性を得たのだ！

　真羅先輩の家──『真羅』は元来魔の存在を操あやつる一族。朱あけ乃のさんの『姫ひめ島じま』一族同様、日本でも五指に入るという異能使いの名門だ。しかし、真羅先輩は生まれながら、鏡を介かいしてこの世ならざるものを引き寄せるという奇きっ怪かいな呪のろいに苛さいなまれ続け、最終的に悪あく魔ま──シトリー家の協力を得なければ命に関かかわったと聞いた。悪魔に関わったせいか、先輩のご両親は真羅宗家から追放されてしまったようなのだが……。

　……正直、怖こわいね。この能力は、明らかに『ハメ手』の類たぐいだ。つまり、僕たちグレモリー眷けん属ぞくとはとことん相あい性しようが悪い。最悪と言ってもいいだろう。真羅先輩もそうだが、匙くんや他のシトリー眷属は、多くがテクニック、ウィザードタイプだ。にも拘かかわらず、匙くんやルガールさんのようにパワーでも押せるメンバーが属している。アザゼル先生が、眷属としてのバランスとして見ると、僕たちよりも断然シトリーのほうが上だと称していた。それは真実だ。僕らもその点を反省して、技術を学んでいるが、生きつ粋すいのテクニカルなメンツが揃そろうシトリーを相手にするのは……将来のレーティングゲームが心底怖いと感じてならないよ。

　……うん、この一戦が終わったら、もっともっとイッセーくんとゼノヴィアには技術面を鍛きたえてもらおう。少なくともテクニカルな相手への対処方法でもきちんと覚えないと先行きが不安でしょうがない。

　僕たちが教会の戦士を次々となぎ倒し、真羅先せん輩ぱいの禁手バランス・ブレイカーが戦線崩ほう壊かいの決定打となったところで、ついにその男は地面に刺していた剣を握にぎる。

「──下がれ」

　低い声こわ音ねは、戦場を一いつ瞬しゆんにして静まりかえらせる。戦士たちは師が動くことを察したのか、一いつ斉せいに道を空けた。師の進しん撃げきに余計な手出しをしないという配はい慮りよ、絶対的な力への信しん頼らい……。彼らの行動にはそれが見受けられた。

　レプリカであるエクスカリバーを携たずさえた男性が一人、僕たちに進軍してくる。たった一人のはずなのに……戦士の一団が一斉に攻めてきたよりも遥はるかに凄すさまじいプレッシャーを感じてならなかった。

　僕たちの顔に嫌いやな汗あせが噴ふきだしてくる。

　デュリオさんが半笑いで言う。

「……木場きゅん、聞いているだろうけど、クリスタルディ先生は元エクスカリバーの使い手なんだよね。んで、あれがレプリカ。七つの力をいちおう有してる。……イメージしている最強の聖剣使いの四つ上は覚悟していてほしい」

　つまり、想定の範囲を遥かに超こえる怪かい物ぶつ──を認にん識しきしろということだろう。

　ソーナ前会長が通信機器を通じて言う。

『引き続き、戦士の相手は私の眷属と「御使いブレイブ・セイント」のメンバーに任せてください。エヴァルド・クリスタルディの相手は──いままで待機してもらっていたデュリオ・ジェズアルドさんを筆頭に、イリナさん、グリゼルダさんに担当していただきます。そこに木場くんも当たってもらいます』

「「「「了りよう解かい」」」」

　エヴァルド・クリスタルディの相手をするデュリオさん、グリゼルダさん、イリナさん、僕の四人が同時に応じた。僕以外の転生天使組は背中に象しよう徴ちようたる純白の翼つばさを生やす。僕は周囲に聖魔剣を幾いく重えにも出現させた。そこから一本を抜き放って前方の目標に向かって構えた。

　クリスタルディ氏は、ゆっくりと近づいてくるなかで──その身を無数に分身させた！

　……これは天てん閃せんの特性による高速からの分身なのか？　それとも、夢幻の力により生み出された分身なのか？　あまりに予備動作もなく分身が無数に生まれたため、判断に当とう惑わくする僕だったが、最初に動いたのは──シスター・グリゼルダさんだった。手元に光の粒りゆう子しを作りだして、球状の光を複数出現させていた。

「クリスタルディ先生！　いかさせていただきます！」

　言うなり、グリゼルダさんは無数の光球を前方に撃うちだした！　一発一発が濃のう密みつな光力に満ちており、たとえ悪魔でなくとも直撃すれば無事では済まない力強さを感じる。

　光球が分身を打ち抜ぬく！　穿うがたれた分身は、そのまま形を崩くずして無に帰した。高速からの分身ではない？　そうなると、夢幻で作った幻げん術じゆつか！　そう予想したのだが、分身の一体が光球を剣で弾はじき返して、そのままこちらに突び込んでくる！　あれが本物か！

　僕とイリナさんが剣を持って、それを迎むかえ撃つ格好になるが──デュリオさんが叫ぶ！

「それは擬ぎ態たいだッ！」

　──ッ！　その報告に瞬しゆん時じに反応した僕は横に飛び退のいた。勘かんが働いたからだ。この場にいたら、危険だと！　イリナさんは勢いに乗せて、オートクレールを擬態とされた分身体に一ひと太た刀ち入れる。分身体が──形を崩してヒモ状に転じる！　ヒモの先を目で追っていく。先ほどグリゼルダさんによって四散させられた幻術のなかから──今度はハッキリとした姿のクリスタルディが現れる。クリスタルディの手にヒモ状のものが再構築されて一本の剣へと戻もどり、イリナさんに斬きりかかった！　なんてことだ、あの無数の分身は夢幻の特性で作った幻術であり、同時に擬態も織り交ぜていた。しかも本人は透とう明めい＋夢幻で幻術の分身に紛まぎれていたのだ。わずかなやり取りのなかで、エクスカリバーの擬態、夢幻、透明、三つの特性を見せつけられた。あくまで自然な戦闘行動のなかでだ。

　イリナさんも擬態には気づいていたのか、それを見み越こした上で幻術から姿を現したエヴァルド・クリスタルディの一撃を刀身で受けた！　見事な受け身──と思ったのもつかの間、イリナさんに猛もう烈れつな破は壊かいの重圧がかかったのが視認できた！　相手は一撃と共に破壊の特性を入れたのだ！　イリナさんはまともに受けてしまい、その場にひざをついた！　地面に生まれるクレーター！　破壊の度合いがわかるというものだ！　それでもイリナさんはどうにかオートクレールでエクスカリバー・レプリカの一撃を受け止めており、師に不敵な笑えみを見せる。その口元には──血が滲にじんでいた。

「……先生、破壊力だけならゼノヴィアのほうが上だと思います」

　弟で子しの挑ちよう戦せん的な一言に師である男は深い笑みを作るばかりだった。

「ああ、それはわかっている。──だが、破壊だけでエクスカリバーを語るな」

　エヴァルド・クリスタルディは、懐ふところから十じゆう字じ架かを複数取り出して、天に放ほうる。クリスタルディが念じた刹せつ那な、十字架は宙で散らばっていき、僕たちを囲むように地面に突つき刺ささった！　クリスタルディと僕たち（僕、イリナさん、グリゼルダさん、デュリオさん）だけを囲んだ十字架による結界が生まれていた！

　察したシトリー眷属が、近寄ろうとするが──十字架から莫ばく大だいな聖なる波動が生み出されており、接せつ触しよくも侵しん入にゆうも不可能となっていた。

　クリスタルディが言う。

「祝福の特性で十字架の結界を底上げしている。そこのシトリー家の悪魔でも十数分は近づけないだろう」

　……祝福も使うのか。しかもこの結界の力強さといったらどうだろうか……。中にいる僕でも、グラムを使わない限りは脱だつ出しゆつは叶かなわないだろう。

　クリスタルディが意味深な笑みを浮うかべる。

「エクスカリバーで底上げしたこの結界は天使でもそう打ち破れるものではない。高速で逃にげることも、空を飛んで距きよ離りを取ることも無理ということだな」

　──っ。……僕の足と、転生天使組の飛行を封ふうじたということだ。そして、シトリーからの助勢も禁じる結界……。

　イリナさんがダメージから回復したのか、勢いよく師の剣けんを押し返す。クリスタルディは、飛び退きざまに幾いく重えもの聖なる波動を撃ちだしてきた！　この手の攻こう撃げきは僕も使うし、ゼノヴィアやイリナさんも使えるものだ！　僕とイリナさんは各おの々おの剣を振るって波動を放った！　相手の波動を相そう殺さいするつもりで撃ったのだが──飛んできた攻撃が霧む散さんする！　波動すらも幻術か！　いや、相殺した波動もあった。幻術の波動と共に本物の攻撃も織り交ぜている！　幻術の聖なる波動は、その気配すらも本物と寸すん分ぶん違ちがわないものであり、瞬時での判断は難しいものだった。避よけられるものは、避けて過ごしたほうがいいだろう。そう結論づけて、いくつかの波動をやり過ごしたのだが──っ！　聖なる波動は後方で軌き道どうを変えて、再度僕たちを襲しゆう撃げきしてくる！

　クリスタルディが言った。

「──私の時代に無かったとはいえ、支配もそこそこはできるようになっているのだよ」

　──支配の特性！　撃ちだした聖なる波動を宙で自由に動かすということか！　ホーミング性能を得た聖なる波動など、これほど厄やつ介かいなものもない！

「──ならこうだ」

　デュリオさんが手元を輝かがやかせる。次の瞬しゆん間かん、迫せまっていた波動が手から放たれた雷らい撃げきにより、吹ふき飛ばされてしまう。……神器セイクリツド・ギアによる属性攻撃か。

　僕たちはデュリオさんのサポートもあり、一いつ旦たん距離を取って体勢を整えることにする。結界のなかなので、自由にできるほどの空間はないのだけどね。

　……レプリカのエクスカリバーをここまで使うのか。一回の攻撃で特性を最低でもふたつは混ぜて放ってくる。ゼノヴィアもこの手の方法は学んできているところだが……こちらはあくまで自然な挙動での攻撃から撃ちだしてくるため、ふいを突かれがちだ。ゼノヴィアは特性を使うときに、「これから特性を使う！」という心構え的なものが行動に表れるため、模も擬ぎ戦の折、受ける僕としてはわかりやすいのだ。

　この男の場合は違う。特性を使い慣れたかのように、当たり前のもののように攻撃に入れてくる。それがエクスカリバーの力なのだと、完全に認識しているからこそなのだろう。正直、眼前の男が、本物かとさえ疑いを持ち始めるほどだ。すでに幻術か、擬態かでもしているかのように思えてしまう。……いや、そう思わせること自体が、この男の戦術だということなのだろう。

　クリスタルディは聖水の小こ瓶びんを取り出して、レプリカの刀身に振ふりかける。

「たとえ、レプリカであろうとも私がエクスカリバーを握ればこれぐらいは造作もないのだよ」

　言うなり、男は予備動作もなく、目の前から消える！　高速で動いた!?　それとも透明か、幻術か!?　クソッ！　特性を織り交ぜるという初動を見せられると、ここまで厄介な代しろ物ものと化すのか、エクスカリバーというものはッ！

　気配を追うと共に視線を辺りに配らせる僕たち！　すると、横合いから、分身したクリスタルディが複数現れる！　これはどれだ!?　幻術か、擬態か！

　僕とイリナさんが剣を構えて対応する！　僕とイリナさんの受けが──同時に成功してしまう！　どちらも本物だいうのか!?　そんなバカな！　僕とイリナさんは相手と高速での斬ざん戟げきを繰くり広げて、隙すきを突いて斬り伏ふせる。──が、その分身が霧散した！　本物でも、擬態でもない!?

　霧散したはずの分身は、その場で再構築して再びクリスタルディの形となった！

「──質量を持った残像!?　夢幻の聖剣エクスカリバー・ナイトメアの特性で生みだしただと!?」

　叫さけぶ僕！　信じられない！　質量を持った残像すらも生み出すというのか!?

「──天閃と夢幻の組み合わせだ。高速と幻術、それにより質量の残像は作れるのだよ」

　その声は背後から聞こえてきた！　いつの間にか、第三のクリスタルディが背後に回っていた！　僕は聖せい魔ま剣けんを消して、聖剣創造ブレード・ブラツクスミスに神器セイクリツド・ギアを変へん更こうして、足あし下もとから龍りゆうの騎き士し団だんを生みだした！　甲かつ冑ちゆう騎士を盾たてにして、僕とイリナさんは後方に飛び退く！　クリスタルディは騎士ナイトを瞬時に斬り伏せて、距離を詰つめてくる。

「たとえば、強力な悪あく魔まであるキミたちにはまるで効果を示さないであろう聖水といえど──」

　僕の眼前に──聖水の小瓶が放られた。それをクリスタルディは横よこ薙なぎにした剣で破壊する！　割れた小瓶から聖水が降り注ぎ──僕の全身にかかった！　クリスタルディがそれを確かく認にんして念じる！

　──ッッッ！　次の瞬間、僕を襲おそっていたのは──たとえのようない激痛、苦痛だった！　聖水による聖なる力が、僕の悪魔の特性を激しく焦こがしていく！　身を、心を、焼き切るような激しい痛みが全身に広がり、僕はその場で悶もん絶ぜつした！　普ふ通つうの聖水の何倍に効果を膨ふくれさせたのだろうか!?　いや、何十倍もの強化がされたのかもしれない！

「祝福の特性でここまで高めることができる。祝福された聖書での朗読を聞かせてもいいのだがね？」

　クリスタルディがそう漏もらす。

「先生ッ！」

　イリナさんが僕を助けようと横からオートクレールを放つ！　その一撃は──師の首を吹き飛ばした！　首の無くなった胴どう体たいを見て、イリナさんが酷ひどく狼ろう狽ばいする！　自分の攻撃で師の頭部が消えるとは思わなかったからだろう。

「──甘いな、紫藤イリナ」

　イリナさんの背後から発せられた声。彼女の眼前で胴体だけの師が霧散していく。声に気づいてイリナさんが振り返れば──そこには剣を振り下ろそうとするクリスタルディの姿があった！　わざと教え子に自分の死という幻術を見せて狼狽うろたえさせたのだ！　オートクレールを構えるイリナさんが、エクスカリバーを再度刀身で受けるが──そこにも破壊の重圧がかかる！　二度目の破壊の勢いは彼女を完全に地に倒たおれさせた！

「俺のことも忘れないでくださいって！」

　デュリオさんが炎ほのおの球体と氷の槍やりを同時に放る。──が、それはクリスタルディに直撃する瞬間に軌道を変えて横に逸それていった！　空むなしくあらぬ方向に着ちやく弾だんする炎の球体と氷の槍。

　デュリオさんは逸れたのも気にせず、辺り一帯に鋭するどい氷ひよう柱ちゆうを無数に地面から生やした！　ひとつぐらいは当たるものかと思われたが──クリスタルディの周囲にだけ不自然に氷柱は生まれなかった。……支配の特性を用いて、デュリオさんの氷の攻撃を自身の周囲だけ弾いたのか……ッ！

「──ジョーカーの攻撃を支配したというのですか!?」

　この結果に驚きよう愕がくするのはシスター・グリゼルダさんだった。

　クリスタルディはごく当然のごとく言う。

「支配の力を以もつてすれば、神滅具ロンギヌスであろうとも──」

　男は言い切る前に自分の衣い装しようが一部氷柱により貫つらぬかれているのに気づく。

「……と言いたいところであったが、さすがに攻撃を逸らすだけで精せい一いつ杯ぱいだ。天使化の恩おん恵けいに救われたな、デュリオよ」

　……いくら、デュリオさんが本気ではないとはいえ、僕もグラムを持っていないとはいえ、たった一人の人間にこの戦せん況きようだというのか……ッッ！

「……ここまでのものか、天性のエクスカリバー使い……ッ！」

　あまりの強さに絶句するしかなかった僕。横でデュリオさんが苦く笑しようしていた。

「ははは、だから言ったろ？　俺たちが相手をするのは教会でもバケモノと称しようされた二大巨きよ頭とうの一角なんだからさ。レプリカだろうと、エクスカリバーであればクリスタルディ先生は手足のように使っちまうってこと」

「神器セイクリツド・ギア所有者、ではないんですよね……？」

　僕がいちおうの確認を取る。戦士たちの師は、エクスカリバーの特性は使うものの、僕やデュリオさんのように自身の持つ特別な力を使う素そ振ぶりは見せなかった。

「クリスタルディ猊げい下かも、ストラーダ猊下も神器セイクリツド・ギアなんて持っちゃいないよ。技わざのクリスタルディ、力のストラーダとはよく言われてたねぇ」

『……名うての教会の戦士となれば、最上級悪魔であろうとも時に滅ほろぼされることがあると幼少時から聞かされていましたが……実際に目にするとあらためて実感するものですね』

　通信機器からソーナ前会長の声が聞こえてくる。僕も実感したよ。最上級悪魔に匹ひつ敵てきする教会の戦士──。半ば、ただの迷信とすら思えていたのだが、実物を目まの当たりにすればそれが真実なのだと理解させられてしまう。

　……しかも彼の持つ剣は、レプリカだ。これが本物だとしたら、いったいどうなってしまうというんだ……？

　人間の技術を極きわめた者は、ここまで強くなれるというのか……ッッ！

　……覚かく悟ごを決めないとダメか。

　僕はのろのろと立ち上がり、亜あ空くう間かんを解放しようとする。皆みんなに伝える。

「……僕がグラムを解放します。いかにエクスカリバーの使い手であろうとジョーカーが隙を突つけるだけの時間は稼かせげるでしょう」

　グラムで最大に高めた魔の一撃をこの男に放とう。倒しきれなくとも、隙は生まれるはずだ。そこをデュリオさんたちが突けば──勝機は生まれる！　細い勝ち筋でも作るべきだろう。

　しかし、デュリオさんはそれを聞き、首を横に振る。

「……それはダメだ」

　その表情はこの状じよう況きように於おいても──悲ひ哀あいに満ちていた。

「命、削けずる気なんだろう？　そりゃダメだって。いいか、木場きゅん。これはな、身内同士の肉体でおこなう会話みたいなもんさ。お互たがいの不満を拳こぶしでぶつけ合っているだけだ。そこにキミが命を削る必要なんてないって」

　…………。僕はここまでお人好しな発言をするジョーカーに激情を感じてしまう。

「しかし！　相手は本気だ！　このままでは無む駄だなダメージを負うだけじゃないか!?　あなたは味方の不満をあえて受け続けるというのか!?」

　不満を爆ばく発はつする僕。普ふ段だんの僕らしさなんてそこにはなかった。当然だろう。エクスカリバー──。これに僕は人生を狂くるわされた。僕だけじゃない、多くの同志が巻き込まれた。……あれが終わった？　そうだね。バルパー・ガリレイの死と三大勢力の和平で、いちおうの決着は付いた。……友達のイッセーくんにも看破されて、釘くぎを刺さされた。

　でも！……でも、目の前にエクスカリバーの天性の使い手がいて、その手にはレプリカといえど、本物が握にぎられているんだよ。しかも、僕の敵として眼前に立っている！　勝ちたいじゃないか！　超こえたいじゃないか！　僕と、僕たちの、あの施し設せつの出来事が幻まぼろしではなかったと！　無駄ではなかったと！　証明したいじゃないか……っ！

　デュリオさんは僕の肩かたに手を置き、笑えみを浮うかべて言う。

「──いいや、俺も先生を殴なぐるさ。『この大おお馬ば鹿か野や郎ろう』ってね。けど、キミが命を張ってその魔剣を振るうべきはクリフォトだ」

　デュリオさんが僕を抱だき寄せる。

「なあ、木場きゅん。──いや、祐斗。元教会の施設出身なんだろう？　なら、俺の弟も同然だ。兄ちゃんとしては、弟の無茶は許容できませんってね。──お兄ちゃんに任せておきなさい。伊だ達てにリーダー張ってないさ」

　デュリオさんが──一歩前に出る。師であるクリスタルディの前に立った。

　クリスタルディが問う。

「──デュリオ、教会最強と称された男は何のために戦う？」

　デュリオさんは、とびきりの笑顔を浮かべる。

「──皆が平へい穏おんに暮らすために。それが唯ゆい一いつ絶対の理由でいいじゃないっスか」

　広がる十枚にも及およぶ白き翼つばさ──。黄金のオーラをまといながら、『切り札』と言われた男は、手元に光の力を集結させていく。両手で丸を作り、その中央にふーっと息を吹ふき付けた。そこに現れたのは──七色に光るシャボン玉だった。

　シャボン玉は結界内に無数に広がり、ついには結界すらも超えてこの周囲一帯を包み込んでいく。あまりに幻げん想そう的な光景に、この場にいる皆が手を止めて、七色に輝かがやくシャボン玉の行方ゆくえを追っていた。

　デュリオさんが言う。

「これが『煌天雷獄ゼニス・テンペスト』の応用技──『虹色のスペランツア・ボツラ・希望デイ・サポネ』だ」

　スペランツァ・ボッラ・ディ・サポネ──。イタリア語で、「希望のシャボン玉」を意味する。

　シャボン玉が──ふいに僕の手に落ちて儚はかなくも弾はじけて消えてしまう。刹せつ那な、僕の脳のう裏りに──懐なつかしい記き憶おくが蘇よみがえる。

　それは──あの施設で同志たちと歌った聖歌だ。

『ねぇ、この施設を出たら、皆は何になりたい？』

『僕は画家かな。イエスさまの絵を描えがいて表ひよう彰しようされたいな』

　僕たちは日々夢を語った。外での生活に希望を抱いだいて──。

『私はシスターになるの。けど、お花屋さんもいいな』

『俺はレーサーかな。カッコイイＦ１カーに乗って最速を目指すんだ！』

『……わ、私は皆と一いつ緒しよに仲良く暮らせたら、それで……いいかなって』

　控ひかえめに言ったあの子に皆が微笑ほほえむ。そして、僕も一緒に確かにそれを口にした。

『もちろん、それが一番さ！』

　……そう、それが一番だった。

　……そうさ、彼らは、僕も……エクスカリバーのことなんて……本当はどうでもよかったんだ……っ！　夢があって、希望を持って、普通の子のように生きたかっただけなんだ……っ！　聖せい剣けんだとか、適性だとか……僕たちには……夢のための……要素のはずだったんだ……ッッ。

　僕は……口元を手で押さえて、嗚お咽えつを漏らしていた。

　ようやく、思い出した。ようやく、思い直せた。そう、僕は……彼らは……復ふく讐しゆうなんて望んでいなかった。ただ生きたかった。それだけだ。それはわかっていた！　わかりきっていたんだ！

　あのヒトの声が、僕の脳裏に蘇る。

『──私のため、そして、自分のために生きなさい』

　僕を救ってくれた紅べに髪がみの女性──。姉のように慕したっている大事なヒト──。

『──死ぬんじゃないぞ、バカ野や郎ろう』

　僕を支えてくれる親友──。こんな僕を心から心配してくれた大事な友達──。

　僕は……もう十分に幸せだったのに、なんで、どうして！　気づいていなかったんだ……。

　……リアス……姉さん、イッセーくん。僕は、大馬鹿野郎でした……。

　見れば──この戦場にいる誰だれもが、号ごう泣きゆうしていた。武器を地面に落として、ただただむせび泣いていた。それは僕の仲間も同様だ。

　デュリオさんが言う。

「……そのシャボン玉は、触ふれた者に大切なことと大切な者を思い出させる。それだけの能力さ。けど、俺が一番欲ほしかった能力はこれだから、応用で作り出したんだ」

　大事なものを思い出させるシャボン玉──。あの虹にじ色いろのシャボン玉は、そのような特性があったのか……。

　──デュリオは教会一の甘い子ですからね。

　僕の中でシスター・グリゼルダさんの言葉が再生される。

　誰よりもやさしい能力──。神滅具ロンギヌスのなかでも二番目に強いと称される力を、彼はあえて強化には使わなかった。まったく、別の能力として、破は壊かいを否定したのだ。

　しかし、クリスタルディは涙なみだを流しながらも、剣を構える。

「……だとしてもだ！　いちおうの決着を見なければ、我らの決起は無駄になるのだよ！　デュリオッッ！」

　デュリオさんの能力で、彼もまた大事なものを思い返したはずだ。それでもなお強きよう靭じんな精神力で男はエクスカリバーを握る。

「──ならば、決着を付けましょう」

　シスター・グリゼルダさんが六枚の翼を広げて、手元に光力を生み出して弓矢の形を作り出した。……一度、耳にしたことがあるハートのＱが持つ、独自の光の矢だ。それは攻こう撃げきではなく──。

　イリナさんも呼応して立ち上がり、オートクレールを構えた。

「オートクレール、力を貸してね！　エクスカリバーを使っていた者としては、一矢ぐらいは報むくいたいから！」

　イリナさんも四枚の天使の羽根を広げて飛び出していく！

　僕も聖せい魔ま剣けんを創つくり出す。僕は……生みだした聖魔剣の刀身を見て、驚おどろいた。刃やいばが……いままでにないほど、淀よどみのないオーラを放っており、刀身自体も一点の曇くもりも陰かげりもない。初めて、自分が創り出した聖魔剣を美しいと感じた──。まるで、完全に吹っ切れた僕の心中を表したのかような剣。……刃は己おのれを映す。それは創り出した聖魔剣といえど、同じだということか。

　僕はその真に聖と魔が入り交じった剣を握って、前方に飛び出した！　先に飛び出していたイリナさんに追いつき、お互いにジグザグに動きながらクリスタルディのもとに進撃をしていく！

　クリスタルディはまた分身を幾いく重えにも作りだして、僕とイリナさんを翻ほん弄ろうしようとする。ひとつ斬きり、ふたつ斬り、質量のある分身を払はらいのけていくなかで、僕とイリナさんの刃が本体に近づいていく手て応ごたえを感じた。追いつき、切り払ったと思われた分身が、それもまた擬ぎ態たいで生み出されたものであり、本当のクリスタルディは僕らの上空に飛び出していた。擬態の分身がヒモ状から剣に再構築していくなかで、僕の一撃が彼を捉とらえる！

　刀身と刀身がぶつかり、火花が散った！　正面から受け止められた格好だったが、相手の聖剣に変化が生じる。聖なるオーラが僕の聖魔剣に吸い取られていき、逆に僕の剣の聖属性が強化されていく。この結果にクリスタルディは驚きよう愕がくする。

「──っ！　エクスカリバーの聖なる波動を魔剣の力で吸い取り、自身の聖属性を高めるというのか!?」

　……僕もこの効果に驚いていた。聖魔剣にまだこのような特性があったなんて……。魔の力で相手の聖の力を吸い取り、聖属性を高める。逆に、聖の力で魔の力を吸い取り、負の属性を高めることも可能ということだろう。

　──聖魔剣を研とぎ澄すませばいい。キミの起こした奇き跡せきはどこまでいっても奇跡なのだからね。

　……ここに来て、天界で曹操に言われたことが頭に浮かんでくる。彼は、この結果を知り得ていたのだろうか？　いや、この特性までは知らなかったはずだ。ただ、聖魔剣の力はまだまだ未知であると言いたかったのかもしれない。

　……聖魔剣の特性をさらに紐ひも解とけばグラムの安全な使用も夢ではないというのか？

　クリスタルディの持つエクスカリバーの聖なる波動を一時的にすべて吸い取った僕の聖魔剣。そこにイリナさんが間かん髪はつ入れずにオートクレールを振ふり下ろした。

　クリスタルディは刃でそれを受けるが、イリナさんは同時に聖剣に力を込こめる！

「オートクレールよ！　浄じよう化かの力をッ！」

　オートクレールが主あるじの想おもいに応え、その特性を解き放つ！　オートクレールは浄化の力を持つ。もし解放されて、それを真っ正面から受ければ戦士たちの偉い大だいなる師であろうとも戦意を消し去られて──。

「ハッ！」

　──が、クリスタルディは浄化の力によって、情念を奪うばわれつつあるなかでも気合い一いつ閃せん！　口から気を吐はいて、聖剣をいっそう強く握りしめる！　再び、エクスカリバー・レプリカに聖なる波動が蘇りつつあった。もう一度、僕の聖魔剣で聖なる力を吸い取り、イリナさんのダメ押しの一撃で──。そう思し慮りよするなかで、背後から特大の光力がこちらに飛び込んでくる。

「──私の矢は、天使の力を高めます！」

　イリナさんの背中にシスター・グリゼルダさんの光の矢が打ち込まれる。瞬間、イリナさんから莫ばく大だいな光量が生み出されて、オートクレールの力もさらに強さと特性を増す！　クリスタルディの聖剣が──徐じよ々じよに徐々に聖なる力を消失しつつあった。

「──先生、いきます」

　デュリオさんがそう告げる。皆みんなが上空に顔を向けた。──そこには、広大な雷かみなり雲ぐもが生み出されており、さらには周囲に鋭するどい冷気が流れ始めていた。クリスタルディの持つ聖剣の刀身が少しずつ凍こおっていく。足あし下もとすらも氷で覆おおわれたとき、上空から極大の雷が降り注いだ。僕たちを囲っていた十じゆう字じ架かの結界すらも容易に破壊して、神滅具ロンギヌスの雷らい撃げきは戦士たちの師を包み込んでいった──。







　地面に横たわるエヴァルド・クリスタルディ。聖魔剣、オートクレール、グリゼルダさんのサポートの矢、そしてトドメとばかりのジョーカー・デュリオさんの神滅具ロンギヌス──。それらを受けて、戦士たちの師はついに倒たおれた。

　部下の女性戦士に回復を受けて、致ち命めい的てきなものは回かい避ひできたようだ。その戦士たちもすでに戦意を失っており、多くの者がその場で意い気き消しよう沈ちんしたようにくずおれていた。僕たちとの戦せん闘とうによる痛手、そして師であるクリスタルディの敗北により、戦意を失ってしまったのだろう。

　横たわりながら。エヴァルド・クリスタルディは教え子であるデュリオさんに問う。

「……最初から、あのシャボン玉を作ればおまえたちの勝ちだったろうに。いや、禁手バランス・ブレイカーにでもなれば、私たちを容易に一いち網もう打だ尽じんにできたはずだ」

　……その通りだ。彼が言うように、デュリオさんがあのシャボン玉を最初から出していれば、あるいは禁手バランス・ブレイカーになっていれば戦せん況きようは大いに崩くずれたはずだ。だが、本当にそれでいいのだろうか？　僕のなかに生まれた疑問に答えるようにデュリオさんが言う。

「……剣で語れなきゃ戦士ってのは満足できないって思ったもんですから、ある程度経たってから使おうと決めてただけです。不完全燃焼よりは、出し切れたほうがいいって思ったんスよ。それに俺の禁手バランス・ブレイカーはどうしようもなく聞き分けのない相手か、まったくもって反省の色も見えない悪者に使うって決めてるんで」

　戦士の心情を配はい慮りよしての判断だったようだ。確かに最初から戦意を封ふうじるよりは、想いを出し切らせてから使ったほうが、禍か根こんは残さないだろう。彼が戦士だからこそ、同種の心情を配慮しての行動だった。

　戦士の師は教え子の答えに笑った。

「……まったく、甘いな、おまえは……。……戦士はな、結局のところ、剣でしか語れんということだ。おまえの勝ちだ、デュリオ。さあ、好きにするがいい。ただ、あいつらは見み逃のがせ。あくまで私が連れてきたのだ。私にこそ、咎とががある」

　無防備にするクリスタルディ。今回の罪を全ぜん被かぶりする発言だった。この言葉に戦士たちから異が唱えられる。

「待ってくれ、デュリオ！」

「殺すならば我らを殺せ！」

「先生は私たちの想いに応えてくれただけ！」

「罪は俺たちにこそある！」

　必死に師を庇かばおうと立ち上がる戦士たち。この光景だけで、どれだけこの男が戦士たちに敬われているかがわかる。

　しかし、師は首を横に振った。

「……皆、悪あく魔まや吸きゆう血けつ鬼きに人生を狂くるわされた者ばかりだ。私もそうだった。それらを倒すことでしか、生き方を見出みいだせなかっただけだ。……さあ、私だけを罰ばつせよ。あの子たちは、ここから生き方を変えられる」

　クリスタルディの温和な表情。……これがこの男の本来の顔つきなのだろう。

　デュリオさんは──ため息を吐ついて手を横に振るだけだった。

「…………何もしないっスよ」

　そう、デュリオさんはその場で地面に座り込んで、何もしなかった。

「……なぜだ？」

　訝いぶかしげにしながら、師は弟で子しに問う。弟子はカラカラと笑うだけだった。

「……先生を倒したら、そっちのほうが恨うらまれるに決まっているでしょう？　それに──生きてりゃ、うまいモン食い放題っス。……世の中、それがどれだけ尊いか、知らない奴やつが多すぎなんです」

「……甘い。おまえは、本当に……甘いな」

　そう漏もらすクリスタルディの目には、涙がうっすらと浮うかんでいた。

　それが戦士たちにとって敗戦の宣言に等しかった。その場で泣き出し、くずおれていく戦士たち。あるいは武器を捨てて苦く笑しようする戦士もいた。

　デュリオさんが僕とイリナさんに言う。

「祐斗、イリナちゃん、行きなよ。ここはもう大だい丈じよう夫ぶ。イッセーどんたちのところに行っておくれ。俺は……もう少しクリスタルディ先生と話でもしているよ」

　デュリオさんが言うように、ほぼ同時に開戦したであろうあちらの戦況は気になっていた。もし、こちらが一足早く終われば、追いつきたいのが本音だ。今回は僕のわがままでこちらに参戦しているのだから。それを知ってか、デュリオさんはそう申し出てくれたのだ。
















　僕とイリナさんはうなずきあい、その場をあとにしようとする。そこにデュリオさんが言った。

「そうだ、今度、この地の施し設せつに住む子供たちに会いに来てくれないかな？　キミと同じ境きよう遇ぐうの子たちが住んでる。俺やキミの弟、妹だ。皆でさ、ケーキでも食べようか？」

　──っ。デュリオさんの表情は……あくまでやさしげだった。誰だれよりも甘いリーダー。それが『切り札』と称しようされたデュリオ・ジェズアルドなのだろう。

「…………ええ、ぜひ」

　そう微笑ほほえむ僕。イリナさんもうなずいていた。

「聖魔剣の騎士ナイトよ」

　クリスタルディが僕を呼び止める。一言だけ告げてきた。

「──ストラーダ猊げい下かは、正しよう真しん正しよう銘めいの怪かい物ぶつだ」

　……怪物とさえ思われたこの男を以もつてしてそう言わしめるのならば、それはいったいどれだけの怪物なのか──。

　僕とイリナさんはその言葉を心に留めながら足早に主のもとに急いだ。




　　　　─○●○─




　デュランダル使いのじいさんことヴァスコ・ストラーダ率いる戦士の一団との戦闘が駒王学園（レプリカ）の校庭で開始されて、数分経った頃ころ、俺──兵藤一いつ誠せいの周囲には虹にじ色いろのシャボン玉が出現していた。

　それが出現してからというもの、戦士の一団に変化があり、皆一様に泣き出してしまったのだ。仲間たちのなかにも泣いている者がいた。

　はて？　何が起こっているのだろうか？

　俺のなかでドライグが言う。

『……このシャボン玉はどうやら受けた者の記き憶おくを激しく揺ゆさぶる能力のようだ。大切なものなどを思い返させるんじゃないだろうか』

　ほうほう。しかし、俺はこのシャボン玉受けても何もないぞ？

『うむ、これは想像だが、相棒は常に大切なものを心に持っているから、効果がないのかもしれない。いつも無む駄だにいろいろなことに頭を悩なやませているだろう？』

　確かに。今後のこととか、仲間のこととか、おっぱいのこととか、いつも無駄に思えるほど心配に考え込むな、俺って。じゃあ、だからこそ、このシャボン玉受けても特に何もないってことか。

『まあ、そういうことだろう』

　……この戦況のなかでいつも以上に相手の戦士の一団にいる女性剣けん士しのおっぱいに目が行くのは……。

『ああ、それはシャボン玉の効果かもしれんし、じゃないかもしれん』

　……そうか、いつもより、おっぱいが揺れるたびに視線が行ってしまうのは、そういうことなのかな。

「このシャボン玉は……こちらの陣じん営えいのものかしら」

　怪け訝げんに見上げているリアス。

「ええ、そうです」

　そう応じたのは──木場だった！　傍かたわらにはイリナもいる！　おおっ、あっちはもう終わったのか！

「このシャボン玉はジョーカーが作りだしたもので、相手の大切なものを思い返させて戦意を鈍にぶらせるものだそうです」

　イリナの報告はドライグの想像通りだった。しかし、デュリオがこれを作ったのか。……へへっ、相変わらずやさしい手ばかり考えるね。

　だが、この状じよう況きよう下かに於おいても一いつ切さい戦意が薄うすれない者がいた。

「これはこれは……キレイなシャボン玉ではないか」

　しわくちゃな顔に笑みを浮かべるヴァスコ・ストラーダ。その手には、デュランダルのレプリカが握にぎられていた。俺たちはいまのいままで戦士の一団と戦っており、このじいさんとは直接戦ってはいない。……何せこのじいさんはまさにいま静観を止やめて、ようやく重い腰こしをあげたようだからな。

　きっと、先に戦士の一団に切り込ませて、想おもいを晴らさせてやろうとしたのだろう。自分が出るのは、それからでもいいと──。

　すでにこのじいさん以外の戦士たちは、俺たちの攻こう撃げきやさっきのシャボン玉で戦線が崩ほう壊かいしている。残っている戦士で無事なのは、このじいさんだけと言っていい。

　じいさんは祭服を脱ぬぎ始める。服の下にあったのは──齢よわい八十を超こえる老人のものとは思えないほどに瑞みず々みずしいぶ厚い筋肉の鎧よろいだった。……なんつー肉体だよ。しわくちゃな顔に不ふ釣つり合いなほど、鍛きたえ込まれていやがる！　長身も相まって、その姿は巨きよ人じんとしか思えない。レプリカのデュランダルが小さく感じてしまう。

　一歩、前に出るストラーダ。ぞわっとするほどの寒気が全身を包み込む。……背中に冷たいものが走った。こんなの……邪じや龍りゆうクラスでもなきゃ感じないプレッシャーだってのに、このじいさんは人間の身でありながら同様のものを俺に与あたえてくれる。そこから底知れない畏い怖ふを持ってしまう。

　じいさんは手を広げて、彫ほりの深い笑みで言った。

「──では、教義の時間といこうか。悪魔の子供らよ、学んでいきなさい」

　解き放たれる濃のう密みつな重圧──。全員が息を吞のんだ。鎧を着込む俺と匙ですら、鎧越ごしに強きよう烈れつな戦意を感じてならない。

　ゼノヴィアが生なま唾つばを飲み込んで言う。

「……デュランダルのレプリカ。力は本物の五分の一ほどと聞くが……猊下が持つ以上、その限りではないだろう」

　エクス・デュランダルとデュランダル・レプリカの対決になるのか……。剣けんの性能の上では遥はるかにゼノヴィアが持つほうが上だろう。だが──。

　最初に飛び出したのは、先ほど合流したばかりの木場とイリナだった。先に戦せん闘とうを終わらせた勢いがあるためか、その足取りも自信に満ちている。

　ストラーダのじいさんは特に動かず、構えすら取らない。油断しているわけでも、余よ裕ゆうをかましているわけでもないだろう。そこに高速で迫せまる木場の聖せい魔ま剣けんが飛び込んだ。

　──が、その聖魔剣が素す手でによって捕つかまってしまうッッ！

　素手で得物を止められた木場は仰ぎよう天てんした表情で、自身の剣とストラーダの顔を交こう互ごに見ていた。木場が剣を解放させようにもびくともしない様子だった。絶対の腕わん力りよくで聖魔剣を受け止められているッッ！

　じいさんがうんうんとうなずいた。

「いい剣筋だ。的確であり、何よりも相手が人間でも躊躇ためらいがない。しかし」

　乾かわいた金属音が周囲に鳴り響ひびく。──木場の聖魔剣が、素手によって折られたからだ。

「素直すぎる。まだ鍛たん錬れんが足りない」

　そう言い放ち、ストラーダは裏うら拳けんを木場に撃うち込んだ！　咄とつ嗟さに折られた聖魔剣で防ぼう御ぎよするが──一撃はあまりに重く、遥か遠くに吹ふっ飛ばされてしまう！

「猊下、失礼を！」

　次にイリナがオートクレールで斬きりかかるが──それすら指二本で挟はさんで止めてしまい、そのまま豪ごう快かいに聖剣ごと放ほうり投げてしまう！

「ならば魔ま法ほうです！」

　後衛のロスヴァイセさんが、無数の魔ま方ほう陣じんを展開してそこから各種属性入り乱れるフルバーストを放った！

　それすらもじいさんは避よけることをせずに魔法が直撃する瞬しゆん間かん、指を一本だけ出して高速で術に触ふれていく。触れられた魔法は、まるで力を失ったかのように四散していった。この結果に驚おどろくロスヴァイセさん！

「──っ!?　魔法──術式自体を崩くずしたというのですか!?」

「魔法とは、計算だ。──となると、方程式を崩す理ことわりをぶつければ相そう殺さい、あるいは壊こわすことが可能なのだよ。特に若い使い手は式が洗練されておらず、形だけの場合が多い。わずかなほころびを見つければ物の数ではないぞ。──作りさえわかれば、力で押し通せるのだ」

　いやいやいやいやいやいや！　首を横に振ふって、この現象を信じられない俺！　仲間たちも俺と同じ思いに駆かられたようで、同様に驚いていた！　だって、指で弾はじくだけでロスヴァイセさんの魔法の術式を解くなんてさ！　あまりにぶっ飛びすぎだろう、このじじい！　いくら、術式の作りがわかったとしても、指ひとつで解かい呪じゆできるものなのかよ!?　ロスヴァイセさんの術式って同種の魔法使いが見てもキレイなものだって賞賛されるほどのものだぞ!?　それでも若いって一言で済まされてしまうのか!?

《それなら、僕が行こう！》

　闇やみの獣けものと化しているギャスパーが前方に飛び出していく！　俺の影えい響きようもあってか、この状態のギャスパーはえらく好戦的で前に飛び出す戦い方をする！　しかも俺と毎度近接戦の手合わせをしているためか、結構正面から打ち合えるんだよな！　さすがにいまのギャスパーなら強いぞ！

　ストラーダのじいさんはようやく構える格好となり、右みぎ拳こぶしを一度引いた。右みぎ腕うでの筋肉があり得ないほどに肥大する。

「ふんッッ！」

　気合い一いつ閃せんと共に右の正拳が撃ち出された！　正面から向かっていたギャスパーはそれをすんでで避ける。──が、避けた先の建物が拳圧の衝撃によって崩壊していく！

「──噓うそでしょ!?　拳の余波だけで!?　サイラオーグ並だというの!?」

　驚きの声をあげるリアス！　リアスの言う通りだ！　パンチの勢いだけで物が壊せるヒトがサイラオーグさん以外にもいるなんてさ！　しかも、人間で、じじいだぞ!?

　ゼノヴィアが語る。

「猊下のパンチは『聖せい拳けん』と呼ばれているものだ。パンチにすら聖なる力が宿っている！　気を付けてくれ、当たれば悪あく魔まは大ダメージだ！」

　……笑うしかねぇじゃねぇか、そんなのってさ！

　拳をかいくぐって、懐ふところに近づいたギャスパー！　それを受けて、ストラーダは初めてデュランダルを構えた。濃密な聖なるオーラが迸ほとばしり、刀身を包み込む！

　ギャスパーが巨きよ軀くから拳の乱打を打ちだしていく！　その一発一発は並の悪魔なら全身が吹き飛ぶほどの威い力りよくを持つ！　しかし、ストラーダという老人は、デュランダル・レプリカの刀身で、あるいは体たい捌さばきで、軽々と受け流してしまうっ！　パワーをパワーで除のけてやがる……ッッ！

　ギャスパーがデュランダルを抑おさえようとするが──その莫ばく大だいな聖なる波動に圧おされて、飛び退のいた！　闇の衣ころもが一部剝はがされていて、生身のギャスパーを少しだけ覗のぞかせていた。

《──なんだ、この聖剣の力強さは……ッ!?》

　ギャスパーの闇は、そんじょそこらの聖なる波動でも剝がせないほどに濃こい。そりゃ、魔ま神じんバロールの化身と言ってもいいほどの存在だからな。そのギャスパーの闇の衣を一いつ瞬しゆんだけでも剝がすってのがそもそも常じよう軌きを逸いつしている証しよう拠こだ。

『じゃあ、次は俺だ！』

　漆しつ黒こくの鎧を着た匙が、邪じや炎えんを滾たぎらせて、複数のラインを伸のばした！　それを受けてストラーダがデュランダルを軽く薙ないだ──。この場にいる全員が悪お寒かんを感じて、体勢を低くする！　俺たちの頭の上を何かが高速で通り過ぎていく！　背後を振り返り、このフィールドに創つくり出されている模造の建物に視線を送る。あまりに放たれた波動の切れ味が鋭するどすぎたためか、横一文字の痕こん跡せきを残しただけで建物は一切崩れようともしなかった。余波で窓ガラスすら割れていないほどだ。……どれだけ、鋭えい利りな波動を放てば、横一文字の痕跡だけで済むってんだ……っ！

　匙のラインもキレイに真っ二つにされており、邪炎さえも聖なる波動の勢いで一時的に消失してしまっていた！

『クソッ！』

　怖おじけずに匙は極大の邪炎を放ち続ける！　一度でも直撃すればそこから呪のろいが発動して、消えない邪炎で相手を燃やし尽つくすことが可能だ！　あるいは、相手の力を散らすこともできる！　だが、匙の炎ほのおはデュランダル・レプリカを軽く振られるだけですべて消されていってしまう！　拳の余波ですら、匙の邪炎を払はらってしまった！

　直接的な攻撃は無む駄だと判断した匙は、ストラーダの四方に黒い炎の壁かべを出現させる！　匙、お得意の結界技わざだっ！　だが、じいさんはその場で回転して、その勢いでデュランダルを振るい、炎の壁を難なく両断してしまうっ！

　邪炎のことごとくを払いのけられた匙が叫さけぶ。

『なんだ、このジジイッ!?』

　本当だよ！　なんなんだよ、このジジイ！　理り不ふ尽じんっつーか、非常識っつーか、あらゆる法則をパワーで押し切ってやがるっ！

　ストラーダは首を横に振りながら言う。

「貴き殿でんらはあまりに神より賜たまわった力──神器セイクリツド・ギアに頼たよりすぎているのだ」

　握り拳を作りながら、こう言い放つ。

「私の力に理り屈くつなんてものはない。愚ぐ直ちよくなまでの鍛錬と無数の戦闘経験が私の血となり肉となっただけだ。一心不乱なまでの神への信しん仰こうと己おのれの肉体への敬愛を忘れなければ、パワーは魂たましいにすら宿るのだ。子供らよ。──貴殿らの魂にパワーが宿っているのか？」

　…………そう言われるとね。こちらとしても退けないものはある。俺もパワーの体現者と言われたことのあるアタッカーだ。それにその発言は火力重視で、脳みそまで筋肉と称しようされた俺たちグレモリーへの明らかな挑ちよう戦せんになる！

　皆みんなも俺と同じ思いに駆られたようで、表情からも力が滾っているのが見て取れた。声はかけなくとも、ここまで戦ってきた俺たちだ、メンバーの戦い方に合わせていくらでも対応できるだろう！

「じいさん、俺も本気、出させてもらうぜ」

　そう宣言した俺は真しん紅くの呪じゆ文もんを口にし始める！

「──我、目覚めるは王の真理を天に掲かかげし、赤せき龍りゆう帝ていなり！　無限の希望と不ふ滅めつの夢を抱いだいて、王道を往ゆく！　我、紅あかき龍りゆうの帝てい王おうと成りて──」




「汝なんじを真紅に光り輝かがやく天道へ導こう──ッ！」




『Cardinalカーデイナル Crimsonクリムゾン Fullフル Driveドライブ!!!!』

　真紅の鎧と化した俺は、ドラゴンの両りよう翼よくを羽ばたかせて、前方に飛び出していく！　どうせ、空中でジグザグに軌き道どうを変えて飛び込んだところであんまり意味もないことは重々承知の上だ！　それなら高速で一気に詰つめ寄って殴なぐりかかったほうがわかりやすい！

　右腕を龍剛ウエルシユ・の戦車ドラゴニツク・ルークモードにして、ぶち抜ぬくっ！

『BoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブースト!!』

　増大の音声と共に高まった力が右の拳に集まっていく！　膨ぼう大だいなドラゴンのパワーもそこに集中させる！

『Solidソリツド Impactインパクト Boosterブースター!!!!』

　肉にく弾だん戦──一撃としては最高クラスのものだっ！　膨ふくれあがった肉厚な俺の右腕から放たれる一発は、正面から受けるのは得策じゃない！　避けるか、受け流すか！　だけど、俺の予想が正しければ、このじいさんは──。そう、このパワーの塊かたまりたるヴァスコ・ストラーダという老人は、あえて……あえて！　俺の拳を正面から、バカ正直に受けようとする！　デュランダル・レプリカを前に構えて、俺の拳を受け止めた！　ソリッド・インパクトとデュランダル・レプリカが激しくぶつかり合い、その勢いの余波で周囲の風景が吹き飛んでいく！

　……拳の勢いが……完全に飲み込まれてやがるッッ！　冗じよう談だんじゃねぇぞ！　こちとら、パワーを込こめた一発を放ってんだ！　レプリカのデュランダルを持ったじいさんに完かん璧ぺきに受けられているっていうのかよッ!?

　攻こう撃げきを相殺しきった両者は、互たがいに飛び退のいて距きよ離りを取る。俺の攻撃が終わったと同時に、木場、イリナがもう一度飛び出した！　そこに小猫ちゃんと朱乃さんも加わった！

　木場とイリナが剣けんにて斬ざん戟げきを繰くり出すが、変わらずストラーダのじいさんはデュランダルの最小限の動きと体捌きのみで受けきってしまう！　そこに瞬間的に自身を成長させた小猫ちゃんの浄じよう化かのパンチが撃ち込まれようとするが、老戦士はデュランダルの柄つかでそれを受け止めて、逆に押し返してしまった！

「雷らい光こうよ！」

　朱乃さんが天てん雷らいを呼び寄せて、それを巨きよ大だいな龍の形に作り替かえる！　雷らい光こう龍りゆうだ！　それも五体も！　以前よりも数が増え、雷光の密度も増している！　意思を持ったかのように雷光の龍たちが勢いを持ってストラーダに襲おそいかかった！

「──神の雷かみなりと称された天使の系けい譜ふ！　美しい限りだ！」

　朱乃さんの一撃を褒ほめ称たたえながらも、ストラーダはデュランダルの刀身に聖なるオーラを滾らせて、一気に振るう！　ゼノヴィアが放つものよりも明らかに濃のう密みつなオーラだ。極大の波動が雷光龍を四散させる！　その波動は一いつ切さい弱まらずに俺たちにも襲い来る！

「盾たてよッ！」

　ロスヴァイセさんが前に立ち、強固な防ぼう御ぎよ障しよう壁へきの魔ま方ほう陣じんを幾いく重えにも張り巡めぐらせた！　硬かたい魔法障壁が、デュランダル・レプリカの攻撃的な波動に一枚、また一枚と破は壊かいされていき、眼前にまで迫せまる勢いを見せた！　──が、ロスヴァイセさんが障壁をさらに重ねて、ようやくストラーダの一いち撃げきを消し去った！

　……けど、その波動を打ち消すまでにどれだけの防御魔方陣が必要だったのだろうか……。少なくともロスヴァイセさんは、二十は張ったはずだ。『戦車ルーク』の特性を乗せて張ったはずの防御障壁がそこまで必要になるなんて……っ！　あらためて、この老戦士のデュランダル捌さばきに舌を巻くばかりだ！

「まだだっ！」

　最後に突とつ貫かんしたのは、デュランダルの現使い手こと、ゼノヴィアだった！　エクス・デュランダルを持って、速度と破壊力を上乗せした状態で聖剣を振るう！　ゼノヴィアの攻撃をレプリカで受けながら、老戦士は心底楽しそうに口元を笑えました。

「いいぞ！　そうだ！　それでいい！　何も考えてはいけない！　いいか、戦士ゼノヴィアよッ！　たとえ、エクスカリバーと同化しようとも、デュランダルの本質は──純じゆん粋すいなパワーだッッ！　だからこそ、貴殿は選ばれた！　否定するなッッ！　力を否定してはいけないッッ！」

　ゼノヴィアの攻撃を受けながらも、ストラーダはまるで使い方を、有り様を教えるように斬戟を繰り出していく。

　破壊の権ごん化げとされる聖剣の本物とレプリカがつばぜり合うなかで、ストラーダはゼノヴィアに真っ正面から告げた。

「──だが、パワーの表現はひとつではない。この剣の姿は、貴殿が本当に求めたものなのか？」

「──ッ!!」

　じいさんにそう問われたゼノヴィアは、どこか感ずるものがあったような表情を見せる。

　ゼノヴィアは一いつ旦たん後方に飛び退いたあと──エクス・デュランダルに意味深に視線を送っていた。それを見てストラーダが微笑ほほえんだ。……デュランダルを持つ者にしかわからないことがあったのだろうか……？

　そこにリアスが立つ！　全身に滅ほろびのオーラがまとい、その頭上には巨大な魔ま力りよくの球体が生まれていた！

「──なら、これならどう？」

　──消滅のイクステイングイツシユ魔星・スター！　リアスの必殺技わざだ！　俺たちが切り込んだ隙すきに魔力を練って生みだしていたのだろう！

「避よけないと死ぬわよ！」

　そう告げてからリアスは特大の一発を放った！　のろのろとした速度で進む滅びの球体だが、あれが当たれば誰だれであろうと無事では済まない。邪じや龍りゆうですら、その身を滅ぼされるほどの慈じ悲ひのない絶対の一撃なのだから。

　しかし、リアスはあえて宣言してから放った。それは──避けろという意味でもある。当たれば消滅は免まぬかれない。それでもリアスが放ったのは、相手への畏い敬けいの念があるからこそだ。

　だが、老戦士はまるで避ける素そ振ぶりを見せない！　ただただ正面から愉ゆ快かいそうに微笑んでリアスの滅びの球体に視線を向けていた！

「これはこれは……老体にはちと厳しい代しろ物ものだ。──しかし」

　デュランダル・レプリカを天高く掲げる──。その刀身に莫ばく大だいなまでの聖なるオーラが集つどっていく。

　徐じよ々じよに徐々に周囲のものを吸い込みながら近づいてくる消滅の球体に──デュランダル・レプリカが振ふり下ろされた！　輝かしいまでの一いつ閃せんが放たれて、俺たちはあまりの光量に目を覆おおうが……っ！

　目を開けたときに飛び込んできたのは──リアスの魔星が一刀両断された光景だった！

「──っ」

　その結果に言葉を失うリアス。当然だった。邪龍ですら、この技に手も足も出なかったのだから。それを、老人が、人間が、聖剣のレプリカでもって払いのけたのだ。俺たちの衝しよう撃げきといったらなかった。

　さすがのストラーダも肩かたで息をしていたが……魔星を斬きり伏ふせたのは事実だ。

　リアスも笑みを引きつらせるしかなかった。

「……こういうとき、笑うしかないのかしらね」

　息を整えるストラーダは言う。

「──いいかね？　デュランダルは『すべて』を斬れるのだ。たとえ、それがバアルの滅びであろうとも。例外はない」

　まるで俺たちにデュランダルのことを言い聞かせるようにそう告げてきた。

　……デュランダルってのは使い方しだいでは、ここまで斬れるのかよ……ッ！　じゃあ、ゼノヴィアが本当のデュランダルを使いこなしたとき、この世に斬れないものなんてなくなるんじゃないか……？

　小猫ちゃんも笑みを引きつらせていた。

「……もう、教会はこのおじいさん一人で十分なのでは？　って思ってしまいますね……」

　……本当だよ。このじいさんだけで教会はやっていけるんじゃないか？　そりゃ、最上級悪あく魔までも教会の戦士にやられるって伝説があったりするわけだ。……こんなじいさんがごく希まれにでもこの世に誕生すれば、たとえ最上級悪魔でも滅ぼされるわな。

「──さて、次は私の番ということでよろしいでしょうかね？」

　そう言いながら一歩前に出たのは──いままで静観していたアーサー・ペンドラゴン！　背広にメガネ、常に浮うかべている微笑み。しかし、その手に握にぎるのは莫大で濃こいオーラに包まれた伝説のなかの伝説とまで言われる聖剣の王──コールブランド。

「ほう……、まさか、この歳としになって見ることが叶かなうとは……」

　ストラーダもアーサーの持つ聖剣を見て、感かん嘆たんの息を漏もらしていた。対たい峙じするアーサーは不敵にも言い放つ。

「あなたの持つ剣が本物でなくて残念ですが──そのパワーだけでもこの身に受けたいと思いましてね」

　静かに歩み寄っていくアーサー。それに応じてストラーダも前進を開始する。お互いがお互いの距離に肉にく薄はくしても両者はいまだ構える素そ振ぶりすら見せずにいた。ついには眼前にまで距離を詰めたところで二人は足を止める。和なごやかに見える若い紳しん士しと老戦士だが、体から放たれている言いようのないプレッシャーは本物だ。両者の間の空間が、歪ゆがみ始めていた。

　そして、ついに二人の姿が一いつ瞬しゆん、その場から消え失うせる！　ギィンッという刃やいばと刃がぶつかり合った激しい金属音が周囲に鳴り響ひびき、俺たちは上空を見上げた！　気配を上から感じたからだ！　案の定、両者は空高く飛び上がっており、そこで斬戟を演じながら降下を始めていた！　ジャンプして落ちてくるまで、わずかな時間しかないだろう。しかし、二人が空中で斬り合っている時間は、濃密に圧縮された攻こう防ぼう戦せんと思えるほど、いくつもの型が飛び交かい、ぶつかり合うものだった。上段から斬りおろし、下段から斬り上げ、時折突つきも混ぜて、あるいはそれを払はらい、大おお振ぶりに放ち、小振りにも打つ──。両者が空中でおこなう高速の斬戟戦──。この周囲一帯にある模造の建物群はことごとくふた振りの聖剣からあふれ出たオーラの余波によって脆もろくも崩くずれ去っていく。

「……すごい」

「ああ……」

「…………」

　言葉もないイリナ、ゼノヴィア、木場の剣けん士し組ぐみ。空中でおこなわれる密度の高い斬戟戦に息を吞のんでいた。その目は瞬まばたきもせずに、ただただ伝説の聖せい王おう剣けんと、伝説の老剣士の戦いを見守った。まるで、目を瞑ることが剣士の恥はじであると言わんばかりに三人はアーサーとストラーダの戦いに注目していた。

　アーサーとストラーダが降下しながら斬り合い、ようやく地に降り立つが、休む暇ひまも無く、その場から駆かけだしながら二度目の聖剣による交こう錯さくを開始させる！　走りながら打ち合う二人！　その勢いによって、地面に大きな裂さけ目が走り、道をも容易に破壊させていく。二人の体にも変化はあった。互いに直撃を受けてはいないものの、ストラーダの鍛きたえ上げられた肉体に切り傷が幾重にも生まれており、アーサーの背広も斬られて裂けた部分が目立つ。二人の表情は狂きよう喜きに彩いろどられていた。この斬戟戦が心の底から楽しいという風に──。

　荒あら々あらしく波打ちながらも静かなオーラをまとう聖王剣を、アーサーはふいにあらぬ方向に突き刺さした。すると、空間に穴を穿うがち、刀身がそこに消えていく！　何かを察したストラーダは、上半身をうしろに大きく逸そらす。そこに空間を貫つらぬいて横合いから剣が飛び出してきた！

　そうか、アーサーは聖王剣で空間に穴を穿ち、そこを介かいして相手のすぐそばから刀身だけを通すことができるのか。

　そういえば、アーサーは聖剣で空間に裂け目を作って、そこに潜もぐって後退していたな。聖王剣の特性か、それともアーサーの技なのか。それは知れないが、アーサーが空間を貫いて刀身をストラーダに繰くり出しているのは確かだ。

　そして、ふいに死角から空間を通して繰り出される突きをすべて躱かわすのが規格外の老戦士ストラーダ！

　噓うそだろ!?　完全に虚きよを突いた一撃でも避けやがったぞ!?

　普ふ通つうに打ち込んでいきながらも、所作と気配すら感じさせずに空間を穿つアーサーの攻こう撃げきを軽々とストラーダのじいさんは避けきる。

　……俺だったら、フェイントを察知できずにとうに十は切り込まれていたであろう攻撃もこの老戦士は体たい捌さばきと剣によって払いのけていた！

　しかもこれらはすべて高速の斬戟のなかでおこなわれているもので、俺が視し認にんできない攻撃も織り交ぜられているのは容易に理解できる。

　あれが俺だったら──。聖王剣を避けきれず、聖なる波動をこの身に食らい続けて地に倒たおれ伏していただろう。手数が多く、虚を突く攻撃、それでいて聖剣の威い力りよくもバカにできない……アーサーは、俺にとって絶望的なまでに相あい性しようが悪いタイプだ。

「……まだアーサーは本気ではない。むろん、あちらのストラーダも……」

　木場ですら二名の剣士の実力を計りきれないでいた。唇くちびるを嚙かんで悔くやしそうにしている。おそらく、二人にまだ及およばない点と、二人の実力がわかってしまう己おのれの力量に歯は嚙がみをしているのだと思う。……俺もだぜ、ダチよ。……なんでこう強い連中がわんさかいるんだろうな、この世界には……。しかも人間の身で、だ。ヴァーリチームの剣士、アーサー・ペンドラゴン。聖王剣の主。これほどのものかよ……ッ！

　息を吞む卓たく越えつした剣士二人の攻防戦はそのあと、数分ほど続くが──終わりは突とつ然ぜんだった。一度、互たがいが大きく斬ざん戟げきを打ち合い、火花を散らしたところで同時に後方に飛び退のいたのだ。剣を構え直す二人だったが……ふいにアーサーが剣を下ろした。メガネを直すと、一言笑顔で言う。

「……素す晴ばらしい。──が、止やめましょう。これ以上は、私がショックで立ち直れなくなる」

　意味のわからないことを口走るアーサーだったが、察したのか、ストラーダも剣をいったん下ろした。

「……すまないな、若い剣士よ」

　老戦士は苦く笑しようしていた。アーサーの行動に理解を示したのだ。

　アーサーはフッと笑い、その場をあとにする。俺たちの横を通り過ぎるとき、奴やつは一言だけ漏らした。

「……あと、三十年、いや、二十年早く出会えれば、最高の戦いができたでしょう。これ以上は……悲しくなるのでね」

　寂さびしそうにそう言いながら、アーサーは去っていく。……剣士にしかわからない矜きよう恃じというものか。

　さて、残された俺たちなわけだが……。どうしたものかね。このじいさんを止めるとしたら──。本当の本気でも出さないとダメ、か。

　……俺は覚かく悟ごを決めて、鎧よろいの宝ほう玉ぎよくから飛龍ワイバーンを出現させる。それを視認して、老戦士は笑えみを深めた。

「噂うわさには聞いている。環かん境きようすらも塗ぬり替かえる技が赤せき龍りゆう帝ていにはあると──。確かにそれを受ければいかに私といえど、死は免れん」

　……ロンギヌス・スマッシャーのこと、知っているのか？　すでにあれを放ってから、一月経たっている。チャージは済んでいるのだ。

　俺のなかでコカビエルが口にしていたことが蘇よみがえる。それは先代デュランダルの使い手──つまり、このストラーダじいさんのことだ。

　──先代の使い手はそれはそれは常じよう軌きを逸いつするほどの強さだったぞ！

　……常軌を逸した強さ、説得力がありすぎて言葉もねぇよ……っっ！　だからこそ、奥の手でもちらつかせないとこのじいさんは退いてはくれないだろうよ！

　しかし、俺の横から入ったのは、ゼノヴィアだった。

　ゼノヴィアは一歩前に出て、ストラーダじいさんと対峙する。エクス・デュランダルを前に出すと──それを二本に分ぶん割かつする。エクス・デュランダルは、各エクスカリバーとしてデュランダルから分ぶん離りもできるのだが……ゼノヴィアがおこなったのは、デュランダルともう一本の伝説の聖剣という格好だった。つまり、右手にデュランダル、左手にエクスカリバーそのものというスタイルで構えたのだ。

　各エクスカリバーではない。天てん閃せんでも、破壊でも、擬ぎ態たいでもない。真のエクスカリバーそのものだ。彼女はデュランダルとエクスカリバーの二刀流の格好を作りだしていた。それはエクスカリバーで抑えていたデュランダルの解放を意味する。

　これを見て、ストラーダは全身を震ふるわせた。まるでいま初めて戦せん闘とうで高こう揚ようしたかのように！

「そうだ。それでいいっ！　デュランダルの元使い手の私からしてみれば、エクス・デュランダルは疑問の塊かたまりだった。デュランダルはそれそのもので完成されている。エクスカリバーもまたそれで完成している。……なぜ組み合わせる必要がある？　それは貴き殿でんがデュランダルに翻ほん弄ろうされて、『補助』などという愚ぐ行こうをエクスカリバーに課せたからに他ほかならない。貴殿は……一刀でも二刀でも戦える戦闘の申し子だ。──否定するな。パワーを信じてこそ、力は本物になるッ！」

　……そうだったな。ゼノヴィアはデュランダルの攻撃的なオーラに翻弄されており、それを抑おさえる名目でエクスカリバーを鞘さやとして覆おおったのだ。それにじいさんが言うようにゼノヴィアは両手に聖剣を持って戦うスタイルを好んでいた。破壊のエクスカリバー・聖剣デストラクシヨン＋デュランダル、あるいはデュランダル＋アスカロン──と。

　いま彼女は、むかしのスタイルに戻もどった。片方にデュランダル、片方にエクスカリバー。そう、それは出会った頃ころの彼女自身の戦闘スタイルだ。

　刹せつ那な──、分かれたばかりの二本にそれぞれ濃のう密みつな聖なるオーラが滲しみだしてきた。それは止とどまることなく、どんどん高まっていく。いままでゼノヴィアの剣から感じたことのない純じゆん粋すいで、濃のう厚こうで、身み震ぶるいするほどの聖なる力が生み出されていた。

　ストラーダは目を潤うるませていた。

「……ようやく、再会できたな、デュランダルよ。そう、そのデュランダルこそ、本当の姿だ。さあ、戦士ゼノヴィアよ。何も考えず、ただ来るがいい。デュランダルの真実は破壊のなかにしかないのだ」

「……はい！」

　剣を携たずさえて、パワーを体現した二人の剣士が距きよ離りを詰つめていく。それはゆっくりな歩ほ幅はばでありながら、確かな力強さを有していた。いままさにぶつかるという距離で初めて、剣が交錯する！　ゼノヴィアの二刀と、ストラーダの一刀が銀光と火花を散らしながら、激しくも、華か麗れいなまでにぶつかり合う！

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

「はあああああああああああああああああああああああああああっ！」

　その破壊の余波だけでこのバトルフィールドが震えだし、二人の周囲が崩ほう壊かいをし始める！　再現された建物など、次々と崩れていき、道にも深い地割れが発生していく！　フィールドの天てん井じようにまで裂け目は生まれて、次元の狭はざ間まの万まん華げ鏡きようのような模様が見えてしまっていた！

　俺とサイラオーグさんが拳こぶしで語り合ったときと同様、それ以上のものが眼前で展開している。これもあのときと同じで、ただただ純粋なまでの破壊と破壊のコラボレーションだ。

　デュランダルの真打ちと模造品が生み出す破壊の余波は、俺たちにも叩たたきつけられて、時折体に痛みが走るほどだった。……俺や匙の鎧にまでヒビが入ってやがる。どれだけのパワーがぶつかり合えば、余波だけでこれだけのものが生み出せるというのだろうか！

　おそらく、二人にしかわからない世界が繰り広げられている──。パワーとパワー。思考まで力に塗り固まれた者でしか再現できない戦い。肉体でしか語れない言語がそこにあるのだ！

　ゼノヴィアがデュランダル、エクスカリバーをクロスして、振ふり下ろす！　ストラーダがそれをレプリカで真っ正面から受けた！　破壊×破壊の一いち撃げきが破壊の権ごん化げに打ち下ろされる格好となるが、相手もまたパワーの怪かい物ぶつ！

「があああああああああああああああああああああっっ！」

　伝説の聖剣二刀をレプリカで押しのけてしまう！　──が、その犠ぎ牲せいは大きい。レプリカの刀身にヒビが生まれたからだ。さらに老戦士は息を荒あらくしており、明らかに体力が尽つきかけているのが理解できた。

　その場でひざをつくストラーダ。このままいけば体力の差でゼノヴィアが優勢になるだろう。絶大な力を持つデュランダルの元使い手は──やはり齢よわい八十の老人。体力までは誤ご魔ま化かしきれなかった。

　ゼノヴィアがひざをつくストラーダに歩み寄る。ここで勝負が決まるかというところで、両者の間に入るものがあった。──テオドロという少年枢すう機き卿きようだ。

　少年は顔を涙なみだでくしゃくしゃにして、ストラーダの盾たてになる格好でゼノヴィアの前に立つ。その行動にさすがのゼノヴィアも困こん惑わくしていた。

　少年は涙を流しながら、こう訴うつたえてきた。

「……ストラーダ猊げい下かを許してやってくれ。すべては私が悪いのだ」

「テオドロ猊下……お下がりください。この老骨がすべてを決めますゆえ」

　立ち上がろうとするストラーダを少年は制止する。

「もういい！　もういいのだ！　もう、十分だ！　ストラーダ猊下までいなくなってしまったら、私は……私はどうしたらいいというのだ！」

　少年は振り返り、背中から「奇き跡せきの子」の証しよう拠こである純白の翼つばさを生やした。彼は消え入る声でこう言った。

「……私の……父と母は……悪あく魔まに殺されたのだ」

　俺たちを見る目は──悲しみに満ちたものだった。

「……悪魔は許さない！　悪魔を許すわけにはいかないのだっ！」

　絶ぜつ叫きようする少年。……彼の一言に俺たちは言葉もなかった。

　……両親を悪魔に殺された？　彼は「奇跡の子」──天使と人間のハーフだ。その父親と母親が……悪魔に殺されたというのか？

　ストラーダは、悲ひ哀あいに満ちた表情で少年を抱だき寄せる。静かに語り出す。

「……同盟もいい。それもひとつの平和の形だ。だがね。──それでは救われない者、憤いきどおりを感じる者もいるのだよ。テオドロ猊下も、今日立ち向かった戦士たちも生き方を魔なる存在に歪ゆがめられて剣けんを取ったのだ」

　…………。

　……そう、平和ってのはヒトの数だけあって、同じじゃない。俺たちが平和だと感じていれば、苦痛だと感じる者もいる。……けど、それでも俺たちは……っ！

「俺たちは──」

　俺が言おうとしたときだった。俺の言葉を遮さえぎる者がいた。

「僕たちはッ！」

　──木場だった。

　木場が言う。

「……僕たちは、ただ平へい穏おんに暮らしたいだけだ。あなたたちにはあなたたちの正義があり、あなたたちだけの価値観があるんだろう。けれど、我が主あるじリアス・グレモリーも、イッセーくんも、朱乃さん、小猫ちゃんも、アーシアさんも、ゼノヴィアも、ギャスパーくんも、イリナさんも、ロスヴァイセさんも、レイヴェルさんも、シトリー眷けん属ぞくも、この町に住む多くの仲間たちは修しゆ羅ら場ばをくぐり抜ぬけてきた仲間だ」

　木場の表情はいままで以上に憑つき物が取れたかのようなすっきりした面つら構がまえだった。

　ゼノヴィアも木場に同調する。

「その通りだ。お互たがいに支え合ってきて命がけで戦い抜いてきた大切な仲間だ。たとえ、ストラーダ猊下とテオドロ猊下が、それをお認めにならなくても私たちにはここまで戦ってきた誇ほこりがある！　それに不満を覚える者たちが出たとしても、私たちは私たちが信じた者たちのためにこれからも戦う！」

　二人の剣士──グレモリーの『騎士ナイト』の訴えにヴァスコ・ストラーダはしわくちゃな顔に満足そうな笑みを浮うかべていた。

「……なるほど、いい目だ。いい闘気だ。リアス・グレモリー姫ひめよ。良い『騎士ナイト』を持たれましたな」

「ええ、自じ慢まんの『騎士ナイト』たちよ」

　リアスもまた『騎士ナイト』両名を誇らしげにする。

　木場もゼノヴィアも教会の施し設せつ出身という共通点があるものの、ここまで歩んできた道のりはあまりに違ちがうものだった。それがいま同じ主のもと、互いに剣を交かわしあいながら想おもいを共にする──。

　勇ましい『騎士ナイト』両名に混じってイリナもそこに並び立つ。

「ストラーダ猊下、テオドロ猊下、私も──悪い悪魔はいると思います。けれど──」

　イリナが俺を視線に捉とらえる。

「いい悪魔もいます。それは、人間も一いつ緒しよで……他の神話体系では、善神も悪神もいます」

　それを聞いてストラーダが声を上げて豪ごう快かいに笑った。

「はっーはっはっはっ！　いやはや……なるほどなるほど。しかし、天使である貴殿が異教の神を語るとは……。そうだな、これが同盟の結果であり、新たな時代の幕開けを意味するのだろうか……」

　考え込むようにあごに手をやる老戦士。だが、その様子はどこか楽しげでもあった。──が、ストラーダは再び剣を手にする。

「──しかし、一度振り上げたものは落としどころも見つけなければならぬ。テオドロ猊下、お下がりくだされ。この老いぼれの最さい期ごのデュランダルをお見せしましょうぞ」

　……いまだ戦意は一いつ切さい翳かげらず！　瞳ひとみにはまだ炎ほのおが灯ともっている！　俺たちと同士討うちしてでも押し通す胎はらか！　けど、体力は戻らないだろう。このままいけば、犠牲の有う無むはともかく、近い未来で俺たちが勝つ。……けど、それでいいのか？　本当にこのまま継けい続ぞくしていいのか？

　思し慮りよする俺だったが、少年枢機卿は泣いてストラーダを引き留めようとする！

「もういい！　もういいのだ！　ストラーダ猊下！　私は……十分だ！　あなたやクリスタルディ猊下、それに戦士たちが戦ってくれただけで……もう十分なのだ！……私の想いを、不満を、直接この者たちに伝えられた時点で、退けば良かったのだ……。だから、私が罰ばつを受ける！　この命をもって償つぐなおう！」

　強い決心を感じる表情だった。この子は自分の言ったことも、行動も承知であり、それによる罰を受ける覚かく悟ごも持ち得ている。

　ストラーダは、柔にゆう和わな笑みを浮かべて少年の頭をやさしくなでた。

「……子供が不平を訴えるのはいつの時代もあることです。あなたの訴えは何よりも尊く、純粋であった。だからこそ、私は再び剣を握にぎり、戦士たちも付き従ったのですよ。そして何よりも見て欲しかった。──あなたや戦士たちの意思を払はらいのけてまで作り上げられた、彼らを。彼らは一切我らを排はいせず、受け入れ、意を汲くんでくれた。彼らは……私たちをどうやって止めようか、考え抜いてくれたはずだ。どうやって、想いを踏ふみにじらずに受け入れられるかを──。その時点で、私たちは負けていたのですよ」

「──っ」

　老戦士の言葉に、少年枢機卿は声を詰まらせ、顔を伏ふせてしまった。

　……このじいさんは、最初からこちらのことをある程度わかって行動していたのか……。それでもあえて少年や戦士たちの不満を受けて、剣を握った……。

　ストラーダが言う。

「私の首とクリスタルディの首を以もつて、天に許しを請こおう。テオドロ猊下も戦士たちもまだ若い。これは、私が蜂ほう起きさせたものなのだから──。この戦場で吐はき出したものと、私の屍しかばねを乗り越こえて、戦士たちは新たな生き方に転じることもできるだろう」

　──っ！　このじいさん！　罪を全ぜん被かぶりする気か!?　最初から戦士たちの不満を受け止め、責任を自身で背負うために──。

　ストラーダの告白に戦士たちからも悲鳴が次々と上がる。

「猊下ッ！」

「そのようなことをおっしゃらないでください！」

「猊下、我らの命であれば、喜んで差し出しましょうぞ！」

「煉れん獄ごくに行く覚悟はできておりまする！」

　皆みんな、涙を流していた。百ひやく戦せん錬れん磨まの兵つわものたちが、老枢機卿の贖しよく罪ざいを引き留めようとしているのだ。この光景だけでストラーダがどれほど戦士たちに敬われているかが認にん識しきできる。

　じいさんの意思に俺たちは──なんとも言えない表情となり、振り上げた拳の先を定められずにいた。

　互いに攻せめ手にあぐねているときだ──。

「私がころころしてあげるわよーん♪」

　突とつ如じよ、第三者の声が周囲に木霊こだまする！　皆で視線を配らせて、ある一点に集中した。

　そこにはゴシック調の衣い装しように傘かさを差すという格好の女性──いや、魔ま女じよヴァルブルガの姿があった！　こいつめ！　また侵しん入にゆうしてきやがったのかよ!?

　全員が構えをそいつに定める！　魔女は愉ゆ快かいそうに笑うだけだった。

「最後の最後、美お味いしいところを横合いから取っちゃう♪　うーん、燃え萌もえだと思わなーい？」

　言うなり、ヴァルブルガはその場でステップを踏む。そのステップと同時に波は紋もんが広がるように魔ま方ほう陣じんが無数に展開し始めた！　転移の光が一いつ斉せいにまばゆく俺たちを照らす！

　無数の転移型魔方陣より現れたのは──巨きよ大だいな量産型邪じや龍りゆうの群れだっ！　十、二十、三十……三桁けたに到とう達たつしそうなほどの邪龍軍団が魔方陣より出現していく！

　ったく、この状じよう況きよう下かでまたこいつが量産型邪龍を召しよう喚かんかよっ！

　この一帯を覆おおい尽くす漆しつ黒こく──。そのすべてが邪龍だ！　邪龍の群れを背景に魔女がせせら笑う。

「んじゃ、邪龍の皆に活かつ躍やくしてもらおうかなーん♪」

　無む邪じや気きで邪悪な笑えみのヴァルブルガが手を前に出して邪龍に指示を送ろうとするなかで、ロスヴァイセさんが意味深な笑みを浮かべた。

「──そうくると思ってました」

　ロスヴァイセさんが指を鳴らした。すると、フィールド全体が銀色の光を発し始める！

　天てん井じようが、模造の建物が、道が、すべてが銀に輝かがやく！　刹せつ那な、邪龍の群れが力を失ったようにその場で倒たおれ伏した！　邪龍たちは一様に瞳の輝きを失っており、ぴくりとも動こうとしない！

「──っ！　これって……っ！　どういうことなのん!?」

　さすがの出来事にヴァルブルガも驚きよう愕がくしていた。

　驚おどろいたのは俺たちもだって！　なんだ、この現象は!?

　ロスヴァイセさんが不敵に笑みながら言う。

「あなたたちクリフォトがここに侵入することも、邪龍を召喚することも、想定済みです。このフィールドは私が独自の結界術式を編んで構築されていまして、この場で邪龍を呼び寄せると機能を封ふうじる作りになっています」

　──っ！　マジか！　事前にこいつらの侵入を読んだ上で、召喚された邪龍の動きを封じる術式をフィールドに取り込んでいたと!?　ま、まあ、こいつらが横合いから入ってくるなんざ、想定はできるもんな。こいつらは物量作戦にて、こちらを圧あつ倒とうしようとしたんだろう。けれど、トライヘキサ封ふう印いんの研究で、ロスヴァイセさんはこんな結界術を考案していたってことだ！

　ロスヴァイセさんがアーシアに視線を送る。

「アーシアさんが量産型の邪龍を手て懐なずけたのが、今回の術式の大元になっています。量産型邪龍を調査させてもらいましてね。結界を作る際、彼らの動きを停止させるという術を式に盛り込んだのです」

　すっげえや！　アーシアとファーブニルで手懐けた邪龍からヒントを得て、こうまで見事に成功させるなんてよ！　こりゃ、トライヘキサの封印術式の完成も期待が持てそうだぜ！　さすが北ほく欧おうの才女だ！

　これを受けて、ヴァルブルガも悔くやしそうに口元をひくつかせていた。──が、途と端たんに哄こう笑しようする。

「わーお、これは怖こわいことになりそうだわん。んじゃ、お暇いとましましょうかしらねん♪」

　来て早々、不利とわかるなり、逃にげる気かよ！　この決断力だけはすげえや！

　ヴァルブルガが足あし下もとに転移魔方陣を展開して、逃げようとする。──が、その魔方陣も輝きを失い、しだいに消えていく。

「……発動しない？　転移が封じられている？」

　訝いぶかしげにそう漏もらすヴァルブルガ。

「──いや、経路をすべて断っただけだ」

　またまた誰だれかの声！　顔を向ければそこには黒い狗いぬを従えた『刃狗スラツシユ・ドツグ』こと幾瀬鳶雄さんの姿がっ！

　幾瀬さんの姿にヴァルブルガが仰ぎよう天てんしていた。

「──『刃狗スラツシユ・ドツグ』ッ！」

　幾瀬さんが見知った者のように語りかける。

「やあ、久しぶりだ。紫し炎えんの魔女。あんたに継けい承しようされた聖せい十じゆう字じ架かは、どんな塩あん梅ばいかな？　悪いが、あんたがフィールドの外に事前に用意した脱だつ出しゆつ用よう転移魔法の術式をすべて斬きらせてもらった」

　そう言うなり、天井を見上げれば──数え切れないほどの刃やいばが氷柱つららのようにこちらに切っ先を向けていた。……この広大なフィールドの天井すべてに刃が生えているのか……？

　歪いびつな刃は禍まが々まがしい輝きを放っており、その刀身にも呪じゆ力りよくのこもってそうな文様が刻まれている。

　それを見てヴァルブルガは狼狽うろたえる！

「じょ、冗じよう談だんじゃないわ！　術式は前以てランダムに数万単位で組んだのよ!?　それを私が侵入してからのわずかな時間で全部──」

「ああ、すべて断った。裏方要員なんでね。仕事はするさ」

「…………ッッ！　あんた、本当に人間……っ!?」

　絶句するヴァルブルガ。自分の術式をすべて瞬しゆん時じに破は壊かいされたためか、異物を見るかのような目で幾瀬さんを見ていた。

　幾瀬さんがおれに言う。

「さあ、決めるんだ、兵藤一誠くん。表おもて舞ぶ台たいで輝いてこそ、伝説のドラゴンなのだから」

「は、はい！」

　よっしゃ！　ロスヴァイセさんと幾瀬さんのおかげで、邪龍は全部機能停止したし、ヴァルブルガもこの場に留とどめることができている！　ストラーダのじいさんには悪いが、まずはこの魔女をここで始末させてもらうぜ！

『Ｄ×Ｄデイーデイー』メンバーの目標が完全にヴァルブルガに集中する。この場で一番危険なのが魔女なのだと皆が認識しているからだ。

　全員から敵意を受けたヴァルブルガは、くぐもった笑いを発し、ついには高笑いする。

「あーっはっはっはっはっはっはっはっ！」

　両りよう腕うでを広げるヴァルブルガ！　その背後で複数の紫むらさき色いろの炎が巻き起こり、十字架を形作る！

「じゃあ、見せてあげるわよんっ！　私の禁手バランス・ブレイカーをねっ！」

　ヴァルブルガの戦意が一気に高まり、それに呼応して、紫炎が特大に膨ぼう張ちようしていく！　紫炎は徐じよ々じよに形を変えて、巨大に膨ふくれあがり、とある姿を形成し始めた！　それは超ちよう弩ど級きゆうの大きさを誇ほこる十字架！　そこに磔はりつけにされていたのは──八つの頭を持つ、これまた巨大なドラゴン！　デカい！　二百メートルはありそうな超巨体！　しかし、それには見覚えがあった！

　──八岐大蛇やまたのおろちだ！

　覚えがあって当然だぜ。先日、それを操あやつった剣けん士しと戦ったからな！

　ヴァルブルガが紫炎で作られた八つ首のドラゴンを背後に言う。

「──これが私の亜種禁手バランス・ブレイカー、『最終審判者インシネレート・によるアンテイフオナ・覇焰の裁きカルヴアリオ』よん♪」

　炎ほのおの十字架に磔にされた邪龍を見て、ストラーダが言う。

「聞いた話では、現聖十字架の使い手の能力は、磔にしたモデルによって、その姿と特性を変えるという。此こ度たびの磔のモデルは八つ首の邪龍、ということなのだろう」

　奴やつの亜種禁手バランス・ブレイカーにはそんな特性があるのか！

　魔女がそれを受けて語る。

「八や重え垣がきくんに持たされた剣には『八岐大蛇』の魂たましいが半分だけ入っていたの。残りの半分は私が紫炎に取り込んだわ。この神滅具ロンギヌスの真の姿は独立具現型なのよん♪」

　……よりにもよって邪龍を取り込んだってのかよ！　聖遺物レリツクで邪龍の魂を磔にして力を再現とか、無茶苦茶だな！　しかし、邪龍とはいえ、聖遺物レリツクの炎だ。チリチリと熱気がこちらにまで届き、鎧の上からでも肌はだに刺さすような痛みが走る。熱気だけでこれだ。悪あく魔まがあの炎をまともに受ければ消しよう滅めつは免まぬかれない。

　しかし、勇ましく一歩前に出る者がいた。ゼノヴィアだ。エクスカリバーとデュランダルを両手に、前に出た。

「私がやろう。いまなら、いけそうだ」

　大だい胆たんな言動を裏付けるような自信に満ちあふれた表情。先ほどのストラーダとの一戦で、ゼノヴィアはデュランダルの力の本質とやらを摑つかんだのだろう。

　ま、俺も付き合いますかね！　ゼノヴィアと並び立つ俺。ヴァルブルガに指を突つきつけて言った。

「んじゃ、後始末させてもらうぜ！」

　言って、俺は飛龍ワイバーンを飛ばして前方に飛び出した！　ゼノヴィアはただ静かにその場に留まり、聖剣ふた振ふりの力を高め始めた。高密度、高こう濃のう度どの聖なるオーラが刀身を包み込むのが視し認にんできる！

「私を二人でどうにかできると思って!?」

　俺はヴァルブルガが放つ魔法の雨と紫炎の八岐大蛇が吐はくブレスをかいくぐり、あの力を高める！　相手は女性だ。ドレスブレイクとパイリンガルが通じる！　しかし、ヴァルブルガは魔法によって、それらを防ぐのではないかとアザゼル先生は言っていた！　ならば、その魔法の防ぼう御ぎよを──透過してしまえばいい！

　俺はヴァルブルガの周囲に飛龍ワイバーンを飛ばす！　宙を縦じゆう横おう無む尽じんに飛び回らせた！　ヴァルブルガはうざがって魔法でそれを撃うち落とそうするが、ひとつやふたつ破壊されたところでどうということはない！　ひとつでもあいつに触ふれれば俺の技わざの発動条件は叶かなう！

『Reflectリフレクト!』

　宙を自在に動き回る飛龍ワイバーンは、魔女の魔法を跳はね返しながらも隙すきを見つけようと周囲を執しつ拗ようなまでに飛び回り、ついにその肩かたに少しだけ触れた！　瞬しゆん間かん、ヴァルブルガの肩に俺の術の紋もん様ようが浮うかび上がる！

　──時は熟した！

　俺は魔ま力りよくを込こめて、右手を前に伸のばして叫さけぶ！

「──透とう過かさせてもらうぜ！」

『Penetrateペネトレイト!!』

　俺の神器セイクリツド・ギアより、その音声が鳴り響ひびく！　そして、さらに魔力を高めて謎なぞの空間を広げた！

「──乳語翻訳バイリンガルッッ！」

　術は──ヴァルブルガを包み込んだ！　魔ま女じよ相手にパイリンガルが通ったのだ！　そして、ヴァルブルガのおっぱいが俺にだけ魔女の胸の内を語り始める。

『それがしはこのあと、魔法による属性攻こう撃げきと、「八岐大蛇」とのコンビネーションにより、赤せき龍りゆう帝ていをけん制。隙を見つけて、待機している「Ｄ×Ｄデイーデイー」に紫炎を吐き付ける予定でござる』

　──っ！　胸の内を知れたのはいいが、ヴァルブルガのおっぱいは戦国武将のごとき野太いおっさんの口調と声こわ音ねだったぞ!?　こんなおっぱいもあるというのか!?　地味にショックだよ！　ま、まあ、これであの魔女の行動は読める！

　俺は前に飛び出して、魔女の行動を先読みして、魔法のことごとくを打ち落とし、封じてみせた！　ヴァルブルガも自身がパイリンガルを受けたことを知り、驚愕していた！

「うそん!?　あの変な技を受けたというの!?　そ、そんな、私ともあろうものが！」

　形勢が不利になったことより、俺のパイリンガルを受けたことのほうがショックのようだった！　悪かったね！　変な技で！　でも、透過とのコンボが決まればここまで女性相手に無敵を誇るのさ！　あんたの行動はすべて筒つつ抜ぬけだ！　さて、決めさせてもらうぜ！

　俺は魔女が放つロスヴァイセさん以上の各属性魔法のフルバーストを回かい避ひ、あるいはドラゴンショットで撃ち落として、一気に距きよ離りを詰つめた！

　いちおう、ヴァルブルガに一度手で触れて、お約束とばかりに！

「洋服崩壊ドレスブレイク！」

　格好付けてヴァルブルガの服を弾はじき飛ばした！　うん！　いい形のおっぱいしているじゃないか！　腰こしもくびれていて、お尻しりも小こ振ぶりだ！　ついにこの魔女に決めてやったぜ！　俺のエロへのこだわり、執しゆう着ちやくはようやく実を結んだ形だ！

「もう、この変態ドラゴン！」

　などとヴァルブルガは文句をたれるが、この状じよう況きようでも裸ら体たいを隠かくさずに攻撃を仕し掛かけてくるのはさすがだ！

　──と、ゼノヴィアが宣言する！

「──いくぞ、イッセー。勝負を決めよう！」

　そう言うゼノヴィアが構える二本の聖剣は──かつてないほど高濃度、高密度のオーラを放ちながらも、安定していた！

　ゼノヴィアが言う。

「私は、デュランダルの攻撃性を扱あつかいこなせず、エクスカリバーで制せい御ぎよすることでいちおうの使い手となった。そして、エクスカリバーの各特性を取得しようとして技術を学んだ。けれど、デュランダルと私の本質は──あるがままに動くこと。元来のスタイルこそが真実だった。──が、ただがむしゃらにパワーを求めるのもまた本質には遠かった。遠回りして、見つめ直して、あらためて自分の本来のスタイルを思い直すことができた」

　力任せのデュランダル＋破壊のエクスカリバー・聖剣デストラクシヨン、あるいはアスカロンという二刀流スタイルで戦った彼女は、力だけでは勝てない敵と出会い、各エクスカリバーの特性を利用した技術にも手をつけた。しかし、眼前の彼女の戦せん闘とうスタイルは、以前と同様の力を高めるような二刀流──。そのはずなのだが、これまでとは身にまとう空気、気の流れがまるで違ちがっていた。荒あら々あらしさはあるものの、攻撃的な聖なるオーラは安定しており、危あやうい雰ふん囲い気きは皆かい無むとなっていた。

　ゼノヴィアはふた振りの聖剣を十字にクロスして叫ぶ！

「ここまでの経けい緯い、経験がすべてあってこそ、ここに戻もどってこられたんだ！　全部、私の血肉となって、デュランダルを受け止められるようになったんだ！　さあ、デュランダル暴れようか！　そして、エクスカリバー！　デュランダルと共に私を横で支え、高めてくれっ！」

　解き放たれるデュランダル、エクスカリバーの聖なるオーラ！　フィールド全体を照らすような莫ばく大だいな光量を刀身から放ち、オーラを天てん井じよう高く立ち上らせる！　ゼノヴィアが極大の聖なるオーラを有した聖剣二本を掲かかげた！

　しかし、それを邪じや魔ませんと八つ首の紫し炎えんの邪じや龍りゆうが、それぞれの大きな口から巨きよ大だいな火か炎えんを吐き出した！　紫炎の火炎球！　聖遺物レリツクの聖なる波動も威い力りよくに加算されているだろうから、悪魔にとって直撃は必殺となるだろう！

　だが、それに対応するのは、心強い仲間たちだった！

「やらせないわ！」

「その通りです！」

　イリナと小猫ちゃんがオートクレールと仙せん術じゆつの浄じよう化かにより、火炎球を相そう殺さいする！

《やらせるものかよッ！》

「まったくだね」

　闇やみギャスパーと木場が豪ごう快かいに真っ正面から、暗黒のブレスと聖せい魔ま剣けんで残りの火炎球をすべてなぎ払はらってしまう！　ギャスパーの奴、あの状態だと口からオーラを禍まが々まがしいエネルギー波として撃てるんだよな。ギャー助すけめ、怪かい獣じゆうめいてきやがったぜ！

「行きますわ！」

「ええっ！」

「破は壊かいはグレモリーの専門ですからね」

　朱乃さん、リアス、ロスヴァイセさんのお姉さんトリオが、雷らい光こう龍りゆう、滅ほろびの魔ま力りよく弾だん、魔法のフルバーストを豪快にぶっ放し、邪龍の首をそれぞれひとつずつ吹ふき飛ばす！　破壊という一点なら俺たちの得意分野だもんな！

　八岐大蛇は破壊された首元から紫炎を立ち上らせて失った頭部を再生させようとするが、そこに黒炎をまとったラインが複数伸びていく！

『──させるかよ』

　匙だ！　禁手バランス・ブレイカーの鎧よろいから伸びるラインがぐんぐんと伸び広がり、巨大な邪龍の全身をぐるぐる巻きにしていった！　紫炎の巨体が、徐々に徐々に漆しつ黒こくの炎に浸しん食しよくされていく！　視認できるほどの呪じゆ詛そが浮かび上がり、紫炎の邪龍の体を包み込んでいった！　あのヴリトラの呪のろいは一度でもその身に浴びればちょっとやそっとでは解呪できないほどに強力だ。炎による激痛と共に徐々に体力と魂を奪うばい取って相手を灰に変えてしまう。ダメ押しとばかりに接せつ触しよくしているラインから相手の力も吸い取るのだから、畏い敬けいの念を抱いだいても仕方ない特性だ。

『──ゼノヴィアさん、副会長立候補者からの会長立候補者への激げき励れいあいさつだよ。あとは決めてくれ』

　サムズアップしてゼノヴィアにそう伝える匙！　ゼノヴィアも匙のジョークに不敵な笑えみを浮かべて答えた。

「ああ、じゃあ、遠えん慮りよなしでいこうか！　私たちは三つでひとつの剣！　さあ、共にいこうッッ！」

　ゼノヴィアはオーラが高まった聖剣二本をクロスして、斬ざん戟げきを放った！　極大とも言えるオーラの奔ほん流りゆうが十字を形作り、前方にぶっ放される！　刹せつ那な、放った先のすべてのものを両断していき、ついには巨大な紫炎の『八岐大蛇』を十字に切り払ってしまう！

　なんて皮肉だ。聖遺物レリツクの聖せい十じゆう字じ架かが、聖剣二本の波動によって、十字に断たれるなんて──。紫炎のドラゴンを斬きり伏ふせた波動は、その余波でフィールドすらも激しく両断して、大きな裂さけ目を生んだ。裂け目からは次元の狭はざ間まの風景が広く覗のぞけるほどだ。

「──クロス・クライシス、とでも名付けようか」

　なんてこと言いながらゼノヴィアが決めてくれた！　魂たましいの半分とはいえ、聖十字架と合体した邪龍を一撃のもとに倒たおすなんてとんでもない威力じゃねぇかよ！

　だが、ゼノヴィアばかりに格好いいところを取られてたまるかよ！　じゃあ、こっちも決めるぜ！

「……噓うそ、なんでこんなので私の紫炎が……っ！」

　禁手バランス・ブレイカーを両断された衝しよう撃げきで体を強こわ張ばらせるヴァルブルガ！　俺は容よう赦しやなく、飛龍ワイバーンで底上げしたパワーでクリムゾン・ブラスターを撃ち込む用意をする！

「……邪龍を完全に聖十字架へと磔はりつけにすることができていなかった……？　けれど、私のなかの『祭主』は可能だって言ってたのに……っ！」

　言葉を詰まらせる魔女のもとにチャージが済んだ俺の一撃が斉せい射しやされる！

「クリムゾン・ブラスタァァァアアアッッ！」

『Fangフアング Blastブラスト Boosterブースター!!!!』

　砲ほう口こうから放たれた紅べに色いろの絶大なオーラが、魔女を包み込んでいった──。







　　　New Life.







　すべてが終わったバトルフィールド──。

　俺たちと戦ったクーデター組の教会の戦士たちは、武器を捨てて素す直なおに投降した。

　同時に、首しゆ謀ぼう者しやであるエヴァルド・クリスタルディ、ヴァスコ・ストラーダ、テオドロ・レグレンツィも投降に応じる。

「私たちの負けだ。抵てい抗こうはせん」

　そう言うストラーダのじいさんは、審しん問もんを受けるため、専用の転移魔ま方ほう陣じんのほうに足を進める。

　ヴァルブルガのほうは……俺のクリムゾン・ブラスターを受けても無事だった。どうやら、すんでで新たな防ぼう御ぎよ魔方陣を展開していたようだ。しかし、気絶はしていたため、その場でお縄なわとなりすでに冥めい界かいの専門機関に送られた。

　……そのヴァルブルガを倒したあとで気づいたのだが……。彼女の傍かたわらに、紫むらさき色いろの種火が落ちていたのだ。それに覚えのある幾いく瀬せ鳶とび雄おさんが専用のランタンを取り寄せ、そこに種火を移していた。幾瀬さん曰いわく、

「この神滅具ロンギヌスはね、通常起こる次代所有者への継けい承しようとは別に己おのれの意思で主あるじを渡わたり歩くこともあるんだよ。今回はあの魔ま女じよの神器セイクリツド・ギアだったけど、あるときは違う使い手の神器セイクリツド・ギアだったこともあった。話では、この神器セイクリツド・ギア自体に何者かの意思が宿っていて、次々に主を変えることができる特性を有しているそうだ。だから、こうやって回収しておかないと、また主を求めて彷徨さまようだろうね」

　ということだった。

　……そんな神滅具ロンギヌスがあるのか。それが独立具現型とでも？　ま、まあ、サイラオーグさんのところの獅し子しも斧おのから転じたものみたいだし……。俺のもヴァーリのも絶賛変化中だ。神滅具ロンギヌスは通常の神器セイクリツド・ギア以上に特異な能力をいくつも隠し持っているものなのだろう。

　しっかし、俺の仲間ってどんどん強くなるな……。木き場ばの聖魔剣は刀身に陰かげりが一いつ切さいなくなり、聖と魔の波動を一層華か麗れいにたゆたえてやがる。ゼノヴィアも各種の経験を踏ふまえた上で元来のスタイルに戻り、デュランダルとエクスカリバーの力を格段に向上させた。匙さじの禁手バランス・ブレイカーも段々怖こわくなっていくし、真しん羅ら先せん輩ぱいの禁手バランス・ブレイカーもやばいと聞いたぞ……。ここからさっさと去ってしまったアーサーも相当な剣けん士しだったしな。

　ここにデュリオ、ヴァーリ、サイラオーグさんも入れたら……。……いざというときの『神』クラス対たい抗こうチームってのもあながち冗じよう談だんじゃなくなってきてるように思える。

　などということを思し慮りよしているなかで、俺たちの横を通ろうとしたストラーダのじいさんが足を止めて、懐ふところを探さぐり出す。

「まずは、あれを渡さねばならないな」

　取り出したのは──封ふう筒とうの束だった。

「聖女アーシア、私のことを覚えているだろうか？」

　問うストラーダにアーシアはうなずく。

「はい、一度だけごあいさつを」

「うむ、貴き殿でんは本当に敬けい虔けんな信徒であり、やさしい少女であった。──これを、受け取りなさい」

　封筒を手て渡わたすストラーダ。受け取りながらも怪け訝げんそうにするアーシア。

「これは……？」

「貴殿の力にて治してもらった者たちからの感謝の手紙だ」

「──っ」

　言葉を失うアーシア。……聖女時代にアーシアが癒いやしたというヒトたちからの手紙ってことか。

　ストラーダのじいさんが続ける。

「貴殿が教会からいなくなったあともその手紙はずっとずっと送られつづけていたのだ」

「……どうして、これを？　捨ててしまってもよかったのでは……？」

　ストラーダはアーシアの手を取り、やさしく微笑ほほえむ。

「……貴殿が追放される旨むねを聞いた折、どうにかして四方八方手を尽つくして隠いん棲せい先を探したのだが……間にあわなんだ。──申し訳なかった」

　その一言にアーシアは──ぶわっと涙なみだを溢あふれさせた。じいさんは──アーシアを救おうとしていたのか……っ！

「……私は……その……っ！」

「その手紙の主たちにぜひ返信してあげてほしい。あるいは訪問してくれてもいいだろう。──私がその件をすでに手配している。会いたくなれば教会に通すといい」

　ストラーダは感動の涙を流すアーシアの頭をなでた。アーシアは声を詰つまらせて号ごう泣きゆうしていた。

　そっか、アーシアが教会時代にしていた癒やしは──無む駄だじゃなかったんだ！　それがわかっただけでも、俺もうれしいよ！

　じいさんは次に戦せん闘とう終しゆう了りよう後ごこの場に参上したアザゼル先生に言う。

「さて、元総そう督とく殿どの。どうやら、我らに付いていた背信の徒もあぶり出せたようですな」

「ああ、おかげさまでな」

　二人の会話に訝いぶかしげにする俺。それを見て先生があらためて説明をくれる。

「リゼヴィムの野や郎ろうが、クーデターを扇せん動どうしていたのはわかっていた。となると、教会内に奴と通じている裏切り者がいるってことにもなる。今回のクーデターとケンカの一戦でそいつをあぶり出そうとしたのさ。案の定、あのフィールドにヴァルブルガが入ってきただろう？　それはつまり裏切り者がフィールドに入る魔方陣の術式を奴やつらに流したってことだ。俺たちはそこまで読んで準備して、裏切り者が誰だれなのか、特定するまで踊おどらせたのさ」

　その様子だと、裏切り者とやらは捕つかまえたようだな。

　ストラーダが言う。

「今回のクーデター派をここまで連れてきたのも、その者をあぶり出すためでもある。堕だ天てん使しの元総督殿には迷めい惑わくをかけましたな」

　じゃあ、先生が語っていたストラーダのじいさんたちがクーデターの首謀者を買って出た真実のひとつが裏切り者のあぶり出しでもあったのか……。まあ、内側に闇やみを抱かかえたままクーデターを終わらせても第二の反乱が起きかねないもんな。先生とストラーダの間で面と向かって話さずとも無言の了りよう解かいみたいなものがあったんだろう。

　先生もうんうんとうなずいていた。

「いいってことよ。ま、若者どものケンカのついでってやつさ。ロスヴァイセの結界、封ふう印いん術も試ためせたしな」

　ロスヴァイセさんも誇ほこらしげに笑んでいた。

「侵しん入にゆう者を一いち網もう打だ尽じんに出来て良かったのですが、それ以上にフィールドが壊こわれなくて幸いでした」

　さっき聞いた話だが、あのフィールドはあり得ないほどに強固な作りになっており、そのおかげで俺たちが大暴れしたあとでもいまだに崩ほう壊かいを起こさず存在し続けている。……研究途と中ちゆうだとしてもロスヴァイセさんの封印と結界術には先生も舌を巻いていた。機能を停止させて捕とらえた大量の量産型邪じや龍りゆうも研究、調査のため、各機関に転送される。

　──と、ストラーダが再び懐を探り、ひとつの小こ瓶びんを取り出した。

「アザゼル元総督殿、あなたにお渡ししたいものがあります。それは、此こ度たびの騒そう動どうの代価のひとつです。受け取っておいて損はないでしょう」

　小瓶を受け取る先生。なかには……陶とう器きの欠片かけららしきものが入っている。それを見て先生は目を見開くほどに驚おどろき、そして唸うなった。

「……ああ、やはり、これなんだな」

「先生、それなんですか？」

　俺が問うと、先生が言う。

「……聖せい杯はいの欠片だ。本物のな」

『──ッ!?』

　この報告に『Ｄ×Ｄデイーデイー』の全員が驚いた！　いや、そりゃ驚くだろ！　本物の聖杯の欠片って！　マジかよ、それ!?

　先生が確かく認にんするようにストラーダに問う。

「そういうことなんだな、ストラーダ？」

　ストラーダは無言でうなずいた。さらにストラーダはリアスと木場にも視線を配らせる。

「それとリアス・グレモリーの『騎士ナイト』よ。──イザイヤ、施し設せつにいたときに仲間たちからそう呼ばれてたと聞く」

　その名を聞いて木場が酷ひどく驚いていた。

「──っ。……どうしてそれを？」

　イザイヤ……。施設時代の木場の名前か？　あいつ、俺たちにもそれを教えたことなんてなかったのに。

　ストラーダが続ける。

「繰くり返された実験のなかで、帰ってこなかった子が何人もいたというが、何も落命して帰ってこなかったわけでもないのだ。──一名だけ、例外がいた。トスカ、この名前に覚えがあるだろうか？」

　木場が驚き、目を見開いた。そして、何度もうなずく。

　ストラーダが配下の者に視線を送る。すると、戦士の一団から一人の少女が姿を現した。白い髪かみをお下げにした十二、三歳の女の子だ。

　木場を見かけるなり、口元を押さえてこみ上げてくるものを堪こらえる。

「……イザイヤ？」

　一言、問う少女。木場は仰ぎよう天てんし、そして頰ほおに涙を伝わらせる。

「…………っっ！　ま、まさか、そ、そんな……っ！　トスカ、なのかい……？」

「……うん」

　言葉もない木場や俺たちにストラーダが語る。

「一人だけ、強固な結界型の神器セイクリツド・ギアを持った娘むすめがいたのだ。実験のなかでそれが発現し、バルパーたちも手を出せなくなってしまった。所有者が仮死状態でも能力が解かれることはなく、研究員たちも仕方なく施設の隠かくし部屋奥深くに置いておくしなかった。彼女自身は、バルパー追放時におこなわれた施設内の捜そう索さくで見つかったのだが、我々も結界を解くことは叶かなわなかった。しかし、同盟の折、堕天使側からの技術を応用してようやく解くことに成功したのだ」

　……生きていたのかよ！　木場の同志が、一人だけ生存していた！　それを教会の者たちが回収していたなんて！

　ストラーダが言う。

「結界内で仮死状態のままだったゆえか、成長は止まっており、衰すい弱じやくも見られた。この国に連れてくるには時間を要したのだ」

　少女が木場に歩み寄り、その頰を手でなでた。

「イザイヤ、こんなに大きくなっちゃったんだね……。……私はあの頃ころのままなのに」

　かかとをあげて木場を見上げる少女。その手を取って、木場が涙を溢れさせながら首を横に振ふる。

「……いいんだ。いいんだよ……。……いいんだ」

　二人は時を超こえて、ようやく再会の抱ほう擁ようを交かわす──。

「よかった。イザイヤが生きていてくれて」

「──ッ。…………ああ、そうか……。そうだったんだね……。……キミも、キミたちも、僕も……それが……すべてだったんだ……っ。──生きることがっ！」

　…………。

　……俺も仲間も、もう言葉もなく、ただただ二人の再会に涙するしかなかった。

　……木場、良かったじゃねぇか。おまえが生きてきた意味は、意義は、あったじゃねぇかよっ！　生きていたからこそ、その子と再び出会えたんだ！　そうさ、生きてりゃ万ばん々ばん歳ざいなんだ！　生きて楽しく暮らせればさ！　それだけで……十分だよな！

　その子たちは復ふく讐しゆうなんて、願っちゃいなかったんだからよ！

　ストラーダのじいさんがその光景を見守りながら言う。

「その者を連れていくといいだろう。教会にいては何かと利用する者が出るやもしれん」

　少女と抱だき合いながら、木場が言う。

「ストラーダ猊げい下か……僕は……」

　ストラーダは首を横に振る。

「決して、私を許すなよ、ナイトよ。許せば貴殿の切れ味は鈍にぶる。聖と魔の狭はざ間まこそが貴殿の力の根源となろう」

「……ストラーダ猊下」

　ゼノヴィアの頭もわしゃわしゃとなでるじいさん。

「戦士ゼノヴィアよ。赤せき龍りゆう帝ていボーイと一いつ緒しよに戦った姿……まことに優ゆう雅がであったぞ。──恋こいせよ、乙女おとめゼノヴィア。デュランダルは愛にこそ寛かん容ようなのだ」

　それだけ言い残して、ストラーダは審しん問もんを受けるために転移型魔ま方ほう陣じんのほうへ足を進めていく。

　俺は──じいさんを呼び止めて問う！

「待ってくれよ！……あなたは、最初からアーシアへの手紙も、木場の同志も、聖杯の欠片も、すべてを用意してから戦いに臨んでいたのか？」

　ストラーダは語らない。ただ、しわくちゃの顔に笑みを浮うかべて、右の拳こぶしを天高く上げるだけだった。

　じいさんが転移の光に消えていくなかで俺は──その広くて大きな背中を見送ることしかできなかった。

　ヴァスコ・ストラーダ──。教会の戦士たちの父──。

　アーシア、木場、ゼノヴィア、己おのれと教会の狭間で苦く悩のうした者たち。彼女らが報むくわれる答えも用意して現れたパワーの体現者たる枢すう機き卿きよう──。

　あまりにデカすぎる男だった──。




　　　　─○●○─




　あの戦いから数日後──。レイヴェルが冥めい界かいに発たった次の日だ。

　ついにやってきました生徒会選挙の本番たる立候補者のスピーチ！

　全校生徒が体育館に集められて、立候補者の最終スピーチを聞き、最後に投票していく。

　ここがゼノヴィアにとっての正念場だろう。

　さてさて、次々と立候補者がスピーチをやっていくなかで、副会長を目指す匙も壇だん上じように立つ！

『えー、僕が生徒会の副会長に立候補した理由は──』

　マイクを通して無難な内容を話す匙だった。まあ、堅けん実じつなあいつらしいものだ。生徒たちからの反応も悪くない。

「よっ！　運動部期待の星！」

　なんて野次も飛んで、爆ばく笑しようを生んだが、概おおむね好評のスピーチだった。

『──ということもあり、僕は支し取とり前会長の方針を継けい承しようしつつも柔じゆう軟なんな対応で運営したいと思います。運動部の皆みなさん。特に男子！　僕に投票しても、きちんと言う通りにしてくれないとさすがに困りますんで、当選したら三つのうち二つぐらいは聞いてください』

　最後まで生徒に笑いをもたらして匙はスピーチを終える。おおっ、生徒からいい反応だな。こりゃ、当選確実かね。

　次はついに生徒会長立候補者のスピーチだ。

『続きまして、生徒会長立候補者のスピーチです。花はな戒かい桃ももさん、お願いします』

　呼ばれて壇上の椅い子すから立ち上がり、マイクの前に立つ。花戒さんは静かに声を発した。

『私が生徒会長に立候補した理由は──前会長である支取蒼そう那な先せん輩ぱいの姿を間近で見ていて、前会長の意思を受け継つぎつつも新しい駒く王おう学がく園えんを皆さんと作りたいと思ったからです』

　彼女のスピーチは理知的であり、言い淀よどむところもなく、生徒たちに聞き込ませるだけの弁舌が振るわれていた。

　花戒さんは、ソーナ前会長をすぐそばで見てきて感じたこと、思ったことを素す直なおに話し、そこから見えてきた次代の生徒会のあり方、駒王学園の新しいビジョンを簡潔にわかりやすく生徒たちに語りかけた。花戒さんの生徒会を愛しているという気持ちが見えてくる見事なスピーチであり、

『──以上が、私、花戒桃の掲かかげる新しい駒王学園生徒会の姿です。どうぞ、皆さん、よろしくお願い致いたします』

　生徒たちからの拍はく手しゆも多かった。

　……皆みんな、しんと静まりかえって聞き入っていたからな……。このままだと、花戒さんに票を持ってかれちまう！

　そして、最後に壇上の椅子から腰こしをあげたのは──、

『最後に同じく生徒会長に立候補しているゼノヴィアさん、スピーチをお願いします』

　ゼノヴィアだ！　しかもトリだ！　うわぁ、マイクの前に立っていない俺ですら、緊きん張ちようしてきたわ！

「ゼノヴィアちゃん、大だい丈じよう夫ぶだよな！」

「お、俺はゼノヴィアちゃんがスピーチに滑すべっても一票入れるぞ！」

　俺の両りよう脇わきに座る松まつ田だと元もと浜はまも謎なぞの緊張をしていた。

　……実は俺、昨夜、ゼノヴィアが今日話すスピーチの内容を読ませてもらったんだ。とても無難なものだった。アーシア、イリナ、桐生きりゆうのフォローもあり、要点を絞しぼったキレイな内容でいて、わかりやすいものだったよ。

　──でも、どこか、ゼノヴィアらしさがうかがえないものだったようにも思えた。

　あいつなら……もっとあいつらしい、ゼノヴィアにしか言えないものがあるんじゃないのかな。

　そう感じながらも俺は、ゼノヴィアがマイクの前に立つのを待った。

　ついにマイクの前に立ち、ゼノヴィアが全校生徒を一望する。懐ふところからスピーチ用の用紙を取り出して、読もうとする。──が、口を開いたところで、しばし考え込むゼノヴィア。すると、その紙をしまってしまう。

　そして、ゼノヴィアは息を整えたのち、語り出した。

『……私は、この歳としになるまで教会の関連施し設せつで育った世間知らずだ。この学校に通うまで学生というものに無む縁えんだった。この国の教育という観念から言えば、丸十年の間、勉強は学校に通わず、教会で受けたことになる』

　突とつ然ぜんのスピーチに生徒たちからどよめきが沸わくが、それでもゼノヴィアは続ける。

『私が生徒会の会長に立候補したのは、この学園での生活が楽しかったことが起因している。生まれて初めて通った学校だ。つまらないと感じたことは、一度だってなかった。各種いろんな授業も、休み時間にクラスメイトと雑談することも、オカルト研究部での部活動も、体育祭や文化祭などの行事も、京都への修学旅行も、全部新しん鮮せんで心の底から楽しかった。うまく言えないが、私はこの学校が大好きなんだと思う。こんなにおもしろい場所がこの世にあっていいのかと、毎回思ってしまう。そして、こんな私を助けてくれたこの学校の生徒の皆にも心から感謝を伝えたい。学校生活も知らなかった世間知らずの私と仲良くしてくれて、本当にありがとう。だから、私が生徒会長に立候補した理由というのもこの学校と、この学校に通う皆に恩返しをしたいからだと思う』

　とても、生徒会長に立候補する者のスピーチとはいえない、ただの個人の学校への感想に近いものだ。それでも、生徒の皆が真しん剣けんに聞き入っていた。誰だれ一人ひとりとして、バカにする者も、無視する者さえいない。

『私はこの駒王学園に何かを残したいんだ。生まれて初めて通った学校、初めて体験する学校生活、こんなにも貴重なことを伝えてくれる場所に私は私がいた証しよう拠こを残したい。それが、生徒会長になって、この学校のため、この学校に通う皆のために尽じん力りよくすることだと、単純な考え方かもしれないが、そう自然と行き着いた。私は支取前会長とは毛色の違ちがう生徒会長になるだろう。至らない部分も多いと思う。でも、そう感じたら、遠えん慮りよなく文句を言ってくれ。不満を漏もらしてくれ。私はそれに全力で応こたえる！　何か困ったことがあったら、私に頼たよってほしい！　必ず私が助けに行く！　生徒会長という立場を大いに利用して、私はこの学校に通う皆を絶対に守りぬいてみせる！　私はこの一年間、この学校と学生の皆に、私が学校に通えなかった十年分の楽しさを教えてもらった。だからこそ、残りの一年で私は全力でこの学校を守りたい。生徒の皆を守りたい！　誰からも愛される駒王学園にしたい！』

　全力で、心の底から訴うつたえているものだと、誰だれもが理解できた。あんなに一いつ生しよう懸けん命めい、想おもいを伝えようとマイクを通して訴えるゼノヴィアの姿を見れば、それが本音なのだとわかるだろうから──。

　最後にゼノヴィアは笑え顔がおで言う。

『皆、楽しい駒王学園にしよう。いや、私がしようと思う。だから、こんな私をどうかよろしくお願いします』

　頭を下げるゼノヴィアに──特大の声せい援えんと拍手が沸いた。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

「ゼノヴィアちゃーん！　最高だーっ！」

「頼りにするぜ、ゼノヴィアさーん！」

「カッコイイ！　ゼノヴィアせんぱーい！」

「一票入れるぜ！　いえーいっ！」

　いままでにないほどの声援が届く。先生から「静かに！　静せい粛しゆくに！」という注意が飛んでも、生徒たちの興奮は冷めることがなかった──。

　花戒さんは生徒会への愛を語った。けれど、ゼノヴィアは対照的に──生徒たちと学園への愛を貫つらぬき通して語った。それが顕けん著ちよに出た二人のスピーチだったと思う。

　見れば、アーシアもイリナも桐生も──ゼノヴィアのスピーチに涙なみだを流しながら拍手を贈おくっていた。







　スピーチも終わり、投票も済んだあとで俺は体育館を去る途と中ちゆうに見知った人ひと影かげを見かけた。追ってみれば──そこにはシスター・グリゼルダの姿があった。

　ハンカチで目元をぬぐっていた。近づく俺に気づいたようだった。

「……グリゼルダさん、来てたんですね」

「……ええ、年とし甲が斐いもなく、あの子の演説なんかで泣いてしまうなんて……。まったく、涙なみだ脆もろくなったものです」

　グリゼルダさんは涙に濡ぬれながらこう続ける。

「……無愛想で、誰だれ彼かれ構わず突つっ込んでいった『斬きり姫ひめ』が、あんなまぶしいほどの笑顔を見せるなんて……」

「いいスピーチでした」

　俺は心底そう思えた感想を伝えると、シスターは誇ほこらしそうに微笑ほほえんだ。

「──自じ慢まんの『妹』ですから」

　そこへ現れたのはゼノヴィアだった。

「あ、イッセー。それにシスター・グリゼルダ！　来てくれたのか！」

「おまえな、体育館から離はなれていいのか？」

　俺がそう訊きくと、「外の空気を吸いにきたんだ」と朗ほがらかに答えた。

　そのゼノヴィアが俺の腕うでに絡からんで、シスター・グリゼルダに言う。

「そうだ、ちょうどいい！　この機会だ、言ってしまおう！　シスター、私もイリナがミカエルさまからいただいた部屋を私個人で使いたいのだが、どう思うだろうか？」

　──っ！　こ、この娘むすめはぁぁぁぁっ！　あんなにいいスピーチをしたあとで、こんなことを言うんだからな！

　とうのシスターは──感動から一転！　こめかみをピクピクとさせて、迫はく力りよくのある笑みでゼノヴィアの顔を両手でつかむ！

「……あなたって子は！　私の感動を返しなさい！」

「……あうううっ、だ、だが、こういうことは『姉役』であるシスターに報告すべきかなと思ったから……っ」

「まったく、とんだ『妹』ですっ！」

　はははっ、なんつーか、やっぱり、ゼノヴィアらしいというか。

　その日から、ゼノヴィアは──クァルタ姓せいを名乗ることになる。グリゼルダさんが『妹』として見ていたことを再認にん識しきするように、ゼノヴィアも彼女のことを『姉』だと再確認できたからだろう。




　そして、後日、生徒会選挙の結果が発表された──。

　生徒会長以外の役職は概おおむねスムーズに決まり、注目の会長戦は──僅きん差さで勝負がついたという。

　結果を知って、花戒桃さんは微笑みながらこう述べた。

「これでいいのだと思います。だって、駒王学園らしいじゃないですか」──と。











駒王学園・新生徒会役員




生徒会長／ゼノヴィア・クァルタ（二年生）

副会長／匙元げん士し郎ろう（二年生）

書記／巡めぐり巴柄ともえ（二年生）、加か茂も忠ただ美み（二年生）、百鬼なきり黄おう龍りゆう（一年生）

会計／草くさ下か憐れ耶や（二年生）、仁に村むら留る流る子こ（一年生）、ミラーカ・ヴォルデンベルグ（一年生）









　　　To be continued...







　ゼノヴィアの生徒会長当選のお祝いパーティをした日のことだ。

　その日、お祝いによる大おお騒さわぎを一通り済ませたあとで、アザゼル先生の研究ラボにオカルト研究部の皆みんなが集つどった。

　先生が俺たちをラボに呼んだ理由を先ほど軽く聞かされたが……それは驚おどろきの報告だった！

　ラボの深部、厳重に設置された幾いく重えものゲートを通って俺たちは隔かく離りされたとある集中治ち療りよう室の前にたどり着いた。ガラス越ごしに確認できるのは、無数の機器類に繫つながれているヴァレリー・ツェペシュの姿だった。クリフォトに奪うばわれた聖せい杯はいが戻もどっていないため、いまだ目覚めないままだった。

　その集中治療室に入る二人の姿──ギャスパーとアザゼル先生だった。ヴァレリーの横についたギャスパーは愛いとしい恩人の髪かみをそっと撫なでる。ギャスパーは一人で二日に一回はここを訪おとずれて眠ねむったままの彼女に日々の出来事を語りかけていたという。せっかく、再会できた二人なのに……近くにありながら、物もの凄すごく遠くにも感じてしまうとあいつは寂さびしそうな表情でそう語っていたな。

　アザゼル先生は手に持ったアタッシェケースを台の上で開き、その中身を取り出した。

　何かの欠片かけらを中心にして作られたペンダントだった──。

　その欠片は──先日ヴァスコ・ストラーダから譲ゆずり受けた本物の聖杯の欠片だ。そう、今日ここに先生が俺たちを呼んだ理由とは……本物の聖杯の欠片を用いてヴァレリーを目覚めさせるというものだったのだ！　この報告を先ほど受けたとき、本当に俺たちは驚いた！　筋肉じいさんから貰もらった聖杯の欠片でそのようなことが可能になるだなんて……。

　欠片を使ってペンダントを生成したグリゴリ。先生はそれを持ってベッドに横たわるヴァレリーのもとに歩み寄る。

　室内の会話がスピーカーを通して俺たちにも聞こえてきた。

『……これで本当にヴァレリーが？』

　ギャスパーが瞳ひとみを潤うるませながら先生に問う。

　先生はやさしい笑みを浮うかべて言う。

『ああ、この娘この足りない聖杯の代わりと言っちゃなんだがな。本物の聖杯の欠片で作ったペンダントだ、これを首にかければ、おそらく──』

　静かに首にペンダントをかける先生。しばらく静観していると──、

『…………ぅ』

　ヴァレリーの口から声らしきものが漏もれる！　さらに見守っていると、両目がゆっくりとだが、徐じよ々じよに開いていく！　天てん井じようを見上げるヴァレリーは、明かりに一いつ瞬しゆん目をくらませていた。

『……うーん…………ぁぁ……あれ……？』

　意識も目覚めているようだ。彼女に顔を近づけるギャスパー。その顔は──涙でくしゃくしゃになっていた。それでも精せい一いつ杯ぱい笑みを浮かべてギャスパーは問う。

『……ヴァレリー。わかる？　僕だよ？』

　彼女の手を取るギャスパーに、ヴァレリーは微笑みを浮かべた。

『…………あら、ギャスパーじゃない。おはよう』

　ぼけっとした口調──それはあの吸きゆう血けつ鬼きの国で出会ったヴァレリー・ツェペシュそのままだった。

『ヴァレリー……ヴァレリィィィィィィィ……っ！』

　想おもいを堪こらえきれなかったギャスパーが名を叫さけんでヴァレリーの胸むな元もとで泣いた。

　もう一度、出会いたかったはずだ。もう一度、話したかったはずだ。救おうとして目前まで迫せまったのに彼女は──意識を閉とざしたのだから。

　胸で泣くギャスパーをヴァレリーがやさしく撫でた。

『うふふ、ギャスパーったら、もうどうしたの？　泣き虫さんは変わらずよね』

　…………俺は……ただただ感動の涙を溢あふれさせて見ているしかなかった。でも、良かった！　本当に良かった！　まさか、こんな方法で彼女を目覚めさせることができるなんてさ！　見れば眷けん属ぞくの皆も大号ごう泣きゆうしてギャスパーとヴァレリーの再会を見守っていた。

　ああ、そうさ！　良かったな、ギャー助すけ！　もう、二人の邪じや魔まをする奴やつなんていやしない！　いちゃダメなんだ！　そんなのがいたら、俺が、ギャスパーが、皆が、絶対に許すわけがねぇ！

　先生が二人の姿を見て安あん堵どの息を吐はいていた。

『ったく、けっこう賭かけだったんだがな。応急処置にしちゃ、うまくいったってことでいいのか？』

　先生が顔を上げたギャスパーに言う。

『いいか、ギャスパー。これだけは気を付けろ。まず、そのペンダントは常につけておけ。外したらどうなるか、俺も保証できん。それと、クリフォトが持つヴァレリーの聖杯を奪だつ取しゆしない限り、外に出すな。このあとすぐに兵ひよう藤どう家けの周囲──おまえと木き場ばが暮らすマンションも含ふくめた一帯に特例の結界を張る。つまり、ペンダントをつけつつ、その一帯から出さなければ現状は維い持じできるってことだな』
















　なるほど、この目覚めは仮のもので、本来の彼女の聖杯をきちんと奪取しなければ本当の自由は得られないってことか。んでもって、俺の家の周囲に彼女が安全に行動できる特とく殊しゆな結界を張るってことね。

　リアスが治療室の先生にガラス越しに語りかける。

「……ストラーダ猊げい下かは、挑ちよう戦せん状じようと共にこちらの益になるものも持ってきていたのね」

『あの男のことだ。ただ渡わたすにも理由が欲ほしかったんだろう。拳こぶしで語るタイプだ。クーデター組の不満を解消しつつも、こちらへの配はい慮りよを忘れなかった。そういう男だよ』

　……アーシアも木場もゼノヴィアも、そしてギャスパーまでもがストラーダのじいさんによる配慮で救われた。あのじいさんは……ここまで用意してこの地を踏ふんだのだろう。

　先生が言う。

『……これはな、保険なんだろうな』

「保険？」

　問う俺に先生が続ける。

『最悪、奴らに渡ったヴァレリーの聖杯が奪取できない場合、俺たちが破は壊かいするという選せん択たく肢しも生まれるだろう。……奴らに悪用されるぐらいならってな』

　まあ、そういう可能性もあるということか。取り返したいけど、もし世界か、聖杯かということになったら……。俺は取り返す気満々だし、そのときになったら死ぬ気でもがくだろう。でも、最悪の選択を憂ゆう慮りよする者が出てもおかしくない事こと柄がらだ。

　先生は唸うなる。

『だが、奴らのことだ、ヴァレリーの聖杯を盾たてにしてくることだってあるはずだ。ストラーダめ、敵のやり方をよくわかっている。それに対するこちらの心構えの持ち様に関してもな』

　盾、か。ああ、あのリゼヴィムのクソ野や郎ろうなら嬉き々きとしてやってきそうだ。ストラーダのじいさんはそれを想定もしたってことだ。

「教会上層部が聖杯の欠片を提供したのは、ヴァレリーの聖杯を盾にされるという場面に直面したとき、こちらの躊躇ためらいを薄うすれさせるためってことね」

　──と、リアスが言った。

『ああ、そうだ、リアス。「Ｄ×Ｄデイーデイー」構成員の決心を鈍にぶらせるのに比べたら、聖遺物レリツクである真の聖杯の一いつ片ぺんぐらい安いものだとストラーダたちが判断したとも言える。まあ、前線で戦うおまえたちがヴァレリーの聖杯を盾にされた結果、世界が滅ほろんだら聖杯どころじゃないからな』

　各神話体系のためにクリフォトと前線で戦う俺たちに対して抱いだく憂慮に比べたら、真の聖杯の欠片でも安かったってことか。

「不安要素を少しでも消してきたってことですか。正直、これは私たちの心情的にも相当大きいでしょうね」

　ロスヴァイセさんもストラーダのじいさんのやり方に感心をしていた。

「祐ゆう斗と先せん輩ぱいの同志の件も、この聖杯の欠片も、クーデターを利用してこちらに渡したということですかね。クーデターを起こしたお詫わびの形として……」

　小こ猫ねこちゃんの言葉に木場が瞑めい目もくする。

「……わざと負い目を被かぶった上でそれらを渡すために、か。強引なやり口だけど、トライヘキサ復活が危険視されるなかで、リゼヴィムの扇せん動どうも重なったから、ここしかタイミングがなかったんでしょうね……」

『聖杯の欠片も、「聖せい剣けん計画」での生き残りも、教会内部の機密事じ項こうだ。タダでくれてやるわけにもいかないだろうさ。長年悪あく魔まや堕だ天てん使しを相手にドンパチしてたんだからな。教会の内乱を利用しての譲じよう渡と。──食えない奴さ、ストラーダ』

　先生は呆あきれるような口調だったが、どこか感服している声こわ音ねだった。

　元敵である悪魔や吸血鬼に大事な本物の聖杯の欠片を渡すんだから、複雑な事情と想いが教会内部で錯さく綜そうして不満が出ても仕方なかっただろうしな。

　とうのストラーダのじいさんは尋じん問もんの末、エヴァルド・クリスタルディと共に投とう獄ごくされたそうだ。……一いつ切さいの言い訳をせずに裁きに身を任せるとのこと。彼らの訴うつたえは三大勢力のトップ陣じんの間でも一考の余地ありとされたため、クーデターは無む駄だではなかったのだろう。……けど、何かしらの罰ばつは受けねばならないんだろうな……。

　俺は頭を振ふって、気持ちを切り替かえる。

「ま、だとしても俺はヴァレリーの聖杯を取り戻す気まんまんだけどな」

　俺がそう強く宣言した。当然だ。奪われたものは取り返してなんぼだ。

　これには皆も「もちろん」と異口同音に賛成した。

　先生がふと木場に問う。

『──で、木場よ。再会したばかりの同志とはどうだ？』

　トスカさんとのことだろう。木場ははにかんだ表情で言う。

「え、えーと……とりあえず、数年間に起きた出来事と駒く王おう町ちようのことを話して、皆を紹しよう介かいしました。わからないことだらけだと思うので、僕と皆で彼女にいろいろ教えていきます」

　そう、トスカさんは木場の住むマンションと兵藤家を行き来して、いろいろと学び始めている。教会の施し設せつを出たことのない彼女は、カルチャーショックも多く、その点は同じ経けい緯いを踏んだアーシアやゼノヴィアがフォローしていた。まずは日本語の習得が先になりそうだ。

　木場はというと──本当に憑つき物が取れたように温和な表情となっている。……俺が憂慮していたこいつを収める鞘さやができたんだろうな。木場は彼女を生しよう涯がい守ることを決意したと語っていた。

　こうなると心配になるのは、真しん羅ら先輩だけど……。真羅先輩はまだ諦あきらめていないようで、

「ラ、ライバル上等です！　どうせ、兵藤くんにも勝たなきゃいけないんですから！」

　──と、意気込んでいた。俺も恋こいのライバルに入っているんですか!?　本当、カンベンしてくださいよ、真羅先輩！

　先生がふと漏らす。

『……ふーっ、なんだかんだで、俺の心配事はひとつひとつ無くなっていくもんだな。あとはおまえらがクリフォトをぶっ倒たおせるぐらいに成長するのを待つだけかね』

　期待の一声をいただいてしまった！　それはもう少し待ってください！　あっちも強敵揃ぞろいなんで、準備するだけでも一苦労なんですよ！

　──と、突とつ如じよ、朱あけ乃のさんが誰だれかからの連れん絡らくに気づいたようで施設の床ゆかに連絡用の魔ま方ほう陣じんを展開させた。投とう影えいされた人物はソーナ前会長だった。

『リアス、いまだいじょうぶかしら？』

　その表情は緊きん迫ぱくの色に包まれていた。

「どうしたの、ソーナ？　こんなに慌あわてて連絡を飛ばしてくるなんて……」

『ライザー・フェニックスの試合についてです……』

「そういえば、そろそろ結果が出てもおかしくないわね」

　そう、今日試合だと事前にレイヴェルから連絡を受けていた。

　しかし、ソーナ前会長の表情は緊きん張ちようの度合いを強めるばかり。

『…………』

「……ソーナ？」

　怪け訝げんに問うリアスにソーナ前会長は沈ちん黙もくを破る。

『ライザー・フェニックスと、レイヴェルさんが──』

　その一言は、不ふ吉きつをすべて孕はらんでいた──。







　　　Top Secret.







　これに記録された映像は、事件後、関係者の一部のみが目にした最高機密である。

　ディハウザー・ベリアル主しゆ催さいのレーティングゲーム・イベント企き画かく「王者十番勝負」よりもたらされた記録映像である。

　三番目の試合にて、それは起こった。ディハウザー・ベリアルの相手は、フェニックス家の三男──ライザー・フェニックス氏。ゲームのバトルフィールドは、地下深くに設けられた古代遺い跡せきという設定である。

　一部、映像が乱れているところもあるのでご了りよう承しよう願う。

　試合開始から三十分経過したレーティングゲーム。眷属を軒のき並なみ倒され、自ら進軍することを決めたライザー・フェニックス氏は、バトルフィールド──遺跡の端はしにある内部がドーム状の洞どう窟くつに入り込む。そこはカメラが追える場所ではなく、この映像を記録したのは観客用のそれではなく、『監かん視し用』に用意されていた隠かくしカメラである。

　洞窟を進むのは、ライザー・フェニックス氏とその妹で『僧侶ビシヨツプ』のレイヴェル・フェニックス。

　洞窟の中央、ドーム状にひらけた場所に来た折、そこで待ち構えていたのは王者ディハウザー・ベリアルである。

　ライザー氏、王者に出会い、こう述べた。

『ディハウザー殿どの、良い試合を展開させてもらい、心より感謝致いたします。残る眷けん属ぞくは、この「僧侶ビシヨツプ」の妹のみ。私の敗北は必至でしょう。不ぶ躾しつけですが、最後に「王キング」と「王キング」での一いつ騎き打うちを願いたく馳はせ参じたしだいです』

　勇ましいライザー氏の表情。

『お兄さま、思考がイッセーさまみたいですわ。影えい響きようありありですわね』

『う、うるさい！　「王キング」と「王キング」の戦いは見ている者が燃えるシチュエーションだろうが！　そういうサービス精神がだな！』

『はいはい』

　他愛たわいもない兄妹きようだいのやり取り。しかし、王者は意味深に笑えむ。

『いい試合……か。ライザー・フェニックス殿、いい試合とは……何を指すのだろうか』

　怪訝な表情を浮うかべるライザー氏。

　王者は会話を続ける。

『終始巧たくみな戦術による絶対の試合運びで完かん封ぷうすることか、最後の最後で大逆転劇を繰くり広げることか、それとも拮きつ抗こうした戦力の者同士がお互たがいの全力を出し切って勝利をもぎ取ることか。私は……永いプレイングで、とりあえずはすべて堪たん能のうしてきたつもりだ』

　首を横に振る王者。

『……いや、噓うそだな。私は、圧あつ倒とう以外の試合はすべてそのように演じただけだ。逆転と、拮抗した戦いがどのようなものか、あえてそう試合運びをしただけに過ぎない』

　当とう惑わくするライザー氏。

『……ディハウザー殿、俺には貴方あなたが何を口にしているのか見当がつきませぬ』

『……ライザー殿、私は生まれてこの方、負けたことがないのだ。何でもできた。すべてが叶かなった。このレーティングゲームという遊技も負けを見たことがない』

『ディハウザー殿、私には貴方の真意が計りかねますな……。……だが、ひとつだけお訊ききしたい。なぜ、それを俺に話されたのです？　この試合に貴方のその心情の吐と露ろは必要だったのでしょうか？』

『……無ぶ粋すい、と言いたいのだろう。いや、そうだ。無粋だ。ゲームプレイヤーにとって、神聖なゲームに余計なものを挟はさみ込むなど、侮ぶ蔑べつ以外の何物でもない。私は、チャンピオンでありながら、いまそれをしている。まったく、酷ひどい王者だ』

　首を横に振る王者。その身にオーラが滾たぎる。

　手を前に突つきつける王者。膨ぼう大だいな魔ま力りよくの塊かたまりが、放たれようとしている。

　何かを察知したレイヴェル・フェニックス、『王キング』である兄を庇かばうように前に立つ。

『お兄さま！　離はなれてください！　この方の放つオーラは──』

　横合いより、突如出現した魔力の槍やりに腹部を貫つらぬかれるレイヴェル・フェニックス。王者の手元の魔力はブラフに過ぎなかったようである。

　致ち命めい傷しようを受けたレイヴェル・フェニックス。腹部より血が流れ出る。

　しかし、致命傷を受けてもなおゲームのシステムである緊きん急きゆうのリタイヤ転移が生じない。

　不死鳥の特性が働かず、横たわり、ぴくりとも動かない妹にライザー氏は近づき、抱だき寄せる。

『……レイヴェル？』

　名を呼ぶが、返事はなく、ぐったりしたままである。

　王者、首を横に振る。

『……不死身であろうとも、私の「無価値」の特性からすればその限りではないということなのだろう。それにこの洞窟に特とく殊しゆな結界を張っているのでね。転移はおこらないし、ここで起こったことも外には漏もれないのだよ』

　ベリアル家の特性は「無価値」である。その名の通り、相手の特性を一時的に「無価値」で意味のないものに転じてしまうこと。

　この場合、フェニックス家の特性である「不死身」を「無価値」にして、レイヴェル・フェニックスの再生を消し去ったことになる。

　もう一点、この時点で王者が言うように洞窟に奇き異いな結界が張られていた。しかし、この時点では誰も不正に気づいていなかった。

『……………………』

　言葉もないライザー氏。怒いかりで体を震ふるわせる。

『……おのれ。おのれ、ディハウザァァァァァアアアアアアアアアアアアアアッッ！』

　怒りで絶ぜつ叫きようするライザー氏。王者は無表情でそれを見ているだけだ。

　王者、ライザー氏に語りかける。

『ライザー・フェニックス殿、貴き殿でんは不思議に思われたことはないか？　なぜ、「悪魔の駒イーヴイル・ピース」には「──」の「────────」のか。「兵士ボーン」８、「騎士ナイト」「僧侶ビシヨツプ」「戦車ルーク」いずれも２、そして「女王クイーン」。本来あるはずの「──」は、駒こまを与あたえられたものが「───」ものとなっていた』

　王者、懐ふところから何かを取り出す。一部音声に加工が入る。これは機密事じ項こうに該がい当とうするためである。

　王者が持つ物に対しても映像の加工が入る。これも機密事項に該当するものである。

『──それは』

　問うライザー氏に王者は手に持つ物を見せながら語る。

『──「──」の「──」、「悪魔の駒イーヴイル・ピース」を制作せし魔ま王おうアジュカ・ベルゼブブは、作らなかったわけじゃないのだよ。作っていたのだ。作ったうえでこれの製造方法をすべて抹まつ消しようした。この「──」の噂うわさは、ないわけではなかった。都市伝説、噂の類たぐいに尾おひれがついたこの「──」の「───」はゴシップ好きの悪魔の間では有名な話だ。私の従い姉と妹こにね、噂、ゴシップ好きの娘むすめがいた。偶ぐう然ぜん、日本に縄なわ張ばりを持つことになった従姉妹の「─────」は、偶然にも近きん隣りんの市街にアジュカ・ベルゼブブさまが隠いん棲せいされていたことに気づいた。そこで彼女は──』

　最重要機密事項に該当するものにさらに音声の加工が入る。そして、「そこで彼女は」以降の会話もまた最重要機密事項のため、音声は大きく加工される。

『この「────」はただひとつ。与えられた者は、まったく「─────」に「──────」ことができる。そう、「────────」とも「──」とも、種を大きく逸いつした「──────」に「───────」のだよ。アジュカ・ベルゼブブさまはあまりに非ひ凡ぼんすぎた』

『……それを持って貴公は何をするつもりだ？』

　ライザー氏、問う。

『それを知る必要はない』

　王者、ライザー氏に魔力を放つ。ここで映像が乱れ、数秒ほど確かく認にんができなくなる。再び映像が映ったとき、ライザー氏、レイヴェル・フェニックスと共に地面に横たわっていた。二人に動く気配は見受けられない。

　ここで洞窟内に変化が訪おとずれる。青い光と共に転移の魔ま方ほう陣じんが出現する。

　魔方陣より、巨きよ大だいな生物が現れる。王者、それを見て感かん嘆たんの息を漏らす。

『──噂は聞いていた。レーティングゲームにて、予測不能な出来事、あるいは悪意あるゲームプレイがあった場合、それ相応の措そ置ちが陰かげでおこなわれると』

《よく言うものだ。おまえはわざと私を呼んだのだろう？》

　巨大な蒼あおき鱗うろこの生物──ドラゴンが王者にそう問う。

『──蒼そう穹きゆうのごとき鱗を持つ龍りゆうの女王、天魔のカオス・カルマ業龍・ドラゴンティアマット。レーティングゲームの裏の審しん判ぱん者であり、真の管理者の一角……』

　レーティングゲームの公式戦及および特別試合にて、運営側が想定したものよりも逸いつ脱だつした事態が起きた場合、各種緊きん急きゆう措そ置ちが執とられる。概おおむね、該当プレイヤーに対する強制転移で事態の収拾を計るが、それが叶わない場合に限って特例の審判者が試合に介かい入にゆうし、これに対処することになっていた。約百五十年ほど前より、この役を担になうのは五ご大だい龍りゆう王おうの一角──天魔のカオス・カルマ業龍・ドラゴンティアマットとなっている。しかし、この事態のケースは極きわめて希け有うであり、過去に二度ほどしか起こっていない。

　ドラゴンことティアマット、王者に対して攻こう撃げき態勢を取る。

《悪く思わないでくれ。私は盟友であるアジュカ・ベルゼブブとの盟約により、ゲームの不正をただす位置にいる》

『龍王最強と謳うたわれた者が、殊しゆ勝しようなことだ』

《言うな、これはあくまでアジュカへの恩義ゆえのこと。私は誰だれかに使われることも仕えることもない》

『その通り。彼女には俺が運営している各種ゲームについて重要なポストについてもらっているだけだ、王者ベリアル殿どの』

　第三者の声。再び、洞窟内に転移の光が輝かがやく。魔方陣より現れたのは魔王アジュカ・ベルゼブブである。

　ティアマットがアジュカ・ベルゼブブに対して呆あきれたような口調で言う。

《──おまえが直接来るとはね。どうやら、これはよほどのことのようだ》

『ま、サーゼクスやバアルのおじじ殿には見せられたものではないからな』

　あいさつをする王者。

『光栄な限りです。超ちよう越えつ者しや──魔王アジュカさま。わかっています、アジュカさま。あなたがここに来た理由、それは──』

　ディハウザー・ベリアルの言葉を受けて、アジュカ・ベルゼブブが口を開いた瞬しゆん間かん──突とつ如じよとして映像は終わる。

　そう、映像はそこで途と切ぎれていた。







　　　あとがき







　どうも、石いし踏ぶみです。お約束通り、四章にてレイヴェル→ギャスパー→ロスヴァイセ→イリナ→ゼノヴィアとヒロイン（＋[image: ]）を取り上げてまいりました。

　いやー、ようやく後発組を掘ほり下さげることができて、ヒロインとしても立てられたかなと思っております。初期から出ているキャラを何年もかけてからやっと取り上げる作品で申し訳ありません。ここまで付いてきてくださっているファンの皆みなさまに心よりお礼を申し上げます。

　ではでは、十九巻の解説に入ります。




・ゼノヴィアについて

　かわいさに振ふるか、格かつ好こう良さに振るか、迷ったのですが、後者のほうで攻せめることにしました。生徒会長を目指すという手前もありましたし、元デュランダルの使い手を超こえなければならなかったため、彼女らしいパワフルな解答をさせました。グリゼルダとの仲も書けて良かったです。二人の姉妹のような描びよう写しやは担当編集さんから好評でした。

　ただ、スピーチを書くのが何よりも難しかったです。学生らしく、さらにゼノヴィアらしい演説ってなんだろうとかなり思案したのですが、政治家の選挙ではないので、小難しいことはせずに彼女らしい飾かざらない内容にしました。

　しかし、ゼノヴィア会長による新生徒会は作者自身想像するだけでわくわくします。アーシア部長の新オカ研と共にご期待ください。




・木き場ばとギャスパーとデュリオ

　最終決戦前に意外にも闇やみと悩なやみを抱かかえていたのが、木場とギャスパーの二人でして、どうにかある程度の決着を見ないことにはクライマックスで無茶をしすぎるんじゃないかと作者自身心配しておりました。二人に関連するものがどちらも教会にも通じていたので、ストラーダ猊げい下かを使ってかなり決着させました。グレモリー男子には守るべき女の子が必要なのです。

　そして、デュリオ。前回からリーダーらしく前線で活かつ躍やくさせてます。イッセー以上の甘ちゃんでもあります。ずーっと、シャボン玉が似合いそうなキャラだと思っていたので、彼の性格と併あわせて技のひとつとして出してみました。




・教会の二大巨きよ頭とう

　今回、教会のお偉えらいさんが三名も登場致いたしましたが、そのなかでもエヴァルド・クリスタルディとヴァスコ・ストラーダは強きよう烈れつだったのではないでしょうか。今巻は聖せい剣けんに関する話を取り上げようとしていたので、そうなると自然にエクスカリバーとデュランダルの使い手について言げん及きゆうしなければなりません。そこで二本の聖剣を使っていた達人という両名を出してみました。

　今回のテーマにチーム『Ｄ×Ｄ』対人間という重いものをピックアップしようかなと思ったのですが、あまりにも重すぎてこの作品らしくない陰いん鬱うつな展開になりそうだったので、「元聖剣使いの超ちよう人じんからの挑ちよう戦せん」というわかりやすいものにしました。そうしたら、自然とストラーダ猊下のキャラクターが出来上がりまして、「力こそパワー」を体現した豪ごう快かいなじいさんとなりました。もし、クリスタルディとストラーダが、本物の聖剣を手にしていたら……または全盛期だったら……。ゲストだからこそ、無茶が利きいたのでしょう。

　実は教会関連を取とり扱あつかった今巻で、フリードを聖せい杯はいによって復活させ、邪じや龍りゆうと合体させて大暴れさせようかなってアイディアもあったのですが、あいつもキレイに退場しているので静かに眠ねむらせたままにしました。




・Top Secret.について

　今巻の最後の章（レーティングゲームの監かん視し用記録映像）ですが……ご覧の通り、かなり秘密が内包されております。

　ついに現れた最後の龍りゆう王おうティアマット。そして、レイヴェルとライザーはどうなってしまうのか？　ディハウザーの台詞せりふ、アジュカの登場と伏ふく線せんも張られておりますので、次巻が出るまでいろいろと予想、想像をしてお待ちくださいませ。




　次回より四章もクライマックスとなり、最終決戦開始になります。ここまでの伏線やら、残った強敵──伝説の邪龍なども登場致しますのでご期待ください。そして、リゼヴィムとの関係に迫せまる内容として次巻はヴァーリ回となります。

　しかし、前巻の天界編と今巻の教会の戦士編も本来ならば四巻の三大勢力和平後である五巻から七巻の間にやるべき設定だったはずなのですが、二ふた桁けた巻である十八、十九でようやく取り上げるという……。天使と教会なんて一番最初から出ている根本的な設定でしたからね。この辺り、大きな反省点です。




　ここで謝しや辞じをば。いつもお世話になっております、みやま零ゼロさま、担当編集Ｈさま。仕事量増加の影えい響きようでしょうか、ひとつひとつの原げん稿こうの完成が遅おそくなってきており、ご迷めい惑わくばかりをおかけしております。各関係者の皆さまにも深くお詫わび致します。ひたすら書き続けていく所存でございます！

　さて、次はついに二十巻突とつ入にゆう──と、その前に「ハイスクールＤ×ＤＤデイーＸエツクス」なるものが、新たにシリーズ展開致します！　これは、Ｄ×Ｄの短編だけを集めたシリーズでして、ファンの皆さまの応おう援えんもありまして、ようやく独立して展開することとなりました。今後のＤ×Ｄは本編とＤＸ（短編集）で動いていく予定です。これで未収録となるお話はもしかしたら大分解消されるかもしれませんね。掲けい載さいしてほしいエピソードがございましたら、編集部のほうにお便りをくださいますとこちら側の参考になります。

　気になるＤＸ第一巻ですが、温泉旅行回（グレイフィアとの混こん浴よく）を中心にシスター・グリゼルダの初登場回も含ふくめて、書き下ろしも掲載されます。本編がクライマックス突入でシリアスモードになっていくので、日常回とラブコメの多いＤＸを読んでバランスを取ってくださると幸いです。

　そのようなわけで、ハイスクールＤ×Ｄ本編、ＤＸと応援のほどいただけますと幸いでございます。




※無料小説サイト「ファンタジアBeyond」にて、ハイスクールＤ×Ｄと設定、世界観、キャラクターがリンクしている同一世界観（シェアード・ワールド）作品『堕だ天てんの狗いぬ神がみSLASHDOG』が連れん載さい中です。気になる方はどうぞアクセスしてみてください。

・ファンタジアBeyond　「堕天の狗神 SLASHDOG」

URL　http://www.fujimishobo.co.jp/beyond/lineup/slash.php
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